
第九節 天然ガスの開発

現
在
の
三
基
に
至
っ
て
い
る
。

方
メ
ー
ト
ル
の
ホ
ル
ダ
ー
を
建
設
、

り
、
ま
ず
ホ
ル
ダ
ー
増
設
へ
踏
み
出
し
た
。

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
一
―-）

五
月
に
、

町
で
は
、

九
十
九
里
町
の
一
般
家
庭
用
燃
料
は
、
プ
ロ

。ハ
ソ
ガ
ス
・
石
油
・
薪

・
炭
な
ど
で
、

よ
り
安
価
で
安
全
性
の
高
い
天
然
ガ
ス
を
家
庭
用
燃
料
と
し
て
供
給
し
よ
う
と
検
討
し
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ

か
ん
す
い

の
こ
ろ
伊
勢
化
学
工
業
（
株
）
が
、
本
町
の
地
域
内
で
ョ
ー
ド
を
採
取
す
る
た
め
の
鍼
水
井
の
掘
削
を
始
め
た
の
で
、
副
産
物

で
あ
る
天
然
ガ
ス
を
利
用
で
ぎ
る
見
通
し
が
つ
き
、

ヨ
ー
ド
会
社
へ
地
元
住
民
の
文
化
生
活
向
上
を
図
る
た
め
利
用
を
申
し
込
み
、

ガ
ス
と
し
て
海
岸
地
帯
一
六
一
竺
一
戸
（
普
及
率
四

0
・
七
パ
ー
セ
ソ
ト
）
へ
供
給
を
開
始
し
た
。

年
を
経
る
に
つ
れ
て
、
住
民
の
関
心
も
高
ま
り
、
需
要
家
及
び
消
費
量
が
伸
び
、
当
初
の
ま
ま
で
は
供
給
が
不
安
定
と
な

次
に
、

ガ
ス
事
業
の
計
画
を
策
定
し
た
。

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
）
―
二
月
、

ガ
ス
原
料
購
入
は
、
供
給
開
始
以
来
、
伊
勢
化
学
工
業
（
株
）

五
六

0
0立
方
メ
ー

ト
ル
の
ホ
ル
ダ
ー
完
成
と
な
り

の
み
で
あ
っ
た
が
、

ガ
ス
事
業
の

沿

革

産
さ
れ
な
い

た
め
比
較
的
高
価
で
あ
っ
た
。

第

一

項

町

営

ガ

ス

第
九
節

天
然
ガ
ス
の
開
発

い
ず
れ
も
町
内
で
生

一
基
め
の
三
倍
に
あ
た
る
容
最
一
五

0
0立

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
一
〇

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
0
)
1
0月
に
、
町
営
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第一章産業の発展

表77 ガス事業の推移
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図63 供給区域
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第九節

表78 1日平均ガス使用量
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1732 
1269 1364 1404 1344 1334 1371 

天然ガスの開発

1296 1907 

1122 
1556 

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

0
・
ニ
立
方
メ
ー
ト
ル
（
当
初
ニ
ニ
・

一
立
方
メ

ー
ト
ル
）
と

f

ヽ

一
カ
月

二
戸
当
た
り
平
均
使
用
是
は
、
六

現
在
、
需
要
家
数
は
四
―
二
三
戸
（
普
及
率
八
一

・
一パ

著
し
く
伸
び
て
い
る
。

今
日
で
は
、
ガ
ス
用
途
の
多
様
化
に
よ
り
、
供
給
量
は

こ。f
 

り
、
記
念
事
業
と
し
て
役
場
庁
舎
前
に
ガ
ス
燈
を
設
置
し

J

の
年
は
、
ち
ょ
う
ど
供
給
開
始
二
十
周
年
に
当
た

（
昭
和
六

0
)

域
と
す
る
認
可
を
受
け
、
三
年
計
画
で
岡
部
落
を
中
心

ま
た
、
年
々
、
住
民
よ
り
供
給
拡
張
の
要
望
が
多
く
、

こ
。

キ
ー 月

、
関
東
天
然
瓦
斯
開
発
（
株
）
と
契
約
し
、

二
社
併
用

に
よ
る
充
分
な
供
給
益
の
確
保
、
阪
売
促
進
へ
踏
み
出
し

一
九
八

一
一
年
（
昭
和
五
七
）
に
九
十
九
里
町
全
域
を
供
給
区

に
、
未
供
給
区
域
の
拡
張
工
事
を
進
め
、

ー
セ
ソ
ト
）
、

一
九
八
五
年

一
月、

全
町

へ
供
給
す
る
に
至
っ
た
。

な
り
、
な
お
一
閏
の
安
定
供
給
の
確
保
及
び
保
安
面
の
充
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(c) 

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 

市
川
ー
千
葉
ー
五
井
ー
木
更
津
ー
富
津
を
結
ぶ
内
湾
産
ガ
ス

地
帯

(b) (a) 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

勝
浦
ー
大
多
喜
ー
太
東
ー
茂
原

1
東
金
1
横
芝

1
八
日
市
場

1
銚
子
を
結
ぶ
九
十
九
里
産
カ
ス
地
帯

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

安
房
郡

一
帯
を
含
む
南
房
総
産
ガ
ス
地
帯

本
県
の
産
カ
ス

地
帯
を
大
別
す
る
と
、

ぜ
ら
れ
て
い
る
。

ゅ
う
し
ゅ
っ

ガ
ス
徴
（
ガ
ス
の
湧
出
す
る
兆
候
の
あ
る
地
）
の
分
布
は
地
層
の
走
向
と
は

一
致
せ
ず
、
お
お
む
ね
断
層
の
方
向
と
一
致
し
、

ほ
ん
の
う

全
般
的
に
見
る
と
北
々
東
か
ら
南
々
西
に
の
び
て
い

る
。
核
心
地
域
は
、
木
納
町
（
現
茂
原
市
）
・
大
多
喜
町
を
結
ぶ
線
に
沿
っ

て
分
布
す
る
が
、
そ
の
西
側
で
は
ご
く
ま
れ
で
、
主
に
東
側
に
多
く
分
布
し
て
い

る。

つ
る
え

っ
ち
む

つ

旧
東
郷
村
早
野
新
田
か
ら
、
旧
鶴
枝
村
猿
袋
を
へ
て
南
方
土
睦
村
（
現
睦
沢
町
）
大

茂
原
地
方
で
特
に
ガ
ス
徴
の
多
い

の
は
、

谷
木
に
至
る
間
で
あ
る
。

ふ
う
そ
く

（
1
）

九
十
九
里
海
岸
平
野
の
ガ

ス
徴
は
、
東
金
市

・
大
網
白
里
町

・
横
芝
町
・

成
東
町
で
は
断
層
封
塞
構
造
に
関
係
し
な
い
と
報

千
葉
県
の
ガ
ス
田
の
分
布

と
九
十
九
里
産
ガ
ス
地
帯

香
取
郡
多
古
町
附
近
、
西
は
富
津
市
地
域
に
至
っ
て
い
る
。

実
が
望
ま
れ
る
。

第
二
項

9_.t 

県
下
の
天
然
ガ
ス
露
頭
は
、

九
十
九
里
産
ガ
ス
地
帯

き
お
ろ
し

北
は
利
根
川
流
域
の
木
下
地
方
か
ら
南
は
房
州
に
至
り
、

東
は

（
九
十
九
里
町
ガ
ス
事
業
所
）
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第九節 天然ガスの開発

内陸産ガス地帯

〇｝

青堀朽

帯地スガ産里

化
い
し
[

ロ
ゞガ産湾内

南房産ガス地帯

電既開発地

図64 千葉県天然ガス田の分布

て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

域

・
習
志
野
市
か
ら
市
原
市
に
至

か
ら
銚
子
に
至
る
九
十
九
里
地

現
在
採
取
を
行
っ
て
い
る
。
勝
浦

ー
ト
ル
」
を
上
回
る
と
い
わ
れ
、

蔵
量
は
、
「
二

0
0
0
億
立
方
メ

る
が
、
本
県
の
天
然
ガ
ス
推
定
埋

示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
後
述
す

る
内
湾
地
帯
で一

―
企
業
に
よ

っ

本
県
の
天
然
ガ
ス
生
産
量
は
、
年
間
「
五
億
一
〇
七
九
立
方
メ
ー
ト
ル
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
生
産
量
は
新
潟
県
に
次
い
で
全

国
第
二
位
で
あ
る
が
、
水
溶
性
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
全
国
第
一
位
の
生
産
量
を
占
め
て
い
る
。
現
在
、
本
県
下
に
お

い
て
産
出
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
の
九

0
バ
ー
セ
ン
ト
は
、
九
十
九
里
産
ガ
ス
地
帯
で
採
取
さ
れ
て
い
る
（
表
79
参
照
）
。

九
十
九
里
産
カ
ス
地
帯
中
に
お
け
る
「
ガ
ス
水
比
」
は
、
茂
原
市
に
比
べ
て
ニ
・
三
九
対
三
・
四
と
い
う
高
率
で
あ
り
、
発

こ
の
四
産
カ
ス
地
帯
は
図
64
に

(d) 

印
旅
郡
・
香
取
郡

・
東
葛

0

0

 
0
 
0
 
0
 
0
 

北
部
を
含
む
内
陸
産
ガ
ス
地

゜
帯
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第一章 産業の発展

本県天然ガス推定埋蔵量

域 名 1面 積 1嘉腐 I孔隙囀；i|埋
直 ml % 

茂 原 17.6I 200 I 25 

九十九里九産長 生 ・夷隅郡 227 I 200 I 25 
ガス地常

太東・古沢 ・長者 65 I 100 I 15 

東金・成東・横芝 400 I 160 I 25 

産 市川・ 千葉 ・五井 360 I 300 I 25 
帯木更津 ・富 津 200 I 100 I 25 

雷：葛廂五□： I 500 300 25 

産安房 ・君津

常夷 隅南部

計 I I I I 

表79

地

内
ガ

湾
ス地

内
ガ

陸
ス 地

南
ガ

房
ス 地

千葉県統計

蔵 量：

億直

5
 

2
 

5
 

3

4

 

5

3

 

6

5

 

，
｝
 

5
 

2
 

4

0

6

 

•.• 

2

9

5

 

6

4

4

7

5

7

未

2

3

1

2

4

 

[

[

-

J

 

5

7

7

5

7

-

．

．

．

．

．

 

3

3

1

1

1

1

1

 

~
1
,

＇

'
,
9

ー

I
`
\

637.5 

調 査

1,082億525遥

お
り
、

共
水
性
は
乾
性
ガ
ス
で
、
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
「
メ

ガ
ス
で
、

「
エ
タ
ソ
」
「
プ
ロ
パ
ソ
」
「
ブ
タ
ソ
」
な
ど
を
含
ん

で

ン
系
の
も
の
と
が
あ
る
。

前
者
は
構
造
性
ガ
ス
で
後
者
は
共
水
性

表80 茂原・成東の水溶性ガス成分比較

域メタ ソ高残炭 炭酸一酸化
硫―化I

化水素ガス水素
酸素窒素水素発熱量

その他

%1 %1 %1 %1 %1 %1 [kcal/knl 
茂原 1坑井 92.51 0.21 1.41 0.21 0.21 5.51 I s,960 

成東 1坑井 98.21 01 0.51 01 0.31 1.01 01 9,350 

地

地 域

東金口式一号井

成東 一 号井

深
―

―
 

度 1仕上口径天然ガス1
産出量：

ガス水比1沃度
含有蓋

m 直／日 mg/P,
7921 8.891 1,6801 2.391 93. 7 

1,3051 10.5 I 5,0651 3.4 

石
油
系
の
も
の
と、

メ
タ

可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
は
、

九
十
九
里
産
ガ
ス

田
の
地
質
構
造

い
え
る
も
の
で
あ
る
。

を
如
実
に
示
し
て
い
る
と

J

れ
ら
の
関
係
を
表
80

う
高
い
も
の
で
あ
る
。

立
方
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
と
い

九
六

0
立
方
キ
ロ
カ
ロ
リ

熱
量
も
一
坑
井
当
た
り
八

ー
に
対
し
て
、
九
三
五
〇

で
ま
と
め
て
み
た
。
九
十

九
里
産
ガ
ス
田
の
優
秀
性

＼ー＼↑_ぃ．ー

E
ー
_
¥
寸

_

1
2

'hl
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図65 千葉・茂原・銚子断面における天然ガス層 (1967)

（関東天然瓦斯株式会社の資料による）
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浪花附

中新層 図66 九十九里町の地層断面図

（帝国石油株式会社資料）
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第一章 産業の発展

t
i
t

贔

•
$
I

・

写5

し
て
崩
壊
す
る
の
を
防
ぐ
。

用
は
掘
り
屑
を
浮
か
す
の
み
で
な
く
、
坑
壁
を
形
成

り
屑
を
除
い

て
循
環
さ
せ
る
。
ま
た
こ
の
泥
水
の
作

成東C1坑井のポーリング

ち
ん
で
ん

」
れ
を
金
網
で
ろ
過
し
、
ま
た
は
沈
搬
さ
せ
て
掘

上
が

っ
て
く
る
。

き

わ

だ

そ

う

本
地
域
の
天
然
カ
ス

は
、
「
メ
タ
ン

C
H
こ
系
に
属
す
る
も
の
で
、
図
65
に
示
す
よ
う
に
第
三
紀
層
の
黄
和
田
層
群
の
地
層

た
帝
国
石
油
（
株
）

図
66
に
示
す
よ
う
に
上
総
層
群
地
下
一

0
0
0
メ
ー
ト
ル
内
外
の
黄
和
田
層
が
カ
ス
層
で
あ
り
、
本
地
城
の
開
発
に
当
た
っ

あ
ぷ
ら
や
ぐ
ら

で
は
坑
井
に
高
さ
三
八
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
七
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
油
櫓

を
組
ん
で
、
こ
の
櫓
の
頂
上
か

ら
デ
リ
ッ
ク
を
も
っ
て
「
キ
リ
」
に
相
当
す
る
掘
管
を
釣
り
さ
げ
、
こ
の
掘
管
の
先
端
に
硬
質
合
金
で
で
き
た
「
ピ
ッ
ド
」
と

称
す
る
刃
物
を
と
り
つ
け
た
。
掘
管
を
櫓
の
下
の
機
械
で
回
転
さ
せ
な
が
ら
す
こ
し
ず
つ
降
し
て
ゆ
く
。
こ
の
時
掘
管
の
頂
上

を
す
る
。
泥
水
は
。
ヒ
ッ
ド
の
先
端
か
ら
坑
底
に
噴
出

く
ず

し
、
掘
り
屑
を
浮
か
し
て
掘
管
の
周
囲
か
ら
地
表
に

」
の
泥
水
が
「
さ
く
井
」
の
た
め
に
重
要
な
働
き

先
端
か
ら
噴
出
さ
せ
る
（
写
5
参
照
）
。

か
ら
泥
水
を
ボ
ン

プ
で
圧
入
し
、
こ
れ
を
。ヒ
ッ
ト
の

の
中
の
鍼
水
中
に
溶
解
し
て
い
る
。

タ
ソ
」
を
含
ん
で
い

る
も
の
で
あ
る
。

I
t
 

・

・

9

 

¥．-,-「
\_1It,̀ ~

,̀ ‘,\'‘ 
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第九節 天然ガスの開発

本
県
の
天
然
カ
ス
汲
み
上
げ
量
は
、
表

81
の
と
お
り
で
あ
る
。

処
理
方
法
を
と
っ
て
い

る。

大
部
分
の
含
ガ
ス
地
層
は
、
前
述
の
と
お

り
黄
和
田
層
が
主
体

で
要
し
た
費
用
は
一
四

0
0万
円
ー

一
五
0
0万
円
と
い
う
。

し
、
こ
れ
を
自
動
的
に
記
録
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
検
層
図
は
極
め
て
朋
瞭
に
地
層
の
特
質
を
表
わ
し
、

層
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
の
で
あ
る
。

だ
い大

な
費
用
を
伴
う
。
帝
石
が

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
成
東
地
区

ガ
スば

く

一
坑
井
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
は
莫

で
あ
っ
て
、
前
掲
の
図

65
に
示
し
た
よ
う
に
、
東
か
ら
西
へ
四
ー

(

2

)

 

五
度
の
単
斜
楷
造
を
呈
し
て
い
る
。

が

す

長
生
郡
下
の
関
東
天
然
瓦
斯
株
式
会
社
の
坑
井
の
よ
う
に
断
層

封
塞
構
造
に
ボ
ー
リ
ソ
グ
を
お
ろ
す
の
と
や
や
異
っ
て
い
る
。
な
お
本
地
域
で
の
ガ
ス
採
取
後
の
鍼
水
を
水
田
及
び
特
別
の
水

路
で
排
水
す
る
と
、
水
田
に
対
し
て
塩
害
と
か
地
盤
沈
下
等
の
問
題
が
あ
る
の
で
カ
ス
採
取
後
は
鍼
水
を
笠
森
層
へ
圧
入
す
る

降
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
天
然
ガ
ス
採
取
と
地
盤
沈
下
の
間
題
が
検
討
さ
れ
て
あ
る
程
度
の
規
制
が
加
わ
っ
て
き
た

た
め
電
気
検
層
す
る
。
地
層
の
電
気
抵
抗
を
深
さ
に
沿
っ

て
測
定

す
。
掘
管
を
深
部
に
お
ろ
す
と
同
時
に
掘
り
具
合
を
テ
ス
ト
す
る

こ
う
し
て
、
地
下
―

1
0
0
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
掘
管
を
お
ろ

一
九
七

二
年
（
昭
和
四
七
）
を
。ヒ
ー
ク
と
し
て
最
近
は
や
や
下

表81 天然ガスかん水汲み上げ量分布図

単位： lOOOm'/日

30 

25 

20 

15 

10 

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 so 
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第一章 産業の発展

一
、
公
営
が
八
、
計

一
九
事
業
所
が
あ
る
。

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

0
0
0万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。

J

れ
が
企
業
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

二
三
）
に
は
大
多
喜
町
柳
原
の
坂
昇
部
落
で
も
、
太
田
卯
八
郎
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。

の
前
身
）
が
カ
ス
事
業
を
始
め
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
豊
富
で
あ
っ
た
た
め
、

メ
ー
ト
ル
ー
―
―

1
0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

、
少
な
い
井
戸
で
も
六

0
0立
方
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
自
噴
し
た
と

い
わ
れ
る
。

が

ら

す

本
県
内
に
お
け
る
操
業
会
社
は
表
82
の
と
お
り
で
、
茂
原
を
中
心
と
し
て
、
旭
硝
子
（
株
）

・
日
本
天
然
瓦
斯
興
業
（
株
）

．

合
同
資
源
産
業
（
株
）

・
伊
勢
化
学
工
業
（
株
）

・
日
宝
化
学
（
株
）

・
帝
国
石
油
（
株
）

内
湾
地
域
で
は

、

帝
国
石
油
（
株
）
•
関
東
天
然
瓦
斯
開
発
（
株
）

・

富
士
ボ
ー
リ
ン
グ

・

東
京
瓦
斯
（
株
）
で
、
月
産
約
一

本
県
の
天
然
カ
ス

利
用
に
つ
い
て
は
、
通
産
省
資
料
に
よ
る
と
、
化
学
工
業
用
に
六
八

．
0
バ
ー
セ
ソ
ト
、

九

・
七
。ハ
ー
セ
ン
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
消
費
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
化
学
工
業
用
で
は
主
と
し
て
旭
硝
子

・
三
井
東
圧
化
学
に
お
い

県
内
の
事
業
所
（
消
費
者
に
直
接
ガ
ス
を
供
給
し
て
い
る
も
の
）

こ
れ
ら
事
業
所
の
う
ち
自
ら
カ
ス
発
生
装
置
を
持
つ
も
の
は
少
な
く

、

大
半
が
帝
国
石
油

•

関
東
天
然
瓦
斯

・

旭
硝
子
・
伊

九
十
九
里
産
ガ
ス

田

の

企

業

化

た
め
で
あ
る
。

本
県
の
天
然
ガ
ス
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、

ヽ
1
,
＇

t

,

1

¥

¥

＼

し

で
月
産
三
八

0
0万
立
方
メ
ー
ト
ル
。

は
東
京
瓦
斯

・
京
葉
瓦
斯
・
大
多
喜
天
然
瓦
斯
等
の
私
営
が
一

一
本
の
井
戸
か
ら
、

け
て
の
一
帯
で
、
安
川
寛
―
―
一
郎
が
発
見
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、

一
八
九

0
年
（
明
治

一
九
三
一
年
（
昭
和
ち
大
多
喜
天
然
瓦
斯
（
株
）
（
現
関
東
天
然
瓦
斯
開
発
（
株
り

一
日
、
―

1
0
0
0立
方

ガ
ス
業
用
に

二

一
八
八
七
年

（
明
治
二
0
)
ご
ろ
茂
原
町
か
ら

一
宮
町
に
か
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第九節天然ガスの開発

ー表82 県内天然ガス関連事業者概況

＼ 項目抗井数 生産最
ぐ 開発地域 用 途 生産品名

き 稼動休止天然ガスヨート
会社名 、、、 口十 井 井 （千k面） （トン')

自家使用、
各種ガラス

旭硝子 大網白里町 製品、 肥料

株式会社
1031 541 491 28,821 白千町、東

販売（都市、
ガス工業

ノーダ等化

金市 原料） 学品、天然
カス

伊勢化学工業
I九十九里町 自家使用、 ョート ョ

株式会 社
781 701 81 22, 3971 3, 580白子町 一

販売（都市

1宮町、年用町ガス 工業
ード化合物

原料） ・天然ガス

茂原市、山

麟認羹胃13813221671210,4511 76211：孟；霞〗）噂塁い；；天
言詈噂 239218 211 167,000 1,467雷 誓疇門軍塁門竺ゞ、ス、ヨ

郡、匝瑳郡原料） ード化合物
千葉市、旭

販売 （都市
帝国石油 市、東金市
株式会社

841 451 391 33,317 
山武町、成

ガス工場燃天然ガス

東町
料）

東 金 市 1¥ 1¥ o¥ 277 東金市 1都市ガス 1天然ガス

賞塁塁胃I12 8| 4| 3,272 1千葉市 門気（都市1天然ガス

東洋天然ガス 販売（都市
株式 会 社 s¥ 21 31 1,1941 1成田市 ガス） 1天然ガス

習志野市 61 61 ol 3,6121 I璽嵐開市、 都市ガス 天然ガス

ヨート ヨ

日宝化学 1夷隅郡夷隅自家用（エー

株式会社
491 261 231 4, 3791 82. 8町および岬場燃料、化

ド化合物

町 学原料）
その他有機
合成薬品

日本天然瓦斯
長生郡、 千 販売（都市天然ガス、

輿業株式会社
811 641 171 44, 7831 1,000葉市、茂原ガス、工場ヨード、ヨ

市 1原料） ード化合物
三井東圧化学
株式 会 社 27| 251 2 2,342 1茂原市 鼠胃翡）（エ 閂喜肥料化

株式会 社富 8 5 3 2,502 千葉市、成
販売 （都市

士ホーリソク 田市
ガス工業天然ガス
原料）

京葉バイプラ (1)パイプライソ延長36,546m
イソ株式会社 (2)ガス輸送量 61,206,815knl l 
資料：千葉県商工労働部、千葉県天然ガス資原の現況
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第一章産業の発展

表83 県内ガス事業所概要 49.12現在

\＼~I事業開鷹誓使用ガス その他
事業所名

始年月 (kcal) 
の種類 供給区域（市町村） 1 参考 事 項

ナフサ・ 松戸、市川、船橋柏
京葉瓦斯昭 3.6 3,600I 帝国石油

9,200 LPG 鎌ケ谷の各市、沼南
i天然ガス 町、浦安町

関東天然瓦斯

大多喜、一宮、市原
大多喜天然瓦斯 II32. 11 9, 200天然ガス 千葉、八千代、茂原 関東天然瓦斯

の各町、市、 長生村

銚 子瓦斯大 3.1! 7, ooo[ L P G I銚子市
ガス発生装置

房 州瓦斯 1昭10.2|4,3001支江 l：塁〗八千代、千葉 1 ::  

千葉 ガ ス 11133. 419,200 1 天然カス闘倉の各市、酒々井虞畠］東京瓦

野田 ガス 11136.3 7,000I L PG • 野田市 lガス発生装置
天然ガス 所有
ナフサ・

我孫子 ガ ス 1141. 2! 4,500 我孫子市 1取手ガスLPG 

京和 ガ ス II47. 419,2001天然ガス 1流山市 1京葉瓦斯

大 東瓦 斯『1/ 3.1119,1001支贔幻 I流山市 畜；発生装置

石炭 • 原油
東京瓦斯明18.10

11,000 千葉、木更津、君津
LPG・ 仝上9,200 
LNG の各市、袖ケ浦町

角栄瓦斯 1昭40.1019,200ぞ摩i7,.1佐倉市 1千葉ガス

以上私営 11 

＇ 

習志野市 1昭32.49,200LPG・ 習志野市、習志野市 関東天然瓦斯
天然ガス 内の千葉市行政区域

ガス井戸、発
＿生装置

東 金 市 『1/33. 101 9,200天然ガス 1東金市 I帝（石、旭硝子
ガス井戸）

白 子 町 I11 36. 8| 8,500 ” I白子町全域 1日本天然ガス l 

旭 市 1// 37. 91 9, ooo ” 旭市の一部 帝国石油
， 

大網 白 里町 1//39. 919,200 ” 1大網白里町全域 I旭硝子
＼ 

＼ 

九 十九里 町//40.101 9,200 九十九里町全域 1 伊関東勢天化然学瓦斯” 
＼ 

I 

四街道町 I11 43. 11¥ 9,200 ” 四街逍町の一部 I帝国石油

成 東 町 ¥1144.719,2001 ” 1成東町の一部 帝国石油

以上公営 8 
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第九節 天然ガスの開発

り
で
あ
る
。

以
降
は
地
盤
沈
下
に
よ
る
規
制
の
た
め
井
戸
掘
り
が
制
限
さ
れ
、

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
に
は
、

五
億
一

0
0
0万
立
方
メ

ヨ
ー
ド
工
業
と
九
十

九
里
産
ガ
ス
地
帯

以
来
、
年
産
約
五
億
六

0
0
0万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
産
し
て
い
た
が
、

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七）

一
九
七
―
―
一
年
（
昭
和
四
八
）

ー
ト
ル
に
減
少
し
た
が
、
こ
の
中
九

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
が
九
十
九
里
産
ガ
ス
田
で
採
取
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
に
も
触
れ
た
と
お

九
十
九
里
産
ガ
ス
地
帯
の
ガ
ス
日
産
量
は
、
表

84
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

て
、
九
十
九
里
地
域
も
次
第
に
普
及
化
の

O沿南町105
謙ヶ谷2178 成田池々井7212

八千代23112
佐倉3764

四lh逍2539
59064 

；ど、9f28660 Iii.求!107
旭I

几十九里2294

-T・簗131,135
東金4391

iIi原13635

木更浄
袖ヶ浦｝ 9242 

君浪5500

館U12065

設
さ
れ
た
公
営
事
業
所
の
増
加
に
よ
っ

図67

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
0
)
年
代
以
降
開

大網白里2737

茂lg、10451
白了1624

一宮長生783

大多せ765

都市ガス普及状況

S49年末

市
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
地
域
に
普
及

る
。
総
武
線
・
常
磐
線
を
中
心
と
し
て
都

月
末
の
市
町
村
別
ガ
ス
供
給
戸
数
で
あ

図
67
は
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）

単位：戸

度
が
高
い
。

い
る
（
表
83
参
照
）
。

ン
に
よ
っ
て
天
然
ガ

ス
の
供
給
を
う
け
て

勢
化
学
等
の
供
給
業
者
よ
り
。ハ
イ
。
フ
ラ
イ
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第一章 産業の発展

表84
J

の
企
業
化
は
、

ア
メ
リ
カ

ソ

連

日

本
ョ
ー
ロ
ッ

パ

中

国

三
、
一

0
0
ト
ソ

一
、
五

0
0
ト
ン

一、

0
0
0
ト
ン

二
、
九
0
0
ト
ソ

四
五
〇
ト
ン

そ ヵ

計のナ

他 ダ

ィ

ソ

ド

――1
0
0
ト
ソ

ニ
ニ
五
ト
ン

四
二
五
ト
ソ

1
0、
0
0
0
ト
ソ

ョ
ウ
素
の
需
要
に
つ
い
て
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

九十九里産ガス地帯のガス日産量

関東天然ガス開発KKI 17~20万
旭ガラス KKI 10 万

日本天然ガス興業KKI 3~4万

相生工業 KKI 3~5万

伊勢化学 KKI 3~4万

日 宝 興 発 KK I 3,000~4,000 

帝石 KKI 10 万

I 53万4,000

開 発 会

計

社 日産量（遍／日）

の
九

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
海
外
に
輸
出
す
る
と
い
う
珍
し
い
産
業
で
あ
る
。

U
F
 

0
0
、
‘
、
リ
グ
ラ
ム
の
含
有
ョ
ー
ド
は
、
天
然
ガ
ス
開
発
と
と
も
に
工
業
化
の
方
向

に
進
ん
で
き
た
。

天
然
ガ
ス
鍼
水
を
原
料
と
し
て
、
千
葉
県
下
で
ほ
と
ん
ど
が
生
産
し
て
い
る

が
、
新
潟
•
宮
崎
で
も
若
干
生
産
し
て
い
る
。
日
本
の
ョ
ウ
素
は
、
今
で
は
チ
リ

ョ
ウ
素
の
生
産
を
凌
駕
し
、
世
界
市
場
に
君
臨
し
て
い
る
が
、
第
二
次
大
戦
後
チ

リ
ヨ
ウ
素
の
圧
迫
を
う
け
つ
つ
も
、
戦
後
の
経
済
復
興
の
た
め
輸
出
産
業
と
し
て

努
力
し
、
日
本
経
済
に
寄
与
し
て
き
た
。
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
で
、
そ
の
生
産

最
近
の
全
世
界
に
お
け
る
生
産
高
は
年
間
約
一
万

ト
ソ
と
推
定
さ
れ
る
。
国
別

シ
ェ
ア
は
日
本
六

0
バ
ー
セ
ン
ト
・
チ
リ
一
六
パ
ー
セ
ソ
ト

・
ソ
連
一
五
。ハ
ー
セ
ソ
ト
・
米
国
九
パ
ー
セ
ソ
ト
と
い
わ
れ
る
。

（
一
九
七
九
年
ノ
。

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
大
多
喜
で
始
め
ら
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
世
界
一
の
ヨ
ー
ド
生
産
県
へ
と
発
展

天
然
ガ
ス
の
採
取
に
当
た
っ
て
鍼
水
の
汲
み
上
げ
に
伴
い
、

I
L
¥
,
 

一
リ
ッ
ト
ル
中

9
9
、
`
＼

＼ヽ 
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第九節 天然ガスの開発

削
さ
れ
て
お
り
、
絨
水
の
汲
み
上
げ
盈
は
、

イ
ソ
計
画
と
い
う
国
家
的
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
活
躍
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

z

ー

l
L

千葉
九十九里町

9入

大網白里

A
 

一
九
七
五
年
（
昭
和
五

0
)
で、

鉱菓ボ

所在地

〔IR七井土鉱山〕
（旧八柏工場 〕

一三几例三一

□開発鉱区

• 工場

0 I 2 3 
I 

図68

,,:岬町 〗只＼榎沢鉱山

夷隅川
至鴨川

伊勢化学の九十九里地域への開発状況

（伊勢化学資料）

等
に
利
用
さ
れ
る
。
最
近
で

印
刷
用
・
家
畜
飼
料
添
加
剤

剤

・
中
間
物
製
造
用
触
媒

し
た
の
で
あ
る
。

と
同
時
に
、
医
薬
（
ヨ
ー
ド
チ

料

・
フ
タ
レ
ソ
染
料
）

・
分
析

試
薬

・

試
験
紙
•

X
線
造
影

は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
、
水
か
ら
水
素
を
と
る
触
媒
と
し
て
用
い
ら
れ
る
研
究
が
試
験
中
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
サ
ソ
シ
ャ

九
十
九
里
産
ガ
ス
田
は
、
そ
の
面
積
二
八

0
平
方
キ
ロ
で
、
九
十
九
里
産
カ
ス
地
帯
で
約
八

0
0
本
の
天
然
カ
ス
坑
井
で
掘

日
産
一
八
万

10
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の

ホ
ル
ム
）
・
染
料
（
ア
ニ
リ
ソ
染

ソ
キ

・
ル
ゴ
ー
ル
液

・
ヨ
ー
ド

「
ミ
ネ
ラ
ル
物
質
」
で
あ
る

の
生
存
に
は
欠
か
せ
な
い

い
わ
れ
、
人
類
及
び
動
植
物

ョ
ー
ド
は
「
ョ
ウ
素
」
と
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第一章 産業の発展

裏亀鑢山 1 

‘’‘’‘’ R R R 
l ! 1 
6 ヽ 2

0..A II傘層
I 

池 'i
ltg1 

l:［ 
"OO ... 

1細」
図69 真亀～榎沢鉱山地質断面図

[A-A1断面：号 1図参照、地表の標高差は無視］

伊
勢
化
学
工
業
（
株
）
が
千
葉
県
に
進
出
し
た
の
は
、

九
十
九
里
地
域
進
出
は
図

68
の
と
お
り
で
あ
る
。

ー

ー
・
ー

1

1

|
,
r
’,
1
9
,
1
2

I
¥
i
¥
,
1
1
9
 表85 九十九里浜沿岸の各鉱山

鉱山名鉱区数I面積
（アール）

真亀 ＊2 1*17,904 ＊印旭硝子跨から

白子 1 I 39,802 の租鉱区

大洋 3 I 85,647 
榎沢 4 I 84,971 

備 考

四
鉱
山
か
ら
の
生
産
ガ
ス

は
主
と

85
の
と
お
り
で
あ
る
。

)
れ
ら
各
鉱
山
の
規
模
は
次
の
表

工
場
が
付
随
し
て
い
る
。

山
が
存
在
し
、

お
の
お
の
に
ョ
ウ
素

か
ら
真
亀

・
白
子
・
大
洋
・
榎
沢
鉱

に
点
在
分
布
し
、
図
69
の
よ
う
に
北

」
の
四
鉱
山
は
九
十
九
里
浜
沿
岸

至
っ
て
い
る
。

鉱
山
の
吸
収
及
び
真
亀
鉱
山
・
白
子
鉱
山
の
開
発
を
経
て
現
在
に

そ
の
後
、
榎
沢
鉱
山
の
開
発
、
大
洋
化
学
工
業
、
現
在
の
大
洋

九

0
パ
ー
セ
ソ
ト
が
ョ
ー
ド
製
造
に
利
用
さ
れ
る
。
九
十
九
里
産
ガ
ス
田
の
開
発
の
中
心
的
企
業
は
伊
勢
化
学
工
業
（
株
）
で
、

（
旧
大
多
喜
天
然
瓦
斯
）
が
開
発
し
た
天
然
ガ
ス
坑
井
よ
り
生
産
ずな

な

る
付
随
鍼
水
中
の
ョ
ウ
素
合
有
量
に
着
目
し
、

長
生
郡
長
生
村
七

い

ど

や

つ

み

井
土
に
八
精
工
場
を
建
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

一
九
五
0
年
（
昭
和
二
五
）
六
月
で
、
現
在
の
関
東
天
然
瓦
斯
開
発
（
株
）

し
1

ー`

ー`'、
L
1

＼

ー

＼

＼

｀

し

1

、
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第九節 天然ガスの開発

そ
の
量
は
約
五
七
〇
〇
ト
ン

、
世
界
市
場
の
七

0
。ハ
ー
セ
ソ
ト
は
九
十
九
里
産
ガ
ス
田
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。

九
十
九
里
産
ガ

（
六
六
億
五
五
六

0
万
円
）

こ
の
八

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
は
本
県
の
生
産
で
あ
り
、
こ
の
大
部
分
が
九
十
九
里
地
域
で
占
め
て
い
る
。

ス
地
帯
は
、
日
本
ョ
ー
ド
工
業
地
帯
と
し
て
の
指
向
性
が
高
い
と
い

っ
て
も
過
言
で
あ
る
ま
い
。
次
に
九
十

九
里
産
ガ
ス
地
帯
の
天
然
ガ
ス
に
関
す
る
企
業
の
進
出
を
示
し
て
お
き
た
い

化学光町工場

ンチネンタルカ ーポ ン

化学白子工場

天然ガス閃霙

相生工

B宝

（図

7
0
参
照
）
。

の
ヨ
ー
ド
生
産
は
、
六
二
六
五
ト
ン

図70

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
の
日
本

九十九里浜沿岸ガス化学工業の開発企業

s 1 : 400.000 古川力原図

て
い
る
。

発
等
六
社
七
工
場
が
生
産
に
当
た
っ

｀
伊
勢
化
学

・
相
生
工
業

・
日
宝
興

に
送
ら
れ
て
い
る
。

ウ
素
製
造
原
料
と
し
て
各
所
属
工
場

ま
た
、
鍼
水
は
前
述
の
よ
う
に
ョ

れ
て
い
る
。

所
に
送
ら
れ
る
。
ま
た
一
部
は
九
十

し
て
旭
硝
子
（
株
）
大
網
白
里
鉱
業

九
里
町
の
都
市
ガ
ス
と
し
て
供
給
さ
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第一章 産業の発展

、0し 地
帯
を
指
向
す
る
。

て
い
る
。
合
成
化
学
工
業
の
原
料
は
、

天
然
カ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
メ
タ
ソ

(
CH
4
)

を
化
学
工
業
原
料
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
電
カ
ェ
ネ
ル
ギ

ー
に
比
し
て
格
安
で

あ
る
こ
と
と
、
資
源
も
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
は
九
十
九
里
地
域
開
発
の
方
向
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
九

十
九
里
産
カ
ス

地
帯
の
開
発
に
伴
っ
て
京
葉
工
業
地
帯
の
進
展
と
は
切
り
離
さ
れ
な
い
主
原
因
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

ガ
ス
化
学
工
業

六
月
社

藤
本

治
義

日
本
地
方
地
質
誌

九
十
九
里
産
ガ
ス
地
帯
の
開
発
の
一
端
を
地
域
開
発
に
し
ぼ
っ
て
論
及
し
た
の
で
あ
る
が
、

工
業
は
一
部
の
も
の
を
除
い
て
は
原
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
わ
さ
れ

か
つ
て
は
石
炭
が
そ
の
王
座
を
占
め
て
い
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
王
座
が
石
油
と
天
然

カ
ス
田
の
開
発
に
伴
い
、
鍼
水
中
に
含
有
す
る
ョ
ー
ド
の
高
率
化
に
よ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
て
ば
ま
さ
に
本
地
域
は
総
合
的
な
ガ
ス
化
学
工
業
を
造
成
す
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
よ

注(
1
)

地
層
は
水
平
に
堆
積
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
断
層
運
動
が
起
こ
る
と
地
層
が
切
れ
て
、
段
違
い

に
ふ
さ
が
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
構
造
を
い
う
。

(
2
)

地
層
が
一
方
に
傾
い
て
い
る
と
き
こ
の
構
造
を
単
斜
構
造
と
い
う
。
そ
の
原
因
は
地
殻
の
変
動
に
よ
る
。

参
考
文
献

山

本

為

親

ガ
ス
に
置
き
か
え
ら
れ
た
。

結

び

＼
 

,

9

1

9

,

,
1
9
,
_
｀
 

（
古
川

カ）

ョ
ー
ド
工
業
と
い
う
特
異
な
工
業

日
本
の
化
学
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第一〇節 鰯漁業の変遷

慶
長
見
聞
集

じ

か

た

九
十
九
里
地
方
に
お
け
る
江
戸
時
代
以
前
の
地
方
漁
業
資
料
は
、

献
か
ら
類
推
す
る
ほ
か
は
な
い
。
『
銚
子
市
史
』
所
載
の

「
見
し
は
今
、
相
模
、
安
房
、
上
総
、
下
総
、
武
蔵
の
五
ヶ
国
の
中
に
大
い
な
る
入
り
海
あ
り
。
大
魚
ど
も
こ
の
入
り
海
を
よ
き
住
所
と
知

あ

ま

り
て
集
る
と
い
え
ど
も
、
関
東
の
海
人
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
磯
辺
の
海
に
小
網
、
釣
を
た
ら
し
た
る
ば
か
り
な
り
。
…
・
:
（
後
略
）
」

と
、
紀
州
人
渡
来
以
前
の
関
東
の
海
況
を
述
べ
、
『
銚
子
市
史
』
は
、
「
紀
州
人
が
房
総
沿
岸
に
来
て
ま
づ
愕
い
た
の
は
、
こ
の

地
の
住
民
が
旧
来
の
漁
法
で
ノ
ソ
ビ
リ
暮
し
て
い
る
姿
、
そ
れ
と
豊
か
な
漁
獲
で
あ
っ
た
」
と
注
釈
し
て
い
る
。

こ
れ
は
現
在
の
東
京
湾
を
指
し
て
お
り
、
波
穏
や
か
な
内
湾
で
す
ら
、
慶

長

年

間

(
-
五
九
六
年
ー
一
六

一
四
年
）
に
は
こ
の

と
お
り
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
波
荒
い
外
洋
に
臨
む
九
十
九
里
浜
で
は
、
当
時
の
漁
業
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
想
像
に
難
く

古
川

第

一

項

江

戸

時

代

以

前

の

鰯

漁

業

い
わ
し

第
一

0
節

鰯

漁

業

の

変

遷

千

葉

県

戦

後

県

政

の

歩

み

金
原
・
木
島

・
石
和
田
天
然
ガ
ス

丸
一
郎
天
然
ガ
ス
利
用
と
開
発
の
影
響

房
総
地
理
―

0
号

九
十
九
里
産
ガ
ス
田
の
開
発
事
業
同
―
二
号

力

全
く
見
当
た
ら
な
い
。

(
1

)
 

『
慶
長
見
聞
集
』
に
よ
れ
ば
、

関

天

会

社

概

況

千
葉
銀
行
調
査
レ
ボ
ー
ト

同

同

伊
勢
化
学
工
業
（
株
）

し
た
が
っ
て
文

一
五
二
号

二
ハ
八
号

日
本
の
ョ
ウ
素
工
業
に
就
い
て

昭昭昭
五五四
四〇九
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第一章 産業の発展

九

十

九

里

浜

産

の

イ

ワ

シ

類

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
し、

゜

:、

図71 九十九里浜産のイワシ類

保育社版標準原色図鑑全集 4「魚」より

こ
の
よ
う
に
、
九
十
九
里
浜
で
も
、
紀
州
人
が
八
手
網
・
地
曳
網
を
携
え
て
来
る
以
前
は
、
極
め
て
幼
稚
な
小
網
で
漁
を
し

こ
こ
で
、
九
十
九
里
浜
産
の
イ
ワ
シ
類
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
九
十
九
里
浜
で
漁
獲
さ
れ
る
イ
ワ
シ
類

は
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
・
マ
イ
ワ
シ
・
サ
ッ
バ
・
ウ
ル
イ
メ
ワ
シ
で
あ
る
（
図
7
1
参
照
）
。

〇
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
（
ニ
シ
ン
目
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
科
）
頭
に
比
し
て
体
が
長
く
、
や
や
扁
乎

え
ん
り
ん

で
口
が
大
き
い
。
う
ろ
こ
は
円
鱗
で
は
が
れ
や
す

い
。
い
つ
も
群
を
な
し
て
外
海
に
す
み
、
プ
ラ
ソ

ク
ト
ソ
を
主
食
と
す
る
。
満
一
年
で
成
熟
す
る
。

全
長
一
五
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
、
樺
太

か
ら
南
日

本

•
朝
鮮

・

ア
フ
リ
カ
に
分
布
し
、
本
州
の
太
平

洋
岸
に
と
く
に
多
い
。

九
十
九
里
浜
の
俗
称
（
以
下
同
じ
）
セ
グ
ロ
、

背
の
体
色
が
青
黒
い
と
こ
ろ
か
ら
呼
ば
れ
る
。
幼

魚
を
シ
ャ
ミ
、
成
魚
で
と
く
に
大
き
い
も
の
を
ゴ

ボ
ウ
七
グ
ロ
（
ゴ
ボ
セ
グ
ロ
）

と
い
う
。
体
が
長

い
と
こ
ろ
か
ら
古
く
は
コ
シ
ナ
ガ
と
も
呼
ば
れ

こ
。

キー
〇

マ

イ
ワ
シ
（
ニ
シ
ン

目、

イ
ワ
シ
科
）

体
は

や
や
扁
平
、
外
洋
性
の
魚
で
、
海
洋
の
上
層
・
中
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第一〇節 鰯漁業の変遷

層
を
群
を
な
し
て
泳
ぎ
、
産
卵
期
以
外
は
内
湾
に
入
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
幼
魚
は
初
め
浅
い
海
底
に
す
み
‘
―
―

-I
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
に
な
っ
て
外
洋
に
移
動
す
る
。
生
後
二
年
で
‘

―
ニ
ー
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
て
成
熟
す
る
。
全
長
二
五
七
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

南
樺
太
・
沿
海
州
か
ら
南
日
本

•
朝
鮮
・
東
ツ
ナ
海
に
分
布
す
る
。
一
般
に
イ
ワ
シ
と
い
え
ば
マ
イ
ワ
ツ
の
こ
と
で
あ
る
。

こ

ば

俗
称
チ
ュ
ウ
バ
イ
ワ
シ
、
幼
魚
を
小
羽
、
中
型
の
も
の
を
中
羽
、
大
型
を
大
羽
と
い
い
、
と
く
に
大
き
く
体
側
の
青
黒
斑
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
も
の
を
、
ナ
ナ
ツ
ボ
シ
と
も
い
う
。

り
よ
う
り
ん

〇
サ
ッ
パ
（
ニ
シ
ン
目
イ
ワ
シ
科
）
体
は
細
長
く
扁
平
で
、
腹
縁
は
鋭
く
、
稜
鱗
は
強
く
て
か
た
い
。
う
ろ
こ
は
大
き
く
て
体
に
よ

＜
密
着
し
て

い
る
。
沿
岸
や
内
湾
に
す
み
、
か
な
り
た
く
さ
ん
群
を
な
す
。
プ
ラ
ソ
ク
ト
ソ
を
主
食
に
す
る
。
全
長
二
〇
七
ソ
チ
メ
ー
ト

ル
、
北
海
道
か
ら
朝
鮮

・フ

ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
マ
レ

ー
に
分
布
す
る
。

俗
称
サ
ッ
パ
。

〇

ウ

ル

メ

イ
ワ
シ
（
ニ
シ
ン
目
ウ

ル
メ
イ
ワ
シ
科
）
体
は
円
筒
状
で
腹
縁
は
丸
く
て
稜
鱗
は
な
い
。
熱
帯
性
の
も
の
で
黒
潮
流
域
に

多
く
、
南
日
本
で
は
多
い
が
北
日
本
で

は
少
な
い
。
外
洋
性
の
魚
で
い
つ
も
大
群
を
つ
く
り
、
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
主
食
と
す
る
。

全
長
―
―

-0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
北
海
道
か
ら
朝
鮮
・
ア
フ
リ
カ

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ハ
ワ
イ

・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
分
布
。

俗

称

ウ

ル
メ
。

た
ん
ば
く
げ
ん

わ
が
国
は
四
囲
を
海
洋
が
め
ぐ
り
、
水
産
物
は
貴
重
な
蛋
白
源
と
し
て
、
国
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
イ
ワ
ジ
は
過
去
か
ら
現
在
ま
で
わ
が
国
最
大
の
漁
獲
物
で
あ
っ
た
。

薗
良
信
夫
の
『
古
代
の
漁
猟
』
に
よ
れ
ば
、
「
貝
塚
か
ら
も
マ
イ
ワ
シ

、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
骨
が
発
見
さ
れ
、
石
器
時
代

か
ら
イ
ワ
シ
類
が
漁
獲
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

わ
が
九
十
九
里
浜
で
も
相
当
古

か
の
紫
式
部
が
イ
ワ
シ
を
賞
味
し
た
と
い
う
話
も
有
名
だ
が
、
平
安
時
代
に
は
既
に
海
産
魚
類
と
し
て
、

イ
カ
・
タ
コ
な
ど
と
と
も
に
、
イ
ワ
シ
・
サ
バ
が
重
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

く
か
ら
イ
ワ
シ
が
漁
獲
さ
れ
び
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

江
戸
期
以
前

の

鰯

漁

業

タ
イ

・
カ

ツ
ォ

・
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第一章 産業の発展

ヽ
rへ（

＾ 

剌
網
で
は
な
い
か
と
思
う
。

て
い
る
。

き
な
い

室
町
時
代
末
期
に
な
る
と

、

畿
内
で
は
既
に
地
曳
網
・
八
手
網

•

ま
か
せ
網
の
や
や
規
模
の
大
き
な

、

例
え
ば
十
数
人
の
漁

し
か
し
、
イ
ワ
シ
は
下
魚
と
さ
れ
、
短
時
間
に
鮮
度
が
落
ち
る
の
で
江
戸
時
代
前
の
九
十
九
里
浜
で
は
、
沿
海
村
々
と
た
か

だ
か
そ
の
周
辺
集
落
の
需
要
を
満
た
す
だ
け
の
鮮
魚

・
塩
干
魚
の
量
を
と
れ
ば
事
が
足
り
て
お
り
、

し
て
利
用
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

,.._ _,-
‘'、、/ i 

/ヽ――•
r 

―＝←―-一
. ----=-

-＿差二
---~~-_ ＿ - -

~t - -
ー← ＿ 

図72 イワシ剌網

イ
ワ
シ
を
干
鰯

・
/
粕
と

イ
ワ
シ
を
大
最
に
魚
獲
す
る
漁
法
も
必
要
は
な
か
っ
た
。

当
時
の
九
十
九
里
浜
の
イ
ワ
シ
漁
法
を
推
定
す
る
に
は
、

ま
ず
イ
ワ
シ
は
釣
る
に

は
困
難
な
魚
な
の
で
も
っ
ば
ら
網
で
漁
獲

吉
井
幸
夫
の
『
九
十
九
里
浜
の
地
曳
網
漁
業
』
に
、
江
戸
時
代
の
イ
ワ
シ
漁
網
を
あ
げ
て
、
地

し

そ

う

ぼ

9
9
け

あ

ぐ

り

曳
網

・

船
曳
網

・

八
手
網

・

四
艘
張
網

・

ニ
艘
張
網

．

棒
受
網

•

ま
か
せ
網

・

揚
繰
網

・

六
人

こ

じ

た

は

つ

さ

（

お

お

し

き

網

・
小
舌
網

・
八
作
網

・
イ
ワ
シ
剌
網

・
イ
ワ
シ
台
網

・
大
敷
網
が
用
い
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る

し
、
清
光
照
夫
も
そ
の
著
『
漁
業
の
歴
史
』
に
「
徳
川
初
期
の
関
東
漁
業
は
主
と
し
て
沿
岸
を
漁

場
と
す
る
小
規
模
の
曳
網
、
刺
網
、
釣
、
猪
（
も
り
)
程
度
の
磯
漁
業
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
」
と
し

こ
れ
ら
の
網
の
う
ち
、
江
戸
時
代
以
前
九
十
九
里
浜
で
多
く
用

い
ら
れ
た
イ
ワ
シ
網
は
イ
ワ
シ

刺
網
は
、
図
72
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
魚
類
の
回
遊
路
に
網
を
張
っ
て
待
っ
と
、
魚
は
網
に
当

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

紀
州
人
に
は
、
さ
ぞ
ノ
ン
ビ
リ
に
み
え
た
の
だ
ろ
う
。

夫
の
共
同
作
業
を
必
要
と
す
る
イ
ワ
シ
漁
業
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
。

讐
'
,
[
＇
.

＇ 
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第一〇節 鰯漁業の変遷

た
っ

て
網
目
に
頭
を
剌
す
。
網
を
舟
に
引
き
上
け
て
、
網
か
ら
魚
を
は
ず
し
て
獲
る
漁
法
で
あ
る
。

こ
の
漁
法
は
、
船
も
網
も
比
較
的
小
型
で
よ
く
、
資
本
も
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
。
二
、
三
人
か
ら
数
人
の
漁
夫
で
操
業

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
網
に
刺
し
、
あ
る
い
は
、

っ
た
で
あ
ろ
う
。

か
ら
め
て
漁
獲
す
る
方
法
な
の
で
イ
ワ
シ
ば
か
り
で
な
く
種
々
の
魚
が
か
か

や
ひ
つ
だ
い

一
六
九
五
年
（
元
禄
八
）
刊
の
野
必
大
著
『
本
朝
食
鑑
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
食
用
魚
介
藻
類
の
う
ち
、
九
十
九
里
浜
で
現
在

「
竣
い
し
も
ち
（
小
な
も
の
味
よ
し
）
、
蝠
な
よ
し
（
ぼ
ら
腹
太
鮮
に
作
る
に
味
も
っ
と
も
よ
く
、
謄
も
美
な
り
、
腸
中
の
白
子
は

煮
物
、
塩
に
よ
し
、
製
品
に
ぼ
ら
の
塩
引
あ
り
）
、
鑢
（
す
ず
き
卵
は
か
ら
す
み
に
よ
し
）
、
鯖
（
さ
ば
生
用
は
佳
な
ら
ず
、
刺
鯖
に

あ

ぷ

り

も

の

あ

ま

じ

お

か

す

づ

け

作
る
べ
し
）
、
鰯
（
い
わ
し
謄
炎
物
、
煮
物
に
よ
し
、
甘
塩
糟
漬
、
塩
麹
潰
、
黒
漬
に
作
る
、
古
よ
り
民
間
の
食
と
す
）
、
小
鰯
（
ひ

し
こ
茄
子
、
生
番
椒
、
蒜
な
と
用
い
て
漬
物
に
し
て
よ
し
）
、
う
る
め
鰯
、
鯛
（
こ
の
し
ろ
炎
物
に
よ
し
、
鮮
な
る
は
鮮
に
作
る
、

小
な
る
は
江
戸
に
て
は
小
鰭
と
い
う
）
、
師
（
か
ま
す
た
だ
炎
物
に
よ
し
）
、
細
魚
（
さ
よ
り
謄
に
作
っ
て
最
も
佳
な
り
）
、
鰺
・
蟹

つ
め
し
ろ

（
擁
剣
が
ざ
み
1
1
わ
た
り
が
に
は
煮
た
る
後
、
白
肉
を
採
り
て
酷
に
和
し
て
食
す
、
海
辺
の
爪
白
の
類
も
野
人
乾
し
、
或
は
塩
蔵
し
て
店

に
売
る
）
、
鰻
（
生
、
煮
、
蒸
、
乾
、
醤
と
も
に
よ
く
、
ま
た
糟
漬
を
最
も
賞
美
す
）
、
蛤
（
炎
物
を
最
上
と
し
、
煮
物
こ
れ
に
次
き
生
食

ま
た
佳
な
り
）

な
ど
あ
り
、

し
よ
く
ぜ
ん

お
そ
ら
く
江
戸
期
以
前
に
も
こ
の
程
度
の
魚
介
類
が
食
膳
を
に
ぎ
わ
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

註(
1
)
-
0
巻
•

1
0
冊
。
仮
名
草
子
。
三
浦
浄
心
（
茂
信
）
作
。
作
者
は
小
田
原
北
条
の
旧
臣
。
後
、
江
戸
に
出
て
商
人
と
な
り
、
近
世

初
期
の
新
興
都
市
江
戸
で
見
聞
し
た
こ
と
を
比
喩
を
交
え
て
記
し
た
も
の
。
す
べ
て
―
―
―

10項
目
余
。
前
代
の
説
話
集
に
な
ら
っ
て
各

項
目
の
冒
頭
語
は
、
「
見
し
は
今
」
「
聞
し
は
今
」
な
ど
で
始
ま
る
。
こ
の
時
期
の
貴
重
な
風
俗
資
料
。

と
れ
て
い
る
魚
介
類
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、

（

田

村

敬

）
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第一章 産業の発展

諸
国
に
渡
っ

て
い
っ
た
。

で
述
べ
た
よ
う
に
畿
内
で
は
漁
業
の
発
達
が
促
さ
れ
、

室
町
期
末

に
は
や
や
大
規
模
な
漁
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

荒
居
英
次
は
、
『
近
世
の
漁
村
』
の
な
か
で
、
綿
作
の
発
展
が
漁
民
の
他
国
進
出
の
要
因
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に

み

か

わ

お

う

み

い

せ

お

わ

り

げ

ん

な

よ
れ
ば
、
綿
作
は
初
め
三
河

・
近
江

・
伊
勢

・
尾
張
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
近
世
初
期
に
急
速
に
普
及
し
た
も
の
で
、
元
和

か
ら
寛
永
ま
で
(
-
六
一
五
ー
一
六
四
一
一
一年
）
の
問
に
、
畿
内
で
は
摂
津

・
河
内
・

和
泉

・
大
和
の

四
か
国
が
と
く
に
面
積
の
増
加

が
著
し
く
、
本
田
畑
の
五

0
バ
ー
セ
ン
ト
が
綿
作
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
綿
作
一
反
に
つ
い
て
一
石
前
後
の
干
鰯
を
必

要
と
し
、
こ
の
四
か
国
だ
け
で
も
約
ニ
ニ
万
五

0
0
0石
の
干
鰯
を
必
要
と
し
た
と
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に、

漁
場
の
荒
廃
に
よ
る
魚
類
の
供
給
不
足
と
、

膨
大
な
干
鰯
需
要
に
当
面
し
て
漁
民
は
新
し
い
漁
場
を
求
め
て

り
、
濫
獲
の
た
め
周
辺
漁
場
は
次
第
に
荒
廃
し
て
い
っ
た
。

畿
内
漁
民
の

出

稼

ぎ そ
の

.

9

,

1

,

．

，

｀
i

J

J

9

"

1

1

,

1

,

＇，
_
1
1
1
1
,
1
,
＇
L

ー＇

疸
良
信
夫
著

参
考
文
献

江
戸
期
の
鰯
漁
業

地
曳
網
の
発
祥

江
戸
と
い
う
大
都
市
が
形
成
さ
れ
る
以
前
、

わ
が
国
で
最
も
人
口
が
集
中
し
て
い
た
地
域
は
、
京
都
・
大

坂
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、
こ
の
大
消
費
地
で
は
当
然
魚
介
類
の
需
要
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
前
項

第
二
項

銚
子
市
史

古
代
の
漁
猟

吉
井
幸
夫
著
九
十
九
里
浜
の
地
曳
網
漁
業

消

光

照

夫

著

漁

業

の

歴

史

至

文

堂

昭

四
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第一〇節 鰯漁業の変遷

こ
れ
を
み
る
と
、
紀
州
に
出
稼
ぎ
村
の
多
い
こ
と
が
目
に
つ
く
。

紀
伊
国
（
和
歌
山
県
）

は
、
「
木
の
国
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
山
地
が
多
く
、
山
が
海
に
迫
っ
て
耕
地
が
少
な
い
。
現
在
、

和
歌
山
県
の
耕
地
面
積
は
、
全
面
積
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
出
稼
ぎ
漁
民
が
最
も
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
有
田
郡
で

こ
の
た
め
、
農
耕
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
当
然
古
く
か
ら
生
活
手
段
と
し
て
漁
業
が
不

畿
内
の
漁
民
の
出
稼
ぎ
先
を
『
尼
崎
市
史
』
そ
の
他
の
文
献
で
総
合
す
る
と
、
第
一
期
は
、
若
狭

・
丹
後

・
伊
勢

・
志
摩

可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
漁
業
を
発
達
さ
せ
た
原
因
で
も
あ
っ
た
。

は
わ
ず
か
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
73
参
照
）
。

播

摂津
..I ＇ 

西宮
o 尼崎 ， 

叫
(r 

..-::i 河

堺＼．． 

大津：
1 内

和泉 l..
＼ 

亨乱ば ）戸●●
尾箔．．～••/••r:_,.,

、-加太・J
..、・-

紀

伊

南切目

田辺

図73 他国出稼村

荒居英次「近世の漁村」より

印

南

切

目

田

辺

小

浦

唐

子

阿

尾

御

坊

岡
田

5

か

だ

紀

伊

加

太
す

は

ら

栖
原

湯

浅

広

和

田

大

浦

塩

津

下
津

尾
崎

和

泉

堺

大

津

佐

野

嘉

祥

寺

摂

津

西

宮

尼

崎

大

坂

々
と
し
て
、

佃：

こ
の
時
期
、
出
稼
ぎ
漁
民
の
多
い
村
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第一章 産業の発展

0 

. 0 

9・グ ］y \...-.J '4• 一
す

,
1
,
＇

.

，

ー

図74 畿内漁民出稼地

関

東

へ

の

紀
州
漁
民
の
渡
来

一
八
八
三
年
面
明
治
一
六
）
刊
の
『
房
総

関
東
へ
の
紀
州
漁
民
の
渡
来
に
つ
い
て

川
家
康
が
関
東
に
入
国
す
る
と
、
全
国
的
に
一
時
安
定
の
時
期
と

と
く
に
、

一
五
九

0
年
（
天
正
一
八
）

小
田
原
城
が
陥
落
し
、
徳

＇＼

J

¥

1

9
ー

ー

'

」

I

1
ー

1
¥
1
1
,
¥
r
I
.
,
＇．
1

1

1

,

_

に
、
次
に
、

さ

つ

ま

薩
摩
へ
、

ぶ

ん

ご

ひ

ゆ

う

が

伊
予

・
土
佐
か
ら
豊
後
水
道
を
渡
っ
て
、
日
向
か
ら

な

が

と

っ

し

ま

他
の
一
派
は
長
門
を
経
て
、
肥
前
・
対
馬
へ
と
西
日
本

ず

第
三
期
は
、
伊
勢
湾
を
渡
っ
て
三
河
か
ら
伊
豆
へ

、
さ
ら
に
相

ひ

た

ち

模
か
ら
安
房
・
上
総
・
下
総
を
経
由
し
て
常
陸
に
至
る
時
期
で
あ

る
（
図
74
参
照
）
。

な
り
、
諸
国
往
来
も
容
易
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

水
産
図
誌
』
に
、

「
九
十
九
里
浦
地
曳
網
猟
の
起
原
は
、
土
人
伝
う
る
処
及
び
そ
の
旧
記

に
由
れ
ば
、
今
を
距
る
こ
と
三
百
六
拾
有
余
年
前
、
後
奈
良
帝
の
弘

治
元
乙
卯
年
(
-
五
五
五
）
紀
州
の
人
西
宮
久
助
な
る
者
、
難
風
の

そ
り
が
ね
む
ら

為
め
九
十
九
里
南
白
亀
浦
に
標
着
し
、
同
処
剃
金
咄
長
島
某
の
家
に

寄
寓
、
そ
の
本
国
な
る
熊
野
浦
に
使
用
す
る
と
こ
ろ
の
網
筈
に
倣
ひ

て
曳
網
を
製
す
。
こ
れ
九
十
九
里
地
曳
網
の
創
始
に
し
て
、
こ
れ
よ

一
帯
に
わ
た
っ
て

い
る
。

,
1
¥
,
9
1
L
,
＇

U
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第一〇節 鰯漁業の変遷

写6 関東鰤網由来記（船橋市図書館蔵）

ひ
ろ
ま
っ
た
と
い
う
。

い
わ
し

り
先
饂
猟
に
用
い
る
小
網
あ
り
と
い
え
と
も
、
地
曳
網
の
ご
と
き
巨
大
な
る
も
の
無
か
り
し
と
い
ふ
。

え

う

ら

と
あ
り
、
江
戸
後
期
の
も
の
と

み
ら
れ
る
『
江
浦
干
鰯
問
屋
仲
買
根
元
記
』
に
も
、

「
関
東
に
お
け
る
鰯
漁
の
義
は
、
往
古
弘
治
年
中
の
こ
ろ
、
紀
州
の
漁
師
西
之
宮
久
助
と
申
す
も
の
難
風
に
て
吹
き
流
さ
れ
、
九
十
九
里
浦

ヘ
漂
着
仕
り
同
所
剃
金
村
に
お
い
て
い
さ
さ
か
な
る
小
地
曳
仕
り
鰯
漁
始
め
候
由
、
そ
の
後
文
禄
年
中
(
-
五
九
ニ
ー
一
五
九
五
）
に
は

同
所
浦
々
右
小
地
曳
網
に
て
漁
業
仕
り
候
由
、
承
り
及
び
候

と
あ
っ
て
、
地
曳
網
は
西
宮
久
助
に
よ

っ
て

一
五
五
五
年
（
弘
治
元
）
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
文
禄
年
間
に
は
小
地
曳
が
浦
々
に

『
慶
長
見
聞
集
』
に
も
あ
る
と
お
り
、
関
東

一
七
七
一
年
（
明
和
八
）
一
一
月
の
『
関
東
鰯
網
由

来
記
』
（
船
橋
市
図
書
館
郷
土
資
料
室
蔵
）
に
、

「
そ
も
そ
も
、
関
東
鰯
網
の
最
初
を
尋
ぬ
る
に
、

そ
の
昔
元
和
年
中
(
-
六
一
五
ー
一
六
ニ
―
―
一
年
）

お
お
う
ら

と
か
や
、
紀
州
加
太
浦
の
漁
人
大
甫
七
十
郎
と

が
遅
れ
て
関
東
に
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

八
手
網
の
場
合
は
、
地
曳
網
よ
り
多
少
時
期

う。 々
と
畿
内
漁
民
は
関
東
に
出
か
け
た
の
で
あ
ろ

漁
場
の
漁
族
の
豊
富
さ
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
続 L.. 
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第一章 産業の発展

シ
漁
と
し
て
は
八
手
網
よ
り
優
れ
て

い
る
と

い
え
よ
う
。

る
た
め
、
船
の
大
き
さ
に
制
限
さ
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

い
ふ
人
、
薩
摩
国
す
う
き
（
指
宿
か
）
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
漁
業
し
て
旅
住
ひ
せ
し
に
い
さ
さ
か
の
事
あ
り
、
関
東
へ
赴
き
よ
き
漁
場
を
求

め
ん
と
て
豆
州
手
石
浦
（
現
、
南
伊
豆
町
）
と
い
ふ
所
に
て
は
じ
め
て
網
を
卸
ろ
し
、
そ
れ
よ
り
浦
伝
ひ
に
巡
り
け
る
に
、
こ
こ
ぞ
宜
敷

と
思
ふ
所
も
な
か
り
け
れ
ば
、
上
総
国
に
渡
り
住
ま
ひ
け
る
に
川
津
領

（現
、
勝
浦
市
）
に
矢
野
浦
と
い
ふ
所
よ
き
漁
場
な
れ
ば
、
こ
の

所
を
居
浦
と
定
め
し
と
か
や
、
そ
の
翌
年
紀
州
湯
浅
浦
の
漁
人
貝
か
ら
助
右
衛
門
と
い
ふ
人
同
国
栖
原
浦
お
ん
ぽ
う
四
平
次
と
い
ふ
人
、

両
人
は
大
甫
の
通
路
に
よ
り
て
同
じ
く
上
総
国
に
下
り
、
助
右
衛
門
は
岩
和
田
（
現
、
御
宿
町
）
に
住
居
し
、
四
平
次
は
岩
船
（
現
、
大

や

さ

し

ど

原
町
）
と
矢
指
戸
の
間
に
、
底
目
と
い
ふ
所
に
漁
職
し
け
る
と
か
や
、
こ
の
両
人
片
濱
鰯
網
の
最
初
八
手
網
の
始
め
な
り
、
そ
れ
よ
り
し

て
紀
州
、
泉
州
の
漁
人
下
り
て
浦
々
に
居
住
し
、
漁
業
す
る
と
こ
ろ
の
八
手
網
職
元
禄
年
中
（
一
六
八
八
ー
一
七

01＝
一
年
）
の
こ
ろ
ま
で

は
漁
船
に
て
紀
州
へ
上
下
を
せ
し
か
と
も
、
小
船
に
て
遠
路
渡
海
は
危
け
れ
ば
、
元
禄
の
こ
ろ
よ
り
い
つ
と
な
く
居
浦
に
漁
船
囲
ひ
置

き
、
陸
路
の
往
来
と
な
り
に
け
る

と
あ
り
、
前
掲
の
『
江
浦
干
鰯
問
屋
仲
買
根
元
記
』
に
は
、
大
甫
七
十
郎
に
つ
い
て
、

し
ゅ
っ
た
い

「
一
、
安
房
、
上
総
、
下
総
に
て
鰯
漁
八
手
網
出
来
の
御
根
元
の
俵
は
、
元
和
二
年
(
-
六
一
六
）
紀
州
加
田
浦
の
漁
師
大
甫
七
重
郎
浦
賀

よ
り
上
総
へ
渡
海
し
、
同
国
川
津
村
、
矢
之
浦
村
に
て
二
艘
張
り
と
申
す
八
手
網
相
始
め
候
処
、
漁
事
沢
山
に
つ
き
、
翌
年
に
湯
浅
貝
か

ら
助
右
衛
門
、
栖
原
村
貫
治
四
平
治
両
人
を
連
れ
下
り
、
助
右
衛
門
は
岩
和
田
、
四
乎
治
は
船
客
に
て
漁
業
始
め
候
、
す
な
は
ち
片
浜
浦

も

二

艘

張

り

八

手

網

鰯

漁

業

の

最

初

関

東

に

て

干

鰯

出

来

候

根

元

に

ご

ざ

候

」

地
曳
網
と
八
手
網
と
を
比
較
す
る
と
、

八
手
網
は
沖
取
り
で
網
を
掲
げ
て
魚
を
船
に
積
み
あ
げ
、
帰
港
し
て
磯
に
運
び
あ
げ

こ
れ
に
対
し
て

地
曳
網
は
浜
取
り
の
網
で
あ
る
か
ら
、
大
漁
で
も
網
か
ら
直
接
浜
に
魚
を
運
ぶ

こ
と
が
で
き
る

の
で
、

'
9
,
1
.
 

イ
ワ

253 

ー

＼

9

．1

•• 



第一〇節 鰯漁業の変遷

記
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
紀
州
漁
民
が
続
々
と
渡
来
し
て
く
る
が
、
『
銚
子
市
史
』
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
交
通
至
便
で
好
漁
場
を
控
え

た
と
こ
ろ
は
、
先
発
の
紀
州
漁
民
が
占
拠
し
て
い
る
の
で
、
後
続
の
者
は
さ
ら
に
そ
の
先
へ
足
を
伸
ば
し
て
根
拠
地
を
探
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
同
書
』
は
、
「
思
う
に
銚
子
は
紀
州
人
最
後
の
植
民
地
と
見
る
べ
ぎ
だ
ろ
う
。
」
と

常 陸

武

蔵

大船津

下

総

相 模

----—へ田＼

図75

奈良房;〗,:岡：泉田田：：i·
栖原・湯浅

塩津

関東における畿内漁民の主要出漁先

荒居英次 「近世の漁村」資料に補足

深
い
。

浜
地
帯
に
渡
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

大
甫
七
十
郎
の
場
合
、
薩
摩
へ
出
稼

関
東
に
下
っ
て
く
る
。
そ
し
て
漁
を
し

を
定
め
る
ま
で
の
経
緯
を
示
し
て
興
味

漁
民
が
関
東
に
来
て
、
自
己
の
根
拠
地

見
つ
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
紀
州

に
上
総
川
津
領
矢
之
浦
村
に
根
拠
地
を

な
が
ら
浦
々
を
回
り
移
動
し
て
、
最
後

ぎ
を
し
て
い
た
が
、
好
漁
場
を
求
め
て

着
し
、
そ
の
後
沖
取
り
の
八
手
網
が
岩

し
た
地
曳
網
を
も
っ
て
砂
浜
地
帯
に
先

紀
州
漁
民
は
、

ま
ず
大
量
漁
獲
に
適
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第一章 産業の発展

手船

図76

ま
た
、

一
五
石
か
ら―

10
石
積
の
船
で
、
時
に

は
干
鰯
の
輸
送
に
も
使
用

ぎ
揚
げ
器
）
で
網
を
巻
き
取
っ
た
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
ろ
う。

片手地曳網

い
る。

積
む
ほ
か
、
出
漁
先
で
し
ば
し
ば
干
鰯
の
運
送
船
に
転
用
さ
れ
た
と
述
べ
て

地
曳
網
は
、
九
十
九
里
浜
の
剃
金
で
初
め
て
行
わ
れ
、
文
禄
年
中
に
は
浦
々
で
小
地
曳
の
漁
業
が
ひ
ろ
ま
っ
た
と
、
前
掲
文

書
が
記
し
て
い
る
の
で
、
紀
州
漁
民
が
九
十
九
里
浦

一
帯
に
出
稼
ぎ
に
来
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

間
で
あ
っ
た
。
本
町
の
浦
に
も
、
こ
の
こ
ろ
紀
州
漁
民
が
や
っ
て
来
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
地
曳
網
を
も
つ
紀
州
漁
民

さ
ら
に
二

0
年
ぐ
ら
い
遅
れ
て
、

こ
れ
ら
の
紀
州
漁
民
は
、

八
手
網
が
東
上
総
夷
隅
郡
か
ら
安
房
に
か
け
て
渡
来
し
た
。

イ
ワ
シ
を
漁
獲
し
て
干
鰯
を
生
産
し
た
の
で
あ
る
（
図
75
参
照
）
。

二 ／

た
か
だ
か
四

0
年
く
ら
い
の

手
網
は
漁
船
二
艘
に
よ
る
敷
網
で
、
漁
夫
は
一
―

10人
程
度
、
地
曳
網
は
漁
夫

一
六
人
程
度
で
操
業
で
ぎ
る
も
の
で
、
漁
船
は
か
な
り
大
き
く
一
五
石
か
ら

―
1
0石
積
ぐ
ら
い
の
船
が
用
い
ら
れ
、
関
東
出
漁
の
時
は
、

漁
夫
や
荷
物
を

地
曳
網
の
漁
夫
数
か
ら
考
え
る
と
、
図

76
に
示
し
た
よ
う
に
片
手
ま
わ
しひ

き

（図
の
右
か
ら
網

・
網
・
袋
・

網
・
網
の
順
に
張
り
網
を
す
る
）
の
地
曳
網
で
、
曳

か
ぐ
ら
さ
ん

子
は
漁
場
の
村
々
か
ら
臨
時
に
雇
い
入
れ
た
か
、
図
の
よ
う
に
神
楽
桟
（
巻

紀
州
人
が
出
稼
き
に
使
用
し
た
漁
船
な
ど
に
つ
い

て
、
荒
居
英
次
は
、

は
、
銚
子
を
越
し
て
鹿
島
浦
に
漁
場
を
求
め
て
い
っ
た
。

,'
,•I,.I 

r
_
L
'
1
9ー
｀

l
ー

し

1,＼
卜

1

1＼
ー

、

直

9
ー

1

¥

，
し

U

ヽ
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第一〇節 鰯漁業の変遷

後
に
も
ふ
れ
る
が
、

れ
ん
ぱ
ん

村
惣
舟
持
蓮
判
の
覚
』
（写
7
)
と
い
う
貴
重
な
文
書
か
作
田
家
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
地
曳
網
所
有
者
の
名
簿
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
、

0

0

0

 

0
 

「一

、
こ
の
度
御
舟
改
の
衆
、
御
公
儀
様
よ
り
御
廻
村
遊
は
さ
れ
候
に
つ
き
、
我
ら
五
大
力
舟
当
夏
中
よ
り
出
来
仕
り
候
に
つ
き
、
御
極
印

な
ら
び
に
舟
御
年
貢
御
役
金
仰
せ
付
け
ら
る
べ
き
由
仰
せ
ら
れ
候
問
：
・
・・・後略：
・
…

」

ま
た
、
飯
高
家
文
魯
の
宝
暦
年
間
の
『
漁
猟
運
上
帳
』
に
も
、

と
あ
っ
て
、
地
曳
網
の
漁
船
を
「
五
大
力
」
と
呼
ん
で
い
る
。

い
か
り

し
ば
し
は
「
定
五
大
力
碇
代
」
の
語
が
み
え
る
。
こ
の
定
五

一
六
九
七
年
（
元
禄

一
0
)
霜
月
一

0
日
の
『
佐
久
田

さ
れ
た
船
は
、
ど
の
よ
う
な
型
式
の
船
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

写7 惣舟持蓮判之覚 （作田家文書）

古川（幸）撮影

写8 五大力船の模型 いわし博物館蔵 古川（幸）撮影
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第一章 産業の発展

大
力
と
は
、
浦
賀
の
干
鰯
問
屋
の
干
鰯
・
/
粕
積
み
送
り
船
を
指
し
て
お
り
、

五
大
力
型
の
船
と
は
、
船
長
に
比
し
て
船
幅
が

影
く
、
紬
（
み
よ
し
1
1

へ
さ
き
）
も
厚
く
幅
広
く
短
い
輸
送
用
の
船
で
あ
る
。
後
年
、
大
地
曳
網
が
完
成
し
、
波
切
り
の
性
能
の

よ
い
九
十
九
里
型
の
漁
船
が
完
成
す
る
ま
で
、
紀
州
漁
民
が
使
用
し
て
い
た
五
大
力
船
を
模
し
て
建
造
し
、
地
曳
網
漁
船
と
し

し
げ
た

五
大
力
船
の
大
ぎ
さ
だ
が
、
千
葉
県
史
料
の
重
田
信
太
郎
家
文
書
に
『
五
大
力
船
新
造
に
つ
い
て
船
大
工
伝
―
―
一
郎
の
願
書
』

敷
と
は
、
木
造
和
船
で
竜
骨
の
役
目
を
す
る
厚
板
で
、
敷
の
長
さ
が
約
―

―
•

五
メ
ー
ト
ル
あ
れ
ば
、
こ
の
船
の
全
長
は

一

紀
州
漁
民
の
船
を
旅
船
、
網
株
を
下
り
網
と
房
総
の
人
々
は
呼
ん
で
い
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
干
鰯
生
産
ば
か
り
で
な
く
、
食
用
の
鮮
魚
供
給
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

と
く
に
、
摂
州
西
成
郡
佃
村
、
大
和
田
村
の
漁
民
は
、
徳
川
家
康
が
浜
松
に
い
た
こ

ろ
か
ら
関
係
が
あ
り
、

お
さ

か
な

（
天
正
一
八
）
家
康
が
江
戸
に
入
る
と
と
も
に
江
戸
に
来
て
御
肴
御
用
を
つ
と
め
た
と
い
う
。

一
五
九

0
年

そ
れ
ま
で
一
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
江
戸
は
、
そ
の
後
二

0
年
を
経
過
し
た
ニ
ハ
〇
九
年
（
慶
長
一

四
）
に
、

上
総
に
漂
着
し

た
前
ル
ソ
ン
長
官
ド
ン

・
ロ
ド
リ
ゴ
の
『
見
聞
記
』
で
は
、
人
口
約
一
五
万
に
膨
れ
上
が

っ
て
お
り
、
更
に
七
、

下旅

り船

網．

八
メ
ー
ト
ル
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
一
、
五
大
力
船
一
艘

但
し
敷
巾

敷
長
さ

深
さ

が
あ
る
。

て
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
尺
五
寸

三
丈
八
尺

三
尺
六
寸

八

0
年
後
は し—
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第一〇節 鰯悪業の変遷

こ
。

キ
ー て

、
千
葉
県
内
で
は
館
山
・
奈
良
輪
が
著
名
で
あ
る
。

家
の
命
を
う
け
て
江
戸
へ
移
住
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

1
0
0
万
都
市
に
成
長
す
る
。

一
七
世
紀
に
二

0
万
、

か
ら
、
江
戸
の
膨
張
、
人
口
の
急
増
が
い
か
に
激
し
い
も
の
で
あ
る
か
想
像
で
き
よ
う
。
江
戸
は
一
八
世
紀
初
頭
に
は
世
界
最

大
の
都
市
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
六

0
五
年
（
慶
長
一

0)
を
過
ぎ
て
、
徳
川
家
御
用
の
魚
の
需
要
が
増
加
し
、
前
述
の
佃
・
大
和
田
村
の
漁
民
た
ち
が
徳
川

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
食
用
魚
漁
獲
の
た
め
の
紀
州
漁
民
の
出
稼
ぎ
も
増
え
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
人
の
出
稼
ぎ
先
と
し

紀
州
の
旅
船
は
、
「
元
禄
年
中
の
こ
ろ
ま
で
漁
船
に
て
紀
州
へ
上
下
…
…
後
略
：
・
・
:
」
（
『
関
東
鰯
網
由
来
記
』
）
と
あ
る
よ
う
に
、

漁
期
の
始
め
、
漁
具

・
漁
網
の
ほ
か
、
寝
具

・
炊
事
道
具
・
食
器
類

・
衣
類
な
ど
身
の
回
り
品
を
積
ん
で
紀
州
の
浦
を
船
出
す

る
。
二

0
石
程
度
の
船
だ
か
ら
、
沖
合
に
出
て
、
そ
の
ま
ま
房
総
へ
直
行
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

し

け

か

ぜ

浦
伝
い
に
航
行
し
て
、
時
に
は
時
化
待
ち
ゃ
順
風
待
ち
で
滞
留
す
る
場
合
も
あ
り
、
相
当
な
時
日
を
要
し
て
目
的
地
に
着
い

し

お

の

み

さ

き

う

か

い

な

だ

す

る

ま
ず
、
潮
岬
の
突
端
を
迂
回
し
て
志
摩
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
伊
勢
濡
を
横
断
し
て
三
河
へ
、
更
に
遠
州
灘
を
東
行
し
、
駿

い

ろ

う

河
湾
を
こ
え
て
西
伊
豆
に
至
る
。
石
廊
崎
を
回
っ
て
相
模
に
入
り
、
浦
賀
か
ら
房
総
に
渡
っ
て
外
房
を
経
て
九
十
九
里
に
到
着

す
る
の
で
あ
る
。

九
十
九
里
浜
で
は
、
浦
付
村
の
役
人
に
申
し
出
て
浦
借
を
す
る
。
浦
借
証
文
の
例
（
こ
れ
は
紀
州
漁
民
の
も
の
で
は
な
い
が
）
を

当
時
、
世
界
に
お
け
る
大
都
市
ロ
ン
ド
ン

・
パ
リ
で
さ
え
、

8
 

5
 

一
八
世
紀
で
五

0
万
と
い
わ
れ
て
い
る

2



第一章

式
田
家
文
書

の
も
つ
意
味

「

御

免

状

之

一
、
御
公
儀
様
仰
せ
出
さ
れ
の
条
相
守
る
べ
き
こ
と

産業の発展

挙
げ
よ
う
。

事

わ
が
ま
ま

「
…
…
前
略
：
…
・
当
浦
か
り
網
仕
り
候
う
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
我
儘
申
す
ま
じ
く
候
、
粟
生
村
勝
手
次
第
我
ら
ど
も
あ
み
を
は
な
し
浦
御
立

う

ら

だ

て

も

ち

ろ

ん

（
浦
立
1
1
浦
借
を
さ
せ
ず
追
い
立
て
る
こ
と
）
な
ら
れ
候
と
も
少
し
も
違
論
申
す
ま
じ
く
候
、
勿
論
我
儘
仕
り
候
は
ば
い
つ
な
り
と
も
浦

お
立
て
な
さ
る
べ
く
候
、
そ
の
節
違
背
申
さ
ず
一
言
の
恨
申
さ
ず
罷
り
立
ち
申
す
べ
く
候
、
後
日
の
た
め
連
判
手
形
よ
っ
て
件
の
ご
と
し

元
禄
四
未
（
一
六
九
一
）
八
月
日

大
沼
村
あ
み
持
共

（
飯
高
家
文
書
）
」

「
元
和
の
こ
ろ
(
-
六
一
五
ー
一
六
二
三
）
よ
り
関
東
漁
職
発
向
（
出
か
け
る
こ
と
）
に
て
村
は
人
少
に
な
り
：
・
・
：
中
略
：
…
・
元
禄
年
中
（

一

い
う
ら

六
八
八
ー
一
七

0
三
）
ま
で
は
漁
船
に
て
御
国
元
へ

上
り
下
り
せ
し
か
ど
も
小
船
に
て
危
う
け
れ
ば
、
居
浦
に
船
を
囲
ひ
、
い
つ
と
な
く

陸
地
を
往
来
し
て
、
元
文
の
こ
ろ
（
一
七
―
―
―
六
ー

一
七
四

0
)
の
こ
ろ
ま
で
大
漁
あ
り
て
繁
昌
な
り
し
が
、
そ
の
後
不
漁
う
ち
続
き
て
終

に
は
退
転
に
及
び
―
―
―
十
余
帖
も
あ
り
し
網
今
一
帖
な
ら
で
は
な
き
よ
し
、
繁
昌
の
こ
ろ
は
屋
敷
の
あ
た
ひ
一
坪
銀
一
枚
ぐ
ら
い
に
て
相
対

せ
し
こ
と
も
あ
り
た
る
よ
し
：
●
●
：
後
略
…
…

浦
借
を
す
れ
ば
、
指
定
の
場
所
に
船
を
引
き
揚
げ
た
り
、
漁
具
・
漁
網
を
格
納
す
る
小
屋
を
建
て
、
漁
獲
し
た
イ
ワ
シ
を
砂

浜
に
乾
す
こ
と
か
で
き
る
が
、
浦
付
村
に
対
し
て
納
め
金
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
に
な
っ
て
屋
敷
地
を
買
い
入
れ
、
住

居
を
持
つ
者
も
出
始
め
る
。
村
と
の
約
束
に
反
す
れ
ば
浦
立
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

お
ん
じ
ゆ
く

夷
隅
郡
御
宿

町
の
式
田
家
に
当
時
の
模
様
を
推
察
で
き
る
貴
重
な
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
紀
州
加
太
の
資
料
『
み
よ
は
な
し
餘
談
』
に
は
、

粟
生
村
利
兵
衛
殿

,
＇
、
し

J
_
1ー
＼

＼
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第一〇節 鰯漁業の変遷

房

州

六

浦

嶋

仁

右

衛

門

同

七

浦

尾

嶋

清

九

郎

上

総

片

貝

遣

水

六

之

助

同

外

海

浦

後

上

千

之

助

同

奥

津

舷

渡

文

八

同

冨

津

尾

張

清

重

L— 

寛
永
九
子
（
一
六
三
二
）
の
水
無
月
不
作
成
に
よ
り

し
も
つ
け
の
か
み

青
山
下
野
守
様
御
免
下
し
置
か
れ

一
、
房
総
合
せ
て
千
三
百
四
拾
張
の
鰯
網
職
へ
金
拾
四
万
八
千
両
也
拝
借
置
れ
る
も
の
な
り

一
、
関
東
に
て
御
高
入
の
浦
な
り
と
も
心
に
任
せ
働
く
べ
き
様
御
免
下
し
置
れ
る
も
の
な
り

一
、
諸
浦
に
て
相
働
ぎ
候
節
横
合
の
者
こ
れ
あ
り
候
は
ば
早
と
御
勘
定
ま
で
訴
へ
出
で
べ
き
こ
と

一
、
魚
漁
に
て
い
か
様
の
儀
出
来
候
と
も
家
業
は
一

刻
も
止
め
ま
じ
き
こ
と

一
、
年
と
不
漁
に
て
鰯
網
職
な
り
難
き
者
こ
れ
あ
り
候
は
ゞ
組
合
に
て
両
度
ま
で
は
世
話
い
た
し
遣
わ
す
べ
き
こ
と

た
ん

し

一
、
浦
と
に
て
心
得
違
の
族
こ
れ
あ
り
候
は
ゞ
相
手
に
貪
思
い
た
さ
ず
そ
の
村
の
庄
屋
へ
右
の
条
読
み
聞
か
せ
訴
え
出
で
る
こ
と
、
等
閑

に
差
し
置
き
後
日
相
知
れ
候
は
4

曲
事
と
な
す
べ
き
も
の
な
り

青

山

下

野

守

森

織

部

正

右
の
条
し
相
守
る
べ
き
も
の
な
り

こ
の
文
書
は
、
従
来
、
幕
府
が
鰯
網
職
を
保
護
助
成
し
た
資
料
と
し
て
、

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
（
昭
和

五

0
年
刊
の
『
本
町
町
誌
総
説
編
』
に
も
同
様
の
見
解
を
採
っ
て
い
る
）
、
文
面
を
熟
読
す
れ
は
む
し
ろ
鰯
網
職
の
営
業
を
公
許
す
る

「
免
状
」
で
、
こ
れ
と
引
き
換
え
に
房
総
の
鰯
網
職

ニ
ニ

四

0
張
か
ら

一
四
万
八

0
0
0両
を
上
納
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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第一章 産業の発展

えの わす えおいた いし

じ わお
わちら
ふのは

なまだらみせねご せ ま

地

名

紀
州
と
房
総

fl 

”
 

有

田

郡

”
 

日

高

郡

II 
II 

” 
已々

む

ろ

西
牟
襄
郡

II 

州

賀

茂

郡

下

田

市

須

” ” 賀
茂

郡

”
 

れ
る
。

（
鴨
川
周
辺
）
、

原

白

浜

村

南
上
村
市
之
瀕

田

子

村

伊

豆

//安山安

房武房

郡郡郡

野和 片 江

貝

島田町見

須

崎町原町

Il

勝

山

町

田
子

夷

隅

郡

浪

花

村

岩

船

安

房

郡

白

浜

町

房

総

一
六
一
一
八
年

1
一
六
四
三
年
（
寛
永
五
ー
同

一
10
)
老
中
職
に
あ
り
、

二
ハ

三
一
一年
（
寛
永
九
）
に
は
房
総
の
地
に
一
―
―
―四

0
張

の

鰯

網

職

が

あ

り

、
文
中

「
組
合
」
と
あ
る
よ
う
に
、
房
州
六
浦

お
き
っ

七
浦
（
千
倉
・
白
浜
方
面
）
、
上
総
片
貝
、
同
外
海
浦
（
大
原
・
小
浜
・
御
宿
・
岩
和
田
）
、
同
勝
浦
、
同
奥
津
・
同
富

上
総
片
貝
の
遣
水
六
之
助
は
旅
網
の
よ
う
で
、
九
十
九
里
浜

の
う
ち
上
総
栗
山
川
ま
で
を
統
括
し
て
い
た
ら
し
い
。

下
総
・
銚
子
の
地
名
が
み
え
な
い
の
で
、

白

浜

町

市

ノ

瀬

村

和
深
村

田
子

粟
栖
川
村
石
船

川
悟
村
大

瀕

古

江

見

田
栖
川
村
栖
原

和

田

村

名

田

村

野

島

衣

奈

村

ま
た
大
多
喜
藩
主
と
し

そ
れ
ら
に
紀
州
漁
民
が
渡
来
す
る
の
は
こ
の
後
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

紀
州
と
房
総
と
の
つ
な
が
り
を
地
名
で
調
べ
る
と
、
紀
州
・
伊
豆
・
房
総
に
同
地
名
の
地
が
数
多
く
み
ら

津
の
七
フ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
い
た
。

南
崎
村
大
瀬

松
崎
町

江
奈

て
房
総
面
浜
の
事
情

に
詳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

青
山
下
野
守
は
幸
成
と
称
し
、

し
，
ヽ
ー
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第一〇節 鰯漁業の変遷

マ
ン
（
運
）
、
ミ
ッ
ト
モ
ナ
イ
（
み
ぐ
る
し
い
）
、
ミ
ン
ナ
（
見
る
な
）
、

（
ろ
く
に
・
な
）

テ
ル
（
捨
て
る
）
、

い
に
）
、
ド
ズ
ク
（
叩
く
）
、

な）、

セ
ワ
シ
ナ
イ
（
忙
し
い
）
、

コ
ー
イ
（
猥
い
）
、

く）、

、o
し

フ
ル
ッ
キ
（
風
呂
敷
）
、

ド
ク
（
退
く
）
、

コ
ナ
ス
（
け
な
す
）
、

ア
イ
サ
（
間
、
あ
い
だ
）
、

工
ベ
ス
（
蛭
子
、
え
び
す
）
、

る
い
）
、
グ
ズ
ル
盆
難
題
を
も
ち
か
け
る
）
、

J

の
表
は
、

あ

じ

ろ

If

か
つ
う
ら
東
牟
婁
郡

か

も
め

ら

田

辺

市

目

メ
ン
ド
（
面
倒
）
、

ヘ
タ
ク
ソ
（
下
手
）
、
ポ
ク
ト

Q
坪）、

タ
マ
（
網
）
、

一
ン
ギ
ョ
（
人
形
）
、
ネ
ッ
イ
（
し
ぶ
と
い
）
、

サ
カ
ッ
チ
ョ
（
さ
か
さ
ま
）
、

ア
ー
カ
イ
（
赤
い
）
、

ア
サ
ッ
パ
ラ
（
朝
）
、

オ
モ
タ
イ
（
重
い
）
、

ク
セ
モ
ン
（
曲
者
）
、

タ
ン
ゴ
（
肥
桶
）
、

由

良

町

網

代

伊

東

市

勝

浦

町

下

田

市

良

賀

茂

郡

網

ョ
ジ
メ
ル
（
か
た
づ
け
る
）
、

マ
ド
ロ
コ
イ
（
ま
だ
る
い
）
、

ハ
ガ
イ
（
は
が
ゆ
い
）
、

チ
ョ
コ
ッ
ト
（
少
し
）
、
デ
カ
イ
（
大
き
い
）
、
テ
ー
ネ
ン
（
て
い
ね

サ
キ
ッ
チ
ョ
（
先
）
、

一
九
五

0
年
（
昭
和
二
五
）
当
時
の
資
料
に
よ
り
作
成
し
た
の
で
、
市
町
村
に
異
同
が
多
い
と
思
う
。

な
お
、
木
島
里
八
（
九
十
九
里
町
誌
編
集
委
員
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
紀
州
湯
浅
の
方
言
中
、
本
町
の
方
言
と
同
系

・
同
意
語

の
も
の
と
し
て
、
次
の
方
言
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
と
ば
の
上
で
の
紀
州
漁
民
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深

ア
デ
（
何
故
、
な
ぜ
）
、

キ
シ
ナ
（
来
る
つ
い
で
に
）
、

ク
ラ
ワ
ス
（
な
ぐ
る
）
、

代

夷

隅

郡

賀

茂

安

房

郡

―
―
―
浜
町
妻
良

II

（

田

村

敬

）

マ
ー
ル
イ
（
丸
い
）
、

ハ
ン
コ
（
判
）
、

ア
ン
ナ
ソ
（
あ
ん
な
に
l

、

キ
モ
ン
（
着
物
）
、
グ
ア
イ
ワ
ル
イ
（
気
分
が
わ

ケ
ッ
タ
ク
ソ
ワ
ル
イ
（
意
に
そ
わ
な
い
）
、

ス
モ
ト
リ
（
相
撲
取
）
、

勝

浦

町

豊

田

村

加

茂

富

崎

町

布

良

イ
ゴ
ク
（
動

ス
ン
ナ
（
す
る

ロ
ク
ス
ッ
ポ フ
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第一章 産業の発展

に
よ
れ
ば
、
「
九
十
九
里
ケ
濱
饂
地
曳
網
漁
業
ノ
沿
革
」
と
し
て

そ
の

近
世
の
漁
村

尼
崎
市
史
第
二
巻

房
総
水
産
図
誌

船
橋
市
立
図
書
館
江
浦
干
鰯
問
屋
仲
買
根
元
記

三

浦

浄

心

慶

長

見

聞

集

船
橋
市
立
図
書
館
関
東
鰯
網
由
来
記

銚
子
市
史

旅
網
の
衰
微

参
考
文
献

荒

居

英

次

作
田
家
文
書
佐
久
田
村
惣
舟
持
連
判
の
覚

飯
裔
家
文
書
漁
猟
連
上
帳

千
葉
県
史
料
近
世
篇
上
総
国
下
重
田
信
太
郎
家
文
書

飯
高
家
文
書
浦
借
証
文

式
田
家
文
書
御
免
状
之
事

湯
浅
町
誌
編
纂
委
員
会
湯
浅
町
誌

祭
漁
洞
文
庫
所
蔵
の
『
九
十
九
里
ヶ
濱
大
地
曳
網
調
査
』
は
、
鳴
浜
村
橋
本
松
太
郎
の
講
述
を
記
録
し
た

も
の
で
、
別
掲
の
片
貝
村
松
井
源
七
の
『
揚
繰
網
調
査
』
と
好

一
対
を
な
す
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

「
應
氷
年
間
（
―
-
―
-
九
四
ー

一
四
二
七
）
紀
州
片
浦
ノ
人
長
郷
五
左
衛
門
ナ
ル
者
初
メ
テ
九
十
九
里
ヶ
濱
二
至
リ
湾
形
潮
流
等
ノ
状
況
ヲ
見

テ
饂
群
ノ
来
滸
多
大
ナ
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
今
ノ
山
武
郡
白
里
村
二
於
テ
片
手
廻
ノ
地
曳
網
ヲ
創
作
シ
初
メ
テ
饂
漁
二
使
用
七
リ
、
然
レ
共
当

時
使
用
ッ
タ
ル
物
ハ
甚
夕
小
規
模
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
現
今
用
ヒ
ラ
ル
、
磯
曳
網
二
類
シ
タ
ル
構
造
ニ
ッ
テ
全
長
五
十
尋
（
七
五
メ
ー
ト
ル
）

ノ
網
地

ノ
中
央
二
袋
ヲ
附
シ
、
一
艘
ノ
小
船
ヲ
用
ヒ
テ
曳
キ
廻
シ
、

袋
ノ
部
ヲ
最
モ
沖
ニ
ア

ル
ガ
如
ク
ジ
テ
曳
上
ヶ
シ
也
。
当
時
ハ
未
夕

さ

で

曳
網
ヲ
附
ヶ
ザ
リ
ッ

也
。
此
ノ
網
ノ
使
用
セ
ラ
レ
サ

リ
シ

以
前
ニ

テ
ハ
磯
近
ク
寄
セ
来
タ
リ

タ
ル
饂
群
ハ

今
ノ
叉
手
網
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
用

す
く

ヒ
テ
抄
ヒ
上
ゲ
ラ

レ
タ
ル

也。

と
記
し
て
い
る
。
「
応
永
年
問
」
「
未
夕
曳
網
ヲ
附
ヶ
ザ
リ
シ
」
の
点
は
、

肥
取
地
曳
・
地
網
の
台
頭

吉
川
弘
文
館

昭
四
五

昭四一――

明
一
六

ひ
と
ま
ず
お
く
と
し

て
も
、
通
説
に
な
い
「
片
浦
ノ

昭
四

昭
三
六
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第一〇節 鰯漁業の変遷

一
死
人

古
川
力
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

べ
て
い
る
。

人
長
郷
五
左
衛
門
」
に
は
興
味
を
ひ
か
れ
る
し
、
「
片
手
廻
ノ
地
曳
網
」
は
私
見
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
紀
州
漁
民
は

一
七
世
紀
末
（
元
禄
年
間
）
ま
で
、
九
十
九
里
浦
と
紀
州
と
の
問
を
往
来
し
て
い
た
が
、
そ
の

う
ち
浦
借
り
し
た
所
を
「
居
浦
と
し
て
船
を
囲
う
よ
う
に
な
り
、
人
は
陸
路
で
往
復
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
加
太
の
資
料

（
『
み
よ
は
な
し
餘
録
』
）
は
記
し
て
お
り
、

ま
た
、
一
そ
の
後
不
漁
が
続
い
て
三
十
余
帖
も
あ
っ
た
網
が
皆
無
に
な
っ
た
」
と
も
述

し
か
し
、
こ
の
旅
網
に
最
も
打
撃
を
与
え
た
も
の
は
元
禄
の
大
津
浪
で
あ
っ
た
。

一
七

0
三
年
写
元
禄
ニ
ハ
）
旧
暦
一

一
月
二
二

日
深
夜
に
関
東
一
円
が
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
続

い
て
起
こ

っ
た
大
津
浪
は
、
「
汀
線
（
県
道

一
宮
飯
岡
線
）
よ
り
一
三
五
〇
メ
ー

ト
ル
（
直
距
離
に
し
て
）
入
っ
た
海
抜
三
メ
ー
ト

ル
の
準
県
道
ま
で
達
し
た
」
と
あ
り
、
そ
う
な
る
と
現
在
の
九
十
九
里
町
の
半
ば
以
上
の
地
域
が
こ
の
津
浪
に
洗
わ
れ
、
浜
納

屋
な
ど
は
ひ
と
の
み
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ら

く

し

ど

う

古
記
録
『
楽
只
堂
年
録
』
（
東
京
大
学
地
箆
研
究
所
編
『
日
本
地
震
史
料
第
二
巻
』
所
載
）
の
元
禄
ニ
ハ
年
―
一
月
二
三
日
の
条
の

う
ち
、
本
町
関
係
を
抜
書
き
す
る
と
、

損
馬
―
-
＿
疋

ぬ
い
の
す
け

「
片
貝
村
（
本
間
縫
殿
助
分
か
）

一
流
家
八
拾
八
軒
死
人
男
女
八
拾
壱
人

一
田
畑
潮
入
荒

ぷ
ぜ
ん

山
辺
郡
片
貝
村
之
内
（
松
平
豊
前
守
領
分
）

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 

流
家
八
軒
浜
納
屋
流
五
軒

男
拾
人

女
九
人

拾
九
人

山
辺
郡
東
士
川
領
（
保
田
越
前
守
「
南
」
組
与
力
給
知
）
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第一章 産業の発展

い
る
。

一
損
馬
三
疋

こ
の
記
録
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、

一
死
人

※
傍
点
筆
者

野
銭
場
1
1
浜
芝
地
は
こ
と
こ
と
く
砂
地
と
な
り
、
浜
納
屋
は
流
失
し
、
漁
船
は
破
損
す
る

と
い
う
甚
大
な
被
害
で
あ
る
。

な

が

ら

む

し

や

か

げ

ゆ

ま
た
こ
の
時
、
長
柄
郡
中
里
村
で
八
人
、
武
射
郡
本
須
賀
村
の
内
、
中
山
勘
解
由
知
行
所
で
四
人
の
旅
猟
師
の
死
を
記
し
て

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
地
網
の
被
害
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
紀
州
の
出
稼
ぎ
漁
民
は
浦
借
り
に
よ
っ
て
建
て

た
浜
納
屋
が
漁
具
も
ろ
と
も
押
し
流
さ
れ
、
漁
船
・
漁
網
は
破
損
、
流
失
し
、
そ
の
う
え
命
さ
え
落
と
す
者
も
数
多
く
、
全
く

一
新
田
家
四
拾
軒
流
失

0

0

0

0

0

0

0

0

 

一
納
屋
四
拾
七
軒
流
失

百

五

人

臼

胃

パ

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0

0

0

 

猟
船
四
拾
艘
津
浪
二
而
破
船

不

動

堂

村

貝

塚

村

西

之

村

藤

野

下

村

0

0

 

0
 
0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

一
野
銭
場
――
―
拾
四
町
壱
反
余
波
打
上
ヶ
砂
地

二
成

一
新
田
家
二
拾
六
軒
津
浪
二
而
流
失

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 

一
納
屋
四
拾
壱
軒
右
同
断

一
死
人
百
拾
壱
人
内
繹
式
厨
這
い

0

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

一
猟
船
三
拾
四
艘
津
浪
二
而
破
船

山
辺
郡
（
林
土
佐
守
「
北
」
与
力
給
知
）

粟

生

村

宿

村

細

屋

敷

村

薄

嶋

村

北

片

貝

村

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

一
野
銭
場
弐
拾
九
町
九
畝
七
歩
波
打
上
ヶ
砂
地
二
成
ル

宿
村

小
関
村

は
つ
かー

寸オ

＼
 

ノ
ー
，

た
な
か
あ
ら
お
い

田
中
荒
生
村

ー

I

I

`

'

お
お
え
の
き

大
榎
村

L— 
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第一〇節 鰯漁業の変遷

だ
ろ
う
か
。

に
農
問
渡
世
と
し
て
地
曳
網
の
経
営
を
望
む
も
の
が
現
れ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
旅
網
が
全
盛
の
こ
ろ
は
、

大
打
撃
を
被
っ
た
の
で
あ
る
。

荒
居
英
次
も
『
近
世
の
漁
村
』
で
「
房
州
高
崎
浦
で
は
一
浦
で
死
者
三
五
名
を
出
し
、
泉
州
岡
田
浦
の
出
稼
人
は
上
総
だ
け

で
も
一
―
名
死
ん
で
い
る
」
と
述
べ

、
こ

の
た
め
、
「
家
職
の
道
具
御
座
な
く
破
れ
船
網
を
取
合
せ
五
七
人
づ
4

組
合
猟
職
仕

り
候
得
共
不
道
具
ニ
テ
猟
事
御
座
な
く
其
上
飯
米
二
迷
惑
」
と
い
う
古
文
書
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
紀
州
出
稼
ぎ
漁
民
の
大
方
は
土
着
す
る
か
、
他
職
に
転
ず
る
ほ
か
な
く
、
旅
網
は
滅
亡
し
、
地
網
が
こ
れ
に
と

っ

て
代
わ
る
の
で
あ
る
。

地
網
の
成
立

村
々
と
相
対
で
浦
借
り
を
し
、
地
曳
網
に
よ
っ
て
大
量
に
イ

ワ
シ
を
漁
獲
し
て
は
干
鰯
を
生
産
し

て
、
こ

れ
を
東
浦
賀
の
問
屋
に
運
び
、
大
枚
の
金
子
を
手
に
入
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
こ
の
土
地
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
は
驚
ぎ
で
あ
り
、
羨
望
の
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
い
っ
し
か
財
力
の
あ
る
者
の
間

漁
船

・
漁
具
・

漁
網
な
ど
は
、
紀
州
漁
民
か
ら
譲
り
受
け
た
り
、
そ
の
援
助
を
受
け
て
製
作
し
た
り
し
た
と
考
え
ら
れ
、
漁

法
や
千
鰯

・
メ
粕
の
製
造

・
販
売
の
仕
法
も
紀
州
漁
民
の
指
導
に
よ
っ
て
習
得
し
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
漁
船
な
ど
の
譲
渡
や
技
術
の
供
与
に
よ
っ

て
生
ず
る
地
網
と
の
競
合
よ
り
も
、
浦
借
り
を
円
滑
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
方

お
う
せ
い

が
よ
り
大
で
、
干
鰯
需
要
は
旺
盛
な
状
況
に
あ
り
、
技
術
が
幼
稚
な
地
網
の
進
出
を
脅
威
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

と
は
い
う
も
の
の
、
地
曳
網
一
乗
分
を
整
え
る
に
は
相
当
の
資
金
を
必
要
と
す
る
。
『
九
十
九
里
藷
地
曳
網
漁
業
』
に
お
い

一
坪
銀
一
枚
と
い
う
高
い
代
価
を
払
っ
た
例
の
あ
る
よ
う
に
、
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、0
＼
 

--】

覚

右
三
太
夫
舟
中
間
分

以
上
人
数
八
人

元
禄
拾
年

惣
舟
持
連
判
之
覚

丑
ノ
霜
月
十
日

仁

右

衛

門

⑲

―
―
―
太
夫

勘

右

衛

門

半

右

衛

門

次
郎
右
衛
門

藤

右

衛

門

左
次
右
衛
門

介

右

衛

門

助

右

衛

門

佐
久
田
村

⑱ ⑱ ⑱ ⑱ ⑲ ⑱ ⑲ ⑱ 

て
山
口
和
雄
は
「
当
時
地
曳
網
壱
を
備
へ
る
に
千
両
余
を
要
し
た
の
で
之
を
千
両
株
と
言
っ
た
と
の
博
承
」
が
あ
っ
た
と
し
、

「
明
治
初
年
に
於
て
は
、
小
地
曳
で
二
千
六
百
円
、
中
地
曳
で
四
千
六
百
円
、
大
地
曳
で
六
千
円
近
く
が
必
要
で
あ
っ
た
。
網

主
は
更
に
右
の
外
水
主
前
貸
金
と
し
て
約
千
円
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
」
と
も
記
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
九
十
九
里
浦
で
の
地
曳
網
経
営
の
祖
形
は
、
共
同
で
出
資
し
、
共
同
で
経
営
す
る
仲
間
網
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
貢
租
対
策
と
し
て
自
家
用
肥
料
生
産
の
意
味
を
も
っ
「
肥
取
地
曳
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

典
型
的
な
例
が
、
作
田
家
文
書
『
惣
舟
持
蓮
判
之
覚
』
で
あ
る
。
本
町
漁
業
資
料
の
う
ち
屈
指
の
重
要
資
料
と
言
っ
て
も
よ

＇
ー
，

1
，
＇
：
●
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第一〇節

覚

f
八
人
壱
定

覚

源

右

衛

門

⑲

儀

右

衛

門

⑱

清

兵

衛

⑲

茂

兵

衛

⑱

吉
―
―
―
郎

⑱

源

兵

衛

⑱

甚

五

兵

衛

庄

兵

衛

甚
五
左
衛
門

四

郎

兵

衛

新

左

衛

門

弥

右

衛

門

弥
三
右
衛
門

甚

兵

衛

⑱ ⑱ ⑱ ＠ ⑲ ⑱ ⑱ ⑱ 

鰯漁業の変遷

f
六
人
壱
で
う
分

弥

左

衛

門

⑱

博

左

衛

門

⑱

瀬

兵

衛

⑱

縫

左

衛

門

⑱

左

五

兵

衛

⑲
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覚

f
七
人
壱
定

覚 覚

メ
八
人
壱
定
分

f
四
人
壱
定
分

伊

右

衛

門

⑲

新
五
左
衛
門
⑲

弥
―
―
―
兵
衛
⑱

権

左

衛

門

⑲

六

右

衛

門

次
郎
左
衛
門

八
右

衛

門

弥

兵

衛

善

兵

衛

仁

左

衛

門

久

左

衛

門

⑱ ⑱ ⑲ ⑱ ⑱ ⑱ ⑲ 

庄

左

衛

門

⑲

仁

兵

衛

⑱

重

郎

兵

衛

⑯

武

左

衛

門

R

吉

左

衛

門

⑲

長

兵

衛

⑱
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f
拾
壱
人
壱
定
分

覚

f
六
人
壱
定

覚

f
六
人
壱
定
分

宇

兵

衛

次

郎

兵

衛

利

右

衛

門

久

兵

衛

忠

左

衛

門

利

左

衛

門

源

五

兵

衛

長

兵

衛

宗
―
―
一
郎

介

左

衛

門

⑱ ⑲ ⑱ ⑬ ⑱ ⑱ ⑲ ⑱ ⑱ ⑲ 

又

兵

衛

＠

武

兵

衛

⑲

次

右

衛

門

⑱

四
郎
右
衛
門
⑲

清

左

衛

門

⑲

権

右

衛

門

⑱

吉

左

衛

門

⑱

長
―
―
一

郎

⑱
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覚

f
五
人
壱
定
分

f
七
人
壱
定
分 覚 覚

磁

左

衛

門

⑲

与

兵

衛

⑲

重
郎
右
衛

門

⑲

作

兵

衛

⑲

弥
次
右
衛

門

⑱

頼

右

衛

門

⑲

市
郎
左
衛
門

太
郎
左
衛
門

五
郎
左
衛
門

弥
五
左
衛
門

左

左

衛

門

久

右

衛

門

七
右

衛

門

⑱ ⑲ ⑱ ⑲ ⑲ ⑲ ⑲ 

金

右

衛

門

⑱

源

左

衛

門

⑲

半

右

衛

門

⑱

次
郎
左
衛
門
⑲

勘

左

衛

門

⑱

9
.
I
J
 

d
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覚

一
私
儀
ね
か
ひ
申
如
此
壱
定
分

證
文
印
申
候
為
後
日
如
件

f
九
人
壱
定
分

市
郎
右
衛
門

庄

兵

衛

四
郎
左
衛
門

新

右

衛

門

総

右

衛

門

太
郎
右
衛
門

長

兵

衛

⑱ ⑱ ⑱ ⑮ ⑱ ⑮ ⑱ 

庄

右

衛

門

⑱

f
六
人
壱
定

熊

之

助

⑱

左

右

衛

門

⑱

権

兵

衛

⑱

与
五
右
衛
門
⑲

弥

次

兵

衛

⑲

久

五

郎

⑲

鰯漁業の変遷

覚

庄

兵

衛

⑲

甚

右

衛

門

⑱

弥

三

兵

衛

⑮

、’
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f
八
人
壱
定
分

相
定
申
蓮
判
證
文
ノ
事

一
右
人
数
之
通
り
九
拾
九
人
也

此
度
御
舟
改
之
儀
付
舟
数
合
拾
四
定
吟
味
仕
御
公
儀
様
江
御
ひ
ろ
う
被
遊
候
上
ハ
組
網
舟
も
不
申
及
而
も
し
ん
た
い
や
口
上
奉
公
二
罷

出
候
共
右
持
来
り
し
舟
持
口
之
分
役
御
年
貢
右
之
舟
中
間
分
江
御
く
ら
う
懸
ケ
不
申
急
度
御
網
所
相
頼
可
申
候
若
口
之
仕
合
何
分
被
仰

付
候
共
少
も
御
非
分
と
不
奉
口
為
後
日
惣
村
中
舟
持
之
分
不
残
判
行
改
指
上
申
候
為
後
日
蓮
判
手
形
例
如
件

元
禄
十
年
丑
霜
月
十

13

三
太
夫
殿

一
此
度
御
舟
改
之
衆
御
公
儀
様
よ
り
御
問
被
遊
二
付
我
等
五
大
力
舟
当
夏
よ
り
出
来
仕
候

二
付
御
公
儀
様
よ
り
御
極
印
井
舟
御
年
貢
御
役

金
可
被
仰
付
由
被
仰
候
問
庄
左
衛
門
上
方
へ
罷
登
り
申
二
付
貴
殿
頼
入
御
役
人
様
へ
御
極
印
可
申
請
之
證
文
指
上
ヶ
申
上
ハ
少
も
違
乱

申
上
間
敷
候
殊
二
庄
左
衛
門
上
方
へ
参
り
候
間
貴
殿
之
御
判
行
庄
左
衛
門
判
二
頼
入
申
脇
よ
り
如
何
様
申
上
候
共
当
夏
中
よ
り
出
来
仕

判
替丑

ノ
霜
月
十
日
よ
り
拾
定
分

い
上

勘

郎

⑱

組
頭

長

左

衛

門

仁

右

衛

門

左

右

衛

門

伴

右

衛

門

市

左

衛

門

市
郎
左
衛
門

利

右

衛

門

庄

左

衛

門

金

左

衛

門

久

兵

衛

⑲ ⑮ ⑱ ⑱ ⑱ ⑱ ⑱ ⑲ ⑱ ⑱ 
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第一〇節

あ
る
。

は
四
人
か
ら
八
人
が

一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
作
田
村
の
九
九
人
と
い
う
網
持
の
数
は
当
時
の
高
百
姓
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加

雨
後
の
た
け
の
こ
の
よ
う
に
始
め
ら
れ
た
多
数
の
網
も
、

ら
脱
落
し
た
り
し
て
い
く
者
が
出
て
、
最
終
的
に
は
資
力
の
あ
る
網
持
が
個
人
経
営
の
形
態
で
残
っ
て
い
っ
た
。

本
町
に
お
い
て
、
地
網
が
い
つ
ご
ろ
発
生
し
た
か
。
資
料
も
乏
し
く
た
だ
ち
に
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
種
々
の
資
料

か
ら
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
ず
、
『
九
資
第
二
集
』
八
五
ペ
ー
ジ
所
載
の
、
飯
高
家
文
書
、
元
禄
五
申
年
（
一
六
九
二
）

八
月
と
元
禄
六
酉
年
(
-
六
九
一i

-

）
九
月
の
「
宗
旨
証
文
」
を
掲
げ
る
。
こ
の
文
書
も
本
町
漁
業
に
関
す
る
重
要
資
料
の
一
つ
で

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
大
沼
村
も
そ
の

よ
う
で
あ
る
。

表86 元禄10年作

田村舟持仲

間数

人 数 組数

4人組 1 

5人組 1 

6人組 4 

7人組 2 

8人組 4 

9人組 1 

11人組 1 

（田村作成）

計

鰯漁業の変遷

14 

五
大
力
舟
二
紛
無
御
座
候
間
持

t
判
行
仕
指
上
申
候
此
上
何
分
之
儀
御
座
候
共
罷
出
急
度
申
分
仕
少
も
御
難
儀
懸
ヶ
申
間
敷
為
後
日
證

文
俯
而
如
件

元
禄
十
年
丑
ノ
霜
月
十
日

佐
久
田
村

名
主
―
―
―
太
夫
殿

年

番

次

郎

兵

衛

殿

の
よ
う
に
な
る。

四
人
持
、
六
人
持
、
八
人
持
の
仲
間
網
の
例
が
あ
り
、
共
同
網
の
仲
間
数

元
禄
大
津
浪
の
打
撃
、
以
後
の
不
漁
期
に
つ
ぶ
れ
た
り
、
仲
間
か

『九
資
第
四
輯
』
六
一
ペ
ー
ジ
所
載
の
「
大
沼
村
網
持
浦
借
手
形
」
に

九
九
人
が
一

四
定

の
地
曳
網
を
持
っ
て
お
り
、

一
組
の
仲
間
数
は
表
86

伊
右
衛
門
事

親

八

郎

右

衛

門

請

人

伊

右

衛

門

⑲ ⑱ 

L— 
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第一章 産業の発展

切；i且
写9-2 就幾里丹御改ー札之事

飯高家文書古川（幸）撮影

写9-1 宗旨御改二付ー札之事

飯高家文書古川（幸）撮影

※
湯
浅
中
町
四
六
二
番
地
に
現
存
。
現
在
は
、
浄
土
真
宗
西

本
願
寺
派
の
寺
院
。
『
湯
浅
町
誌
』

き
り
し
た
ん
お
あ
ら
た
め
に
つ
い
て

就
幾
里
支
丹
御
改
一
札
之
事

一
此
四
郎
兵
衛
四
郎
左
衛
門
長
兵
衛
十
三
甚
兵
衛
徳
兵
衛
久

――
一
郎
喜
――
一
郎
右
八
人
代
と
浄
土
宗

二
而
嘗
寺
之
為
旦
那
事

偽
無
御
座
候
俯
為
後
日
寺
手
形
如
件

※
 

紀
祝
有
田
郡
湯
浅
村
深
泉
寺
内

利
生
軒

※
玉
光
山
深
専
寺
、
現
在
湯
浅
道
町
七
八
五
番
地
に
あ
り、

西
山
浄
土
宗
。
『
湯
浅
町

誌

』

」

元
禄
六
酉
九
月
日

御
奉
行
所

元
禄
五
年

申
八
月
日

上
総
国
粟
生
村

庄

屋

理

兵
衛
殿

紀
州
在
田
郡
湯
浅

※
真
楽
寺

判 判

「

宗

旨

御

改

二

付

一

札

之

事

一
紀
州
在
田
郡
湯
浅
太
次
兵
衛
偲
吉
甚
四
郎
八
左
衛
門
右
四

人
代
と
一

向
宗
二

而
則
嘗
寺
為
檀
那
事
偽
り
無
御
座
候
為

後
一
札
如
件

，
~
~
 

.
,
＇
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第一〇節 鰯漁業の変遷

表87 元禄15年 (1702)給知村々網持表

不動堂村図書源内覚兵衛四郎兵衛次右衛門

貝 塚 村弥 兵 衛 部庄右衛門源太夫源五左衛門

西 野 村清左衛門 庄 左 衛 門 新 五 兵 衛 藤 右 衛 門

藤之下村孫三郎孫右衛門八郎右衛門

田中荒生村長右衛門孫八

粟 尾 村 十郎 右衛門藤兵衛

大沼 村四郎右衛門

宿 村作左衛門次郎兵衛

小 関 村市之丞四郎右衛門

細屋敷村八郎兵衛数右術門

木寸 網

市右衛門

持

伝三郎

兵衛隼人

久兵衛

八郎右衛門

名

五兵衛

源左衛門

権三郎

ヽ
ノ
）
、
~
ヽ
ノ
）
）
）
）
）
、
ノ

6

4

4

3

2

5

1

3

6

2

 

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

 

（田村作表）

か
ら
、
こ
れ
に
前
掲
の
作
田
村
、
更
に
片
貝
村
・
真
亀
村
を
加
え
る
と
、

当
時
本
町
の
浦
に
は
恐
ら
く
七

0
乗
に
近
い
地
曳
網
が
ひ
し
め
い
て
い
た

き
で
、
大
沼
村
と
宿
村
は
粟
生
地
先
を
浦
借
り
し
て
渡
世
し
た
の
で
あ
る

-
）
に
北
給
知
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
で
な

末
尾
に
当
時
の
網
持
が
連
判
し
て
い
る
（
表
87
参
照
）
。

文
書
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
①
南
北
町
奉
行
与
力
給
知
で
は
、

一
六
九
一
年

こ
れ
は
紀
州
有
田
郡
の
湯
浅
村
か
ら
、
元
禄
年
間
に
合
わ
せ
て
―
二
人

の
漁
民
が
、
漁
業
技
術
者
と
し
て
粟
生
村
の
飯
高
家
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

ジ
に
、
元
禄
一
五
年
（
一
七

0
1―
)
八
月
「
奉
願

口
上
書
之
御
事
」
と
い
う

（
元
禄
四
）
か
ら
漁
獲
運
上
を
納
め
て
い
た
こ
と
、
②
近
所
浦
が
残
ら
ず
御

領

・
私
領
と
も
に
近
年
地
請
（
地
頭
ご
と
に
網
わ
け
を
す
る
）
に
な
っ
た
の

で
、
給
知
村
々
も
南

・
北
に
地
請
に
願
い
た
い
、
と
の
こ
と
が
記
さ
れ
、

こ
の
時
期
に
給
知
村
々
の
み
で
（
他
の
文
書
で
は
片
貝
村
の
一
部
が
一
六
九

八
年
（
元
禄
一

い
。
後
日
の
調
査
に
ま
ち
た
い
）
、
こ
れ
だ
け
網
数
が
あ
っ
た
こ
と
は
全
く
驚

更
に
地
方
資
料
を
細
か
く
点
検
す
る
と
、
『
九
資
第
四
輯
』
六

ニ
ペ
ー

形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

を
示
す
も
の
で
、
粟
生
村
で
は
仲
間
網
の
時
代
は
終
わ
っ
て
個
人
経
営
の
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---, 

恐
れ
な
が
ら
口
上
醤
を
も
つ
て
御
訴
訟
申
上
奉
り
候
こ
と

こ
と
に
な
り
、
地
方
の
漁
業
志
向
と
元
禄
の
豊
漁
期
の
盛
況
を
は
っ
き
り
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
橋
久
一
家
文
書
『
古
記
録
抜
書
』
に

「
宿
新
田
十
三
屋
敷
の
由
来
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
紀
州
漁
民
土
着
の
一
証
で
も
あ
る

「
宿
村
新
田
十
三
屋
敷
の
由
来

0

0

 

元
禄
一
一
一
庚
午
（
一
六
九

O
)
八
月
東
士
川
郷
宿
村
名
主
小
川
新
兵
衛
九
十
九
里
浜
に
於
て
地
曳
網
漁
業
を
開
始
、
そ
の
硼
国
元
紀
伊
国
有

0

0

0

な

や

田
郡
岩
瀬
村
よ
り
十
――
一
人
の
者
浜
田
治
兵
衛
先
頭
に
て
新
兵
衛
呼
寄
せ
、
各
自
に
屋
敷
を
取
ら
せ
、
粟
生
村
北
芝
に
魚
屋
を
設
け
大
い
に

漁
業
に
丹
精
せ
り
。
の
ち
十
三
人
に
各
自
持
ち
墓
地
を
と
ら
せ
、
東
士
川
村
新
田
北
、
中
、
南
の
―
―
一丁
場
に
別
け
た
り
。
新
兵
衛
始
め
十

三
人
と
も
国
元
に
て
武
家
の
落
藉
と
い
う
。

浜
田
治
兵
衛
、
鈴
木
一
＿
一
郎
兵
衛
、
入
江
長
兵
衛
、
吉
原
吉
左
衛
門
、

入
江
茂
兵
衛
、
松
井
宇
兵
衛
、
小
高
金
平
、
岩
佐
彦
右
衛
門
、

梶
伊
兵
衛
、
野
口
又
五
郎
、
梅
野
半
右
衛
門
、
栗
山
喜
平
次
、
飯

高

三

左

衛

門

」

二
ハ
九
一
年
（
元
禄
四
）
既
に
漁
獲
運
上
を
貢
納
し
て
い
た
事
実
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
以
前
の
単
に
小
物
成

の
一
部
で
あ
る
「
舟
役
」
と
し
て
貢
納
し
て
い
た
時
期
、
肥
取
地
曳
と
し
て
貢
納
を
ま
ぬ
か
れ
て
い
た
時
期
、
技
術
が
幼
稚
で

水
揚
げ
量
も
わ
ず
か
で
あ
っ
た
初
期
の
こ
ろ
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
と
、
本
町
に
お
い
て
最
初
の
地
網
が
登
場
し
た
の
は
、

寛
文
年
間
（
一
六
六
一
ー
一
六
七
二
年
）
の
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。

荒
居
英
次
も
「
寛
文
、
延
宝
期
に
は
地
元
民
の
鰯
地
引
網
漁
業
が
か
な
り
発
展
し
て
い
る
。
」
と
し
、
「
延
宝
三
年
（
一
六
七

五
）
に
は
九
十
九
里
南
部
一
帯
二
九
ケ
村
の
地
引
網
組
合
を
つ
く
っ
て
い
る
。
」
と
記
し
て

い
る
（
『
近
世
の
漁
村
』
）
。

貢
納
は
地
請
け
で
村
々
に
網
分
け
さ
れ
て
そ
の
地
頭
所
に
さ
れ
て
い
た
が
、
漁
場
は
入
会
で
あ
っ
た
。

鈴
木
九
一
家
文
書
に
も
、

前
述
の
よ
う
に
、

の
で
次
に
掲
げ
た
い
。

277 

、

I

J

‘

,

＇
9



第一〇節 鰯漁業の変遷

二
艘
立
て
の
大
地
曳
網

の

出

現

と

そ

の

改

良

こ。f
 

0

0

か
け
つ

一
当
浦
方
海
辺
通
り
地
曳
網
御
領
私
領
共
に
先
規
よ
り
相
互
い
に
入
相
鋏
着
け
次
第
に
引
き
来
り
申
し
候
所
に
御
領
分
田
中
荒
生
村
当
春

よ
り
新
義
を
求
め
我
と
舟
に
様
ミ
障
り
網
引
か
せ
申
さ
ず
候
て
迷
惑
仕
り
候
則
ち
度
し
和
談
申
し
か
け
候
え
ど
も
一
円
合
点
仕
ら
ず
候

そ
れ
に
つ
い
て
今
月
九
日
粟
生
村
重
郎
右
ヱ
門
所
に
て
分
一
勘
定
に
相
手
方
の
役
人
衆
在
り
合
わ
せ
候
我
ら
ど
も
数
度
そ
の
わ
け
申
候

え
ば
い
つ
れ
も
相
談
の
上
和
談
い
た
し
然
る
べ
き
様
に
申
候
処
に
新
生
村
長
右
ヱ
門
申
し
候
は
御
代
官
様
仰
せ
付
け
ら
れ
候
間
、
勝
手

に
も
ま
か
り
な
り
ま
じ
き
由
申
し
候
問
内
証
に
て
料
簡
な
り
か
た
＜
候
処
に
て
そ
の
通
に
て
指
置
き
申
し
候
漁
事
罷
り
な
ら
ず
迷
惑
に

仕
り
候
間
御
慈
悲
に
先
規
の
通
り
入
相
に
網
引
き
申
し
候
様
仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ
る
べ
く
候
わ
ば
有
難
く
存
じ
奉
り
候
お
尋
ね
の
上
委

細
口
上

に
て
申
し
上
ぐ
べ
く
候

元
禄
十
―
―
-
（
一
七

0
0
)

辰
ノ
十
二
月
日

外
岡
四
郎
右
衛
門
様

杉
原
六
郎
右
衛
門
様

翌
十
四
年
五
月
先
規
の
通
り
相
互
入
相
に
て
内
済

と
あ
り
、
飯
高
家
文
書

一
八

四

一
年

（天
保

―
二
）
―

0
月
『
地
引
網
持
議
定
取
極
蓮
印
帳
』
に
も
「
九
拾
九
里
浦
之
儀
は
往
古

よ
り
一
肱
入
會
渡
世
之
場
所
」
と
あ
り
、
地
網
が
成
立
し
て
か
ら
明
治
年
間
廃
絶
す
る
ま
で
入
会
で
早
い
も
の
勝
ち
で
あ
っ

あ
っ
た
が
、

本
稿
の
冒
頭
に
あ
げ
た
『
九
十
九
里
ケ
濱
大
地
曳
調
査
』
の
抜
き
書
き
に
あ
る
よ
う
に
、
初
期

は
極
め
て
簡
単
な
構
造
で
あ
り
、
曳
網
も
使
用
し
な
い
(
?
)
と
い
う
幼
稚
で
小
規
模
の
も
の
で

イ
ワ
シ
群
の
回
遊
が
沿
岸
を
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
曳
網
も
必
要
と
な
り
、
網

・
袋
も
次
第
に
大
型
に
な
っ
て
く
る
。

” 
片
貝
村

名
主

II 

九
左
衛
門

重
右
衛
門

八
左
衛
門

惣
百
姓

L_ 
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天 文 文 元享 宝 天延 墨 年

保 政化 文保 永 和宝 万［コ

西
j¥ ノ＼ノ＼ 七七 七 ノヘ9ヽ, ノヘI、, 

ノ．‘ 
- 0 

゜
八七

゜
八 四 ノ、9-ヽ ノヘ9ヽ, 五 暦

号片九 本由江

冑 十
-来浦

ル九 記干
大左里

遵地衛一

尉〗 ノ

旦工一大ヵ宮本
夫郷

ト村 稿元

房トー用間ノ沖 夕至漸年 査九
乃ス房‘モ方ノ ルリク月

明̂+九至Jレト麻ナハ方 網曳初磯ヲ
竺曳イ網ク藁麻 メヨ経 治里
十網ヒニ全網網 ヲテ リル

畠ニ ノ四十部ヲヲ 付藁遠ニ
房長房尋麻用使 ルニサ従 -大

サ ヲヲ網ヒ用 テカヒ
贋十ー以ヲタ 、ン

製シルニ群鰯六担テ使 リ磯 調

゜
契四サ網 末綱

契ッ間荒反三延宝 一言九
ト契六布 ノモ 二十
相二十数 方苧 リ手網ヨ天 -—九
成足尋六 ヘ麻 網リ和 八里
候シ薬反 用ヲ ハモ四ノ 七漁

網綱腹 ヒ用 築網右反比

>ト相卜 ルイ
二誓‘

唱止唱 藁 準 網
ヘメ ヘ 網 ジ弐布数
六網長 ノ‘ヽ 四拾

ル僅綱更 綱付ーテハシ延大ル源長柄 三房
ニカモニ ハ着間間四網宝地漁左

年塁止二麻網 築 シ-数五ハ天曳船衛郡
ル末苧筈 ヲタノニ反数布和網網ヲ門一 ＾ 明産

ノ使ノ 撚ル網十許 ヲ造三宮本 治図
方用丈 リモヘ五ノ三漸数

編製リ‘大力浦郷
一号比士じ

ノ ‘ 里旱 用ノ荒間モ反 ノ．‘ 
ミ畠ヲ イナ手網＾ノ若次 ス併卜 ヽ

用 伸 ルリ 五ニシ増 セ称片 八
フハベ 其ヲ尺、ンク加 テス岡 ノ＼

表

88

必
然
的
に
漁
船
も
積
載
最
が
よ
り
大
き
い
も
の
で
九
十
九
里
浦
の
磯
波
を
し
の
げ
て
、

九
十
九
里
浦
大
地
曳
の
出
現
と
改
良

田
村
編
集

し
か
も
船
の
揚
げ
下
ろ
し
が
容
易
な

279 



第一〇節 鰯漁業の変遷

参
考
文
献

橋
本
松
太
郎
講
述

あ
る
。

（

田

村

敬

）

五
大
力
船
と
い
う
も
と
も
と
運
搬
、
航
海
用
で
船
体
も
重
く
、
漁
業
に
は
不
適
当
な
船
型
で
は
対
処
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

ま
た
、
漁
業
技
術
の
進
歩
や
、

イ
ワ
シ
の
生
態
の
観
察
が
進
み
、
片
手
回
し
の
場
合
、

ほ
と
ん
ど
が
「
お
す
な
張
り
」
（
現

象
を
見
な
い
で
勘
で
張
網
す
る
こ
と
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
色
•
あ
わ
・
ざ
な
き
・
鳥
付
．
鯨
な
ど
で
イ
ワ
シ
群
を
発
見
し
て
張

り
網
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
機
動
性
が
必
要
と
な
り
、
片
網
ず
つ
二
艘
に
分
け
て
積
ん
で
出
漁
し
、
沿
岸
を
回

表
88
は
、
各
文
書
、
文
献
に
み
ら
れ
る
大
地
曳
の
出
現
と
漁
網
、
漁
具
の
改
良
の
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

『
房
総
水
産
図
誌
』
の
記
事
は
、
『
九
十
九
里
漁
場
沿
革
及
附
言
』
と
内
容
が
同
一
で
、
『
図
誌
』
は
小
関
漁
業
会
所
の
記
述

を
転
載
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

片
岡
源
左
衛
門
が
大
地
曳
を
工
夫
し
た
年
次
も
『
房
総
水
産
図
誌
』
は
一
六
二
五
年
（
寛
永
二
）
と
し
て
い
る
が
、
『
江
浦
：
・

・
:
』
の
宝
永
年
間
の
「
宝
」
を
「
寛
」
と
誤
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
元
禄
後
の
不
漁
対
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
こ
の
新
し
い
漁
法
は
享
保
の
豊
漁
期
を
迎
え
て
花
開
く
の
で

九
十
九
里
ヶ
濱
大
地
曳
網
調
査

松
井
源
七
講
述

遊
し
て
イ
ワ
シ
群
を
発
見
し
て
は
網
で
包
囲
す
る
漁
法
が
発
明
さ
れ
る
。

る。 船
体
の
軽
い
も
の
が
要
求
さ
れ
て
く
る
。

揚
繰
網
調
査
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第一章 産業の発展

根
村
の
赤
紋
な
ど
が
著
名
で
あ
る
。

表
89
の
ほ
か
、
諸
家
文
書
に
散
見
す
る
網
主
と
し
て
、

―
ッ
松
の
武
左
衛
門
、
中
里
村
五
左
衛
門
、
古
所
村
長
兵
衛
、
北
高

大
地
曳
網
の
網
主
は
ほ
と
ん
ど
が
大
地
主
で
、
そ
の
他
、
酒
造
渡
世
、
質
屋
渡
世
を
営
む
者
も
あ
り
、
郷
村
内
の
有
力
者
と

し
て
名
主
を
勤
役
し
た
り
、
村
の
集
会
に
は
無
役
で
あ
り
な
が
ら
名
主
並
席
と
い
っ
て
名
主
と
同
等
に
取
り
扱
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
網
主
は
旧
一
宮
、
銚
子
往
還
（
県
道
片
貝
一
宮
線
、
片
貝
飯
岡
線
）
の
附
近
に
住
居
し
て
お
り
、
こ
の
位
置
は
、
九
十

九
里
浦
浜
付
村
々
に
お
い
て
開
発
当
初
土
着
し
た
人
々
の
集
落
に
当
る
。

か

み

な

や

こ
の
住
居
か
ら
一

一
ー
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
海
岸
の
芝
地
に
上
納
屋
（
上
魚
屋
と
も
書
く
。
事
務
所
の
こ
と
）
、
下
納
屋
、
網

る。
網

主

II

大

地

主

古
記
録
に
見
え
る
元
禄
地
震
と
九
十
九
里
浦

郷
土
研
叢
書
第
四
集
房
総
災
害
史

東
大
地
霙
研
究
所
編
日
本
地
震
史
料
第
二
巻

荒
居
英
次
著
近
世
の
漁
村

山
口
和
雄
著
九
十
九
里
薔
地
曳
網
漁
業

作
田
家
文
書
「
惣
舟
持
蓮
判
之
覚
」
二
元
禄
一

0
)

古
川

力

ー

I

第
三
項

大
地
曳
網
の
経
営

九
十
九
里
町
誌
編
集
委
員
会

飯
高
家
文
書

九
十
九
里
町
誌
資
料
集

I

I

I

I

 

高
橋
久
一
家
文
書
「
古
記
録
抜
書
」

鈴
木
九
一
家
文
書

「恐
れ
な
が
ら
口
上
書
を
も
つ

て
御
訴
訟
申

上
奉
候
事
」
（
元
禄
―
―
―
-
）

「
地
引
網
持
議
定
取
極
蓮
印
帳
」
（
天
保
―
二
）

の

ぷ

ひ

ろ

と

ら

み

一
八
二
七
年
（
文
政
一

0
)
発
刊
の
佐
藤
信
淵
著
『
経
済
要
録
』

に
「
東
総
東
浪
見
村
の
太
東
岬
よ
り
北
総

い
ぬ
ぼ
う

銚
子
港
の
犬
吠
岬
ま
で
の
間
、
漁
猟
で

口
を

糊
す
る
も
の

四
万
余
戸
、
網
主
四
百
余
家
に
及
ぶ
。
」
と
あ

第
四
輯

第
二
輯
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第一〇節 鰯漁業の変遷

前
に
網
主
は
い
ず
れ
も
大
地
主
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
粟
生
村
飯
高
家
を
例
に
と
っ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

倉
な
ど
が
あ
る
。

網主名 村

表89

摘名

九十九里浦地曳網主一覧

要 l網主名 村 名 摘 要

五郎左術門 尾垂惣領村 名主 四郎左衛門 本 須 賀 村 名主

猪左衛門 ” 組頭 増右衛門 ” 百姓

長右衛門 木戸村 名 主 已 之 助 ” ” 
．十左衛門 ” ” 右馬之助 作田村 名主

吉太夫 ” 百 姓 与惣兵 衛 ” 百姓

隼 人 ” ” 半次郎 ” ” 
次右衛門 堀川村 組頭 次郎右衛門 田中荒生村 名主

七郎右衛門 川 部村 名主 与左衛門 ” 組頭

吉左衛門 新堀村 組 頭 弥五兵衛 貝塚村 名主

甚左衛門 今 泉村 ” 定次郎 不動堂村 百姓

伊右衛門 野 手村 百 姓 市右衛門 宿 村 名主

喜四郎 ” ” 六郎左衛門 小関村 組頭

玄右衛門 永 谷村 組頭 佐吉郎 ” ” 
勝次郎 吉 崎村 名 主 俊次郎 粟生村 百姓

久兵衛 ” 百 姓 陸 蔵 ” ” 
市右衛門 足 川村 名主 十兵衛 ” ” 
惣兵衛 屋 形村 ” 円次郎 片貝村 名主

長左衛門 ” ” 弥右衛門 ” 組頭

忠左衛門 ” 組頭 弥次兵衛 II 百姓

惣右衛門 ” ” 宗兵衛 ” 名主

儀右衛門 ” 百 姓 九郎左衛門 ” 組頭

三郎右衛門 蓮 沼村 名主 左衛門 ” 名主

口 ” ” 平左衛門 今泉村 百姓

太兵衛 ” 百 姓 太兵衛 ” 組頭

幸 蔵 木 戸村 ” 忠左衛門 ” 百姓

武兵衛 松ケ谷村 名 主 儀兵衛 ” ” 
逸 作 井 之内村 百姓 新五兵衛 ” ” 
八郎左衛門 真 亀村 組頭 新兵衛 四天木村 名主

七兵衛 ” 百姓 利兵衛 ” 百姓

太兵衛 四天木村 組頭

四郎右衛門 ” 百姓 計63名 名主 20名

次兵衛 ” ” 組頭 15名

1830（文政13)屋形村海保清之助家『網方議定書』より
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第一章 産業の発展

_＿i 飯
高
家
文
書
の
う
ち
か
ら
耕
地
売
渡
証
文
を
掲
げ
る
。

田
地
野
主 ,.

~1

| 

飯
高
家
の
土
地
集
積
は
、
古
く
は
延
宝
（
一
六
七
―
―
一
年
）
以
前
に
遡
る
が
、
『
千
葉
県
農
地
制
度
史
』
に
よ
れ
ば
、
所
有
の

一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
ご
ろ
着
手
さ
れ
た
地
租
改
正
事
業
後
の
飯
高
家
の
土
地
所
有
状
況
は
、
粟
生
村
ほ
か
―
二
か
村
に
わ

た
っ
て
、

田
・
畑
・
山
林
・
宅
地
等
あ
わ
せ
て
面
積
七
四
町
歩
に
達
し
て
い
る
（
飯
高
家
文
書
『
地
目
別
地
価
地
租
字
限
集
計
表
』
）
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
士
地
が
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
そ
の
過
程
を
追
っ
て
み
た
い
。

九
十
九
里
い
わ
し
博
物
館
に
は
数
千
点
に
の
ぼ
る
飯
高
家
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
「
田
畑
永
代
賣
買
禁
止
令
」
に
も

か
か
わ
ら
す
、
耕
地
売
渡
証
文
が
二
二
三
点
も
あ
り
、
流
質
地
証
文
が
三
ニ
―
点
、
借
金
証
文
が
三
二
九
点
あ
る
。

飯
高
家
で
は
利
殖
の
た
め
、
積
極
的
に
金
を
貸
し
た
り
、
土
地
集
積
の
た
め
、
質
地
を
差
し
入
れ
さ
せ
た
り
は
し
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
は
長
年
月
の
間
に
多
く
の
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

相
渡
し
申
す
田
地
の
事

久
左
ヱ
門
向

一
中
田
三
畝
廿
壱
分
此
の
高
四
斗
四
升
四
合

わ
き

右
当
卯
の
御
年
貢
不
足
二
付
代
新
金
弐
両
一
＝
分
二
賓
渡
し
御
年
頁
御
上
納
申
す
所
実
正
也
此
の
田
地
二
付
脇
よ
り
少
も
構
御
座
な
く
候

ま
で

年
季
の
義
は
卯
の
年
よ
り
申
の
年
迫
五
年
の
内
有
り
合
わ
せ
に
請
さ
せ
下
さ
る
べ
く
候
有
り
合
わ
せ
の
内
に
急
度
請
け
出
し
申
す
べ
く

候
御
年
貢
役
銭
之
義
は
責
殿
方
よ
り
御
免
定
次
第
御
上
納
な
さ
れ
下
さ
る
べ
く
候

後
日
の
為
俯
て
喪
券
証
文
件
の
如
し

（
一
七
I

I

――-）

享
保
八
年

石
四
斗
二
升
」
と
逐
年
増
加
し
て
い
る
。

高
は
「
一
七
七
三
年
（
安
永
二
）
二

0
石
七
斗
一
升
、

一
八
三
二
年
（
天
保
―
―
-
）
四
五
石
七
斗
六
升
、

権
左

ヱ
門

⑲
 

一
八
七

0
年
（
明
治
―
―
―
)
五
三
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→ 
る。

4
 

3

商
い
元
手
金
不
足

2
 

ー 土
地
を
質
に
渡
し
、
金
を
借
用
す
る
に
至
っ
た
原
因
は
、

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

鰯漁業の変遷

卯
の
十
二
月

一
応
年
季
の
内
に
返
済
す
れ
ば
、
請
け
戻
せ
る
文
面
で
あ
る
が
、
こ
の
証
文
が
飯
高
家
に
残
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
こ
と
は

年
貢
不
足
、
年
貢
上
納
に
差
し
支
え

要
用
の
た
め

水
魚
金
滞
り

な
ど
が
主
た
る
も
の
で
、
そ
の
う
ち

1
の
年
貢
不
足
を
理
由
に
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
れ
は
不
作
な
ど
で
年
貢
に
不
足
す
る
場
合
ば
か
り
で
な
く
、
借
金
証
文
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
一
つ
の

。ハタ

ー
ン
で
あ
り
、

年
貢
不
足
と
す
れ
ば
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
と
し
て
、
他
に
憚
る
こ
と
も
な
い
の
で
頻
繁
に
使
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

さ
ら
に
質
地
証
文
の
例
を
み
る
と

（
飯
高
家
文
書
）
、

相
渡
し
申
す
質
地
證
文
の
事

惣
左
衛
門
屋
敷
畑
弐
枚
ホ
リ
合
共
上
に
氏
神
の
跡
共

弐
畝
の
内

惣
兵
衛
殿

名 口請

人

久

右

ヱ

門

⑱

入

藤

左

ヱ

門

⑱

主

十

兵

衛

⑲

L— 
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第一章 産業の発展

こ
の
ほ
か
、
借
金
証
文
の
年
季
（
返
済
期
限
）
が
到
来
し
て
も
元
利
返
済
で
ぎ
ず
、
質
地
証
文
に
書
き
換
え
る
例
や
流
質
地
証

文
が
現
在
の
登
記
権
利
証
の
役
割
を
果
し
、

「
乗
金
、
上
金
、
増
金
」
と
い
っ
て
前
に
差
し
入
れ
た
質
地
証
文
の
物
件
に
、
さ
ら
に
借
り
受
け
金
を
上
積
し
た
「
添
証

文
」
も
多
く
見
ら
れ
る
。

年
季
は
三
年
か
ら
五
年
が
多
い
が
、
年
季
が
来
て
も
借
金
が
返
せ
ず
に
土
地
が
流
質
と
し
て
貸
主
の
手
に
渡
る
。

表
90
は
、
第
二
不
漁
期
と
い
わ
れ
る
一
七
六

0
年
（
宝
暦
一

0
)
か
ら

一
八

0
二
年
（
享
和
二
）
の
四
二
年
間
の
飯
高
家
の
土
地

集
積
の
状
況
を
示
す
。

不
漁
期
と
も
な
れ
ば
網
主
も
疲
弊
す
る
は
ず
で
、
貸
し
与
え
る
金
に
不
自
由
す
る
わ
け
だ
が
、
飯
高
家
に
お
い
て
は
平
素
冗

徳
兵
衛
殿

文
化
八
年
未
十
二
月

つ
ぎ
つ
ぎ
に
権
利
者
の
手
に
渡
る
事
例
も
あ
る
。

質

地

主

證
人
親
類

組

頭

名

主

虫
ク
イ

口
左
衛
門

庄

兵

衛

伊

兵

衛

孝
左
衛
門

@ R ⑱ ⑱ 

入
口
米
壱
俵
弐
斗

一
本
屋
敷
壱
畝
拾
五
分

高
壱
斗
五
升

代
金
五
両

じ
し
よ

右
は
当
御
年
貢
不
足
に
付
書
面
の
地
虞
未
よ
り
酉
の
暮
ま
で
―
―
一
ケ
年
季
質
地
に
相
渡
し
、
代
金
只
今
請
け
取
り
御
年
貢
御
上
納
申
す
虞

実
正
也
然
る
上
は
来
る
申
年
よ
り
御
年
貢
諸
役
貴
殿
に
て
相
勤
め
地
所
御
所
持
な
ら
る
べ
く
候
尤
も
年
季
明
け
金
子
調
達
致
し
候
は
ば

地
慮
お
返
し
下
さ
る
べ
く
候
右
の
地
面
に
付
親
類
は
申
す
に
及
ば
ず
脇
合
よ
り
少
し
も
差
し
障
り
ご
ざ
な
く
候

後
證
の
為
質
地
證
文
依
て
件
の
如
し

ー

L— 
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第一〇節 鰯漁業の変遷

＼ 
費
を
節
約
し
、
蓄
財
を
し
て
い
た
。

（
一
七
六
七
）

飯
高
家
文
書
「
明
和
四
年
亥
ノ
十
一
月
十
四
日

表90 飯高家宝暦10年～享和 2年ま

で42年間農地集積状況

是
を
壱
包

「

覚
一
古
金
弐
百
三
拾
両

一
文
金

壱
千
両

一
文
金
壱
千
両

一
文

金

壱

千

両

f
三
包

古
文
合
せ
て
三
千
弐
百
―
―
―
十
両

一
文
銭
拾
七
包
訳
け
八
わ
五
貫
詰
九
わ
四
貫
詰

又
文
銭
一
二
わ
弐

f
四
百
文
詰
四
メ
詰

し
や

天
赦
日

持ち金銭の調」に

1760 宝暦10
8畝21歩i 11 15 

12 1 反反2 畝1 4 
13 4 5畝11

1764 明和元

1 
2 御用7地畝半4 
3 

第 4 9 反反 8 
5 3 6畝 3
6 3 
7 4畝 7
8 1反1畝24

1772 安永元 5 反6 畝 9 歩歩
2 7畝 2
3 
4 7 反反 1 2 歩歩
5 4 1畝 4
6 
7 
8 

不
， 

1781 天明元 1町 1反9畝26歩
2 
3 
4 2反9畝14歩
5 
6 

漁 7 2反5畝19歩
8 

1789 寛政元 1反9畝20歩
2 
3 3反 1歩
4 

期 5 2畝18歩
6 
7 1町 3反1畝 8歩
8 ， 

2畝21歩［ 
10 6 反反5 畝1 9 
11 3 9畝22
12 3 

1801 享和元 6 区反9 畝2 2 歩歩
2 3 1畝 8

飯高文書（享和 2¥『取添田畑調帳』より

計 9町 9反 3畝15歩
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第一章 産業の発展

と
も
お
し

鑢
押

群
を
探
索
す
る
。

と
も

ろ

鑢
に
お
り
、
鑢
櫓
を
操
っ
て
船
を
操
縦
す
る
。

都
合
文
銭
廿

一
わ
弐

f
四
百
文

一
銭
三
拾
把
右
南
ノ
方
土
蔵
銭
箱
入

一
銭
六
拾
把
四

f
丸

右

同

断

北
方
同
入

現
在
の
よ
う
に
金
融
制
度
が
整
備
し
て
い
な
い
当
時
に
お
い
て
は
、
要
用
金
が
少
額
の
場
合
は
質
屋
へ
行
き
、

金
額
の
時
は
つ
て
を
頼
っ
て
飯
高
家
の
よ
う
な
素
封
家
に
借
金
を
申
し
込
む
の
が
通
例
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

の
ぶ
す
え

一
七
八

0
年
（
安
永
九
）
、
佐
藤
信
季
が
著
わ
し
た
『
漁
村
維
持
法
』
に
「
粟
生
惣
兵
衛
が
網
株
を
論
ぜ
ん

水
主
の
周
辺

（中
略
）・
：
・
:

に
、
彼
が
家
は
田
畑
の
吉
向
を
所
持
す
る
こ

と―
―-
‘

譜
代
の
家
来
の
如
く
な
る
百
姓
四
十
軒
あ
り
、
漁
猟
の
業
を
人
に
勝
れ
て
勉
強
す
る
に
因
つ
て
、
譜
代
百
姓
の
外
に
抱
入
の

漁
士
も
有
て
、
内
外
の
漁
士
を
合
せ
六
十
人
許
な
る
由
な
り
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
譜
代
の
ご
と
き
百
姓
を
飯
高
家
で
は
「
根
船
方
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
「
地
曳
網
操
業
上
中
核
と
な
る
者
」
と
い
う
意
味
で
、
根
船
方
は
、

お

き

あ

い

ま

あ

み

沖
合
真
網
の
船
に
乗
り
、
操
業
全
体
を
指
揮
す
る
者

な

か

の

り

さ

か

み

中
乗
逆
網
船
に
乗
り
、
沖
合
を
補
佐
す
る
者

さ
お
は
り

悼
張

軸
に
い
て
出
入
船
の
と
き
、
綽
を
張
っ
て
こ
れ
を
容
易
な
ら
し
め
た
り
、
張
網
前
は
周
囲
の
海
面
を
見
張
っ
て
鰯
の

1
 

..•• 

、

`

惣
吉
惣
兵
衛
立
會

ま
と
ま
っ
た

四
百
石
年
々
千
俵
余
り
作
徳
米
を
得
る
と
云
ぅ
。
…
… L— 
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第一〇節 鰯漁業の変遷

ぎ
り
よ
う

さ
ら
に
こ
れ
ら
根
船
方
に
対
し
て
網
主
は
、
所
有
地
の
な
か
か
ら
、
そ
の
技
個
、
信
頼
度
に
応
じ
て
小
作
地
と
し
て
分
け
与

こ
の
形
か
ら
す
れ
ば
、
地
主

・
小
作
人
の
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、

貝
で
漁
業
に
従
事
し
て
き
た
中
村
茂
吉
の
記
述
『
九
十
九
里
浜
揚
操
網
漁
業
の
変
遷
』

に
よ
れ
ば
、
大
地
曳
網
漁
業
時
代
の
漁

夫
の
小
作
に
つ
い
て
「
分
に
応
じ
て
田
畑
を
貸
与
し
、
年
貢
（
小
作
料
）
は
普
通
入
作
の
半
額
に
も
満
た
な
い
も
の
で
、
大
体
漁

獲
金
の
配
当
分
で
金
納
す
る
者
が
多
く
、
漁
夫
の
生
活
状
態
は
半
農
半
漁
で
あ
る
か
ら
、
幾
日
不
漁
が
続
い
て
も
直
接
影
響
し

な
か
っ
た
の
で
、
外
の
小
漁
船
漁
夫
よ
り
も
裕
福
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。

飯
高
家
文
書
一
八
四
二
年
（
天
保
―
―
―
-
)
―
一
月
「
寅
秋
職
訟
方
渡
帳
」
か
ら
こ
の
辺
の
事
情
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
:
・
・
:
（
前
略
）
…
…

本
当

一
金
五
両
壱
分
仁
朱
卜

三
百
八
文

五
百
六
文
増

又銭
五
百
文
霜
月
十
三
日
か
し

金
――一
両
壱
分
卜
銭
弐
酉
0
四
文
小
作
石
代
か
し

金
弐
両
一
二
分
十
二
月
四
日
よ
り
三
度
二
渡
し

f
金
六
両
卜
七
百
四
文

え
て
い
る
。

、
こ
。

て
し
f

な
ど
の
役
船
方
が
多
く
、

文

い
ず
れ
も
平
船
方

（
平
水
主
）

の
当
り
（
配
分
金
）
一
人
分
(
-
代
と
い
う
）
よ
り
多
い
配
分
（
増
代
）
を
得

一
九
一

0
年
（
明
治
四
一
―-)
以
来
、
九
十
九
里
浜
片
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第一章 産業の発展

し
ろ

根
船
方
の

ほ
か
に
、
職
船
方
と
代
口
船
方
が
あ
る
。

が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

で
、
小
作
入
付
も
そ
の
一
策
と
し
て
他
網
に
乗
り
替
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う

配
慮
し
た
も
の
と
見
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
父
祖
代
々
引
き
継
が
れ
て
譜
代
の
ご
と
く
な
り
、

主
従
関
係

職
船
方
は
「
船
方
前
金
証
文
」

（写
10)
に
よ
っ
て
給
金
を
前
借
り
し
、
職

業
技
術
者
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ
を
優
遇
し
た
例
が
多
く
見
ら
れ
る

の

相極申船方証文の事

む
し
ろ
、
『
漁
村
維
持
法
』
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
網
主
が
漁

ろ
う
か
。

当
時
、
房
総
瀕
海
の
漁
村
に
こ
れ
に
優
る
現
金
収
入
の
途
が
あ
っ
た
で
あ

一
部
皮
相
的
な
観
点
で
全
体
を
論
ず
る
感
が
す
る
の
で
あ
る
。

一
見
網
主
と
譜
代
的
関
係

『飯高家文書』

は
ヽ

め
、
利
益
配
当
の
薄
い
地
曳
網
の
前
貸
水
主
に
な
る
た
め
前
貸
が
返
済
で
き

ず
、
自
然
代
々
同
一
網
主
の
も
と
に
束
縛
さ
れ
、

を
む
す
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
先
学
の
論
断

「
零
細
土
地
所
有
者
が
多
く
、
彼
等
零
細
農
民
の
子
弟
が
家
計
補
助
の
た

引
f
金
弐
分
卜
七
百
〇
弐
文
か
し

••••
•• 

（
後
略
）
：
・
…

＇ 

L_ 
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第一〇節 鰯漁業の変遷

-＿l 

‘ヽ‘

天
明
八
年
申
十
二
月

穂
兵
衛
殿

の
当
り
を
も
っ
て
返
済
す
る
約
定
で
、
下
納
屋
に
住
み
込
み
、

人
主

請
人

虫
ク
イ□

六

重

次

郎

L— 

相
定
め
申
す
舷
方
證
文
の
事虫

ク
イ

一
当
申
の
御
年
貢
不
足
に
付
此
の
口
八
と
申
す
も
の
貴
殿
へ
訟
方

た
し
か

に
差
し
出
し
申
し
候
手
金
と
し
て
金
四
両
槌
に
借
用
則
ち
御
蔵

御
上
納
申
す
慮
実
正
也
若
し
此
の
も
の
不
奉
公
仕
り
候
は
ば
右

の
金
急
度
返
済
仕
る
べ
く
候
首
尾
能
く
相
勤
め
候
は
ば
右
の
手
金
秋
職
当
り
に
て
差
し
引
き
勘
定
仕
る
べ
く
候
約
束
に
御
座
候
後
日
の

為
俯
て
一
札
件
の
如
し

飯
高
家
文
書
か
ら
船
方
証
文
を
一

、

二
掲
げ
よ
う
。

こ
と
は
で
き
な
い
。

あ
る
(
[
与
11
)
。
こ
の
場
合
、
出
漁
の
と
ぎ
休
む
（
「
と
ば
」
）
す
る

代
口
船
方
も
当
り
を
引
き
当
て
に
網
主
か
ら
借
用
す
る
場
合
が

業
に
従
事
す
る
も
の
で
、
身
柄
は
拘
束
さ
れ
な
い
。
時
に
よ
り

り
」
と
も
い
う
）
は
出
漁
の
合
図
に
よ
っ
て
浜
へ
駈
け
つ
け
、
漁

代
口
船
方
（
単
に
代
、
代
呂
、
代
口
曳
と
も
書
き
、
ま
た
「
み
か

期
に
は
網
主
所
有
田
畑
の
農
作
業
ま
で
従
事
し
た
。

職
中
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、

不
漁
時
に
は
網
主
の
雑
用
を
、

農
繁

写11 代口船方証文之事 『飯高家文書』
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第一章 産業の発展

「
あ
る
時
払
い
の
催
促
な
し
。
」
の
状
況
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

と
い
う
。
）
に
は
利
を
つ
け
て
い
な
い
。

労
働
力
の
確
保
が
前
提
に
な
る
の
で
、
こ
の
文
書
に

は
筆
者
が
傍
点
し
た

よ
う
に
、
精
勤
す
れ
は
前
借
金
は
据
え
置
き
と

か
り
ま
し

し
、
さ
ら
に
不
漁
時
の
借
増
金
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

前
借
金
を
網
主
側
で
は
「
足
留
金
」
と
称
し
て
い
た
か
ら
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
前
借
金
や
借
増
金
の
残
額
（
「
下
り
」

た
だ
し
、
他
網
へ
乗
り
移
る
と
き
は
、

---, 

粟
生
村

携
兵
衛
殿

文
化
九
年
申
十
二
月

~
、

1

元
利
を
精
算
す
る
こ
と
が
慣
例
の

よ
う
で
あ
っ
た
が
、
自
網
に
働
い
て
い
る
限
り

片
貝
村人

主
当
人

北
今
泉
村

請
人

治
郎
左
衛
門

虫
ク
イ

口
惣
右
衛
門

虫
ク
イ

口

治

郎

（
傍
点
筆
者
）

」

相
定
め
申
船
万
證
文
の
事

虫
ク
イ

一
御
年
貢
御
未
進
に
差
し
詰
ま
り
私
聟
口
治
郎
と
申
す
者
貴
殿
網
船
方
に
差
し
出
し
給
金
前
借
と
し
て
金
拾
四
両
也
只
今
借
用
申
す
所
実

正
也
萬
一
職
中
に
相
成
り
御
気
に
入
り
申
さ
ず
候
か
又
は
病
身
等
に
相
成
り
お
暇
下
さ
れ
候
節
は
人
代
わ
り
成
り
と
も
右
前
借
金
成
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
も
お
望
次
第
早
速
差
し
出
し
少
し
も
お
手
数
相
懸
け
申
ま
じ
く
候
職
中
首
尾
能
＜
柑
勤
め
候
は
は
前
借
金
は
お
借
り
居
り
に
成
ら
れ

当
り
命
は
お
渡
し
下
さ
る
べ
く
候
な
お
又
お
気
に
入
り
成
ら
れ
候
て
此
の
上
船
方
に
御
召
抱
下
さ
れ
候
は
ば
何
職
も
お
取
り
用
い
下
さ

る
べ
く
候
か
つ
又
不
漁
の
節
證
文
の
外
に
借
増
金
出
来
致
し
候
共
お
暇
申
し
受
候
節
は
こ
れ
又
急
度
返
並
仕
る
べ
く
候

一
御
網
勘
定
の
儀
は
こ
れ
追
仕
来
の
通
り
相
守
り
新
法
の
骰
決
し
て
申
ま
じ
く
候
惣
じ
て
網
仕
来
り
の
儀
何
に
て
も
相
背
か
せ
申
す
ま
じ

＜
候
依
て
後
日
の
為
船
方
證
文
件
の
如
し
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第一〇節 鰯漁業の変遷

同
図
に
あ
る
そ
の
他
の
村
々
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
。

多
い
。 ./ 

新堀 1 

2
 

沼

6
 

3
 

連

，
 

ー

•
生

4
 

戸
グ．
 
貝
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3
2
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／
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金
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I
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宿
沼
3
8
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.

＂●
剃
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．
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＂
大．
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敷
藤

貝

1

.

.

.

.
 

l

.

 

．．
 
ー

木

．
 

1

屋
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川

・

亀

天

●
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ー

6
 

石

只

名

r

束．
 

松

．

真

四

2

里

驚

止

f
l
l
l

込

•

中

ッ

田西
詔

牛

ー

ヽ

1
•

関

網大

• 1人

● 5人

● 10人

図77 1804年（文化元）～1852年（嘉永 5)の豊漁期に

おける粟生村飯高隠居網水主の出身地分布

「船方前借証文」から 田村作図

生
村
、
隣
村
片
貝
の
南
部
が
圧
倒
的
に

J

れ
を
見
る
と
、

や
は
り
地
元
の
粟

る。 居
」
と
呼
ば
れ
、
屈
強
の
水
主
が
多
く

集
ま
り
、
強
網
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ゆ
る
「
天
保
の
大
盟
漁
期
」
に
粟
生
隠

居
網
に
船
方
証
文
を
差
し
入
れ
た
抱
え

水
主
の
出
身
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ

片
貝
村
に
は
、
大
地
曳
網
と
し
て
、
城
之
内
、
北
の
表
、
北
の
隠
居
、
前
里
の
各
網
が
あ
り
、
そ
の
他
中
小
の
地
曳
網
が
数

乗
あ
っ
た
訳
だ
が
、
こ
れ
ら
の
網
に
乗
り
組
ま
ず
、
粟
生
隠
居
網
に
乗
り
組
ん
だ
の
は
、
そ
れ
が
九
十
九
里
浦
屈
指
の
大
地
曳

網
の
ほ
か
、
飯
高
家
の
所
有
地
が
多
く
そ
の
村
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

ら
一
八
五
二
年
（
嘉
水
五
）
ま
で
の
い
わ

第
77
図
は
一
八

0
四
年
（
文
化
元
）
か

こ。t
 粟

生
の
飯
高
隠
居
網
は
「
粟
生
の
隠
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第一章

表91

産業の発展

1789年 （天明 8)~1871（明治 4)職船方，代口船方 （足留金）変遷
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飯高家文書「船方前借証文」より

20 :.. 
10 

前
借
の
理
由
は
、
質
地
証
文
と
同
じ
く
「
御
年
貢

る。
精
算
を
含
む
。
〗

の
場
合
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ

者
を
引
き
抜
い

た
と
見
ら
れ
る
高
額
（
他
網
の
下
り
金

見
ら
れ
る
低
額
の
場
合
と
、
明
ら
か
に
他
網
の
技
能

出
に
よ
っ
て
前
借
金
を
必
要
の
限
度
に
と
ど
め
た
と

じ
ん
し
ゅ

ま
た
、
水
主
ま
た
は
そ
の
人
主
（
保
護
者
)
の
申
し

る。 と
未
熟
、
年
少
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
よ
う
で
あ

通
前
借
金
の
額
の
多
蹂
は
、
体
格
の
優
劣
、
熟
練
者

J

の
表
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
普

均
的
な
額
の
傾
向
が
理
解
で
ぎ
る
と
思
う
。

高
、
最
低
と
甚
し
い
バ
ラ
ッ
キ
が
あ
る
も
の
の
、
平

上
昇
と
と
も
に
前
借
金
額
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
最

こ
れ
を
見
る
と
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
物
価
の

の
額
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
表
91
で
あ
る
。

飯
高
家
文
書
の
「
船
方
前
借
証
文
」
か
ら
前
借
金

‘

`

,

1

ー

ー

l
|
＇
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第一〇節 鰯漁業の変遷

吉
井
幸
夫
が
『
九
十
九
里
浜
の
地
曳
網
漁
業

未
進
に
つ
き
」
か
ほ
と
ん
々
だ
か
、
職
船
方
と
な
る
人
々
は
年
貢
に
は
無
関
係
の
人
々
ば
か
り
で
、
こ

れ
も
。ハ
タ
ー
ン
と
し
て

多
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ

う

さ

第
二
』
に
お
い
て
引
用
し
た
「
上
総
国
武
射
山
辺
郡
下
総
国
匝
瑳
海
上
郡
の

網
持
逹
が
奉
行
所
に
提
出
し

た
願
書
」

を
掲
げ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ

る
こ
と
で
総
括
と
し
た
い
。

「
恐
れ
な
が
ら
雷
付
を
も
つ
て
願
い
上
げ
奉
り
候

上
総
国
武
射
郡
山
辺
郡
下
総
国
匝
瑳
郡
海
上
郡
網
持
六十――一
人
惣
代
上
総
国
武
射
郡
屋
形
村
組
頭
忠
左
衛
門
同
国
山
辺
郡
片
貝
村
組
頭
弥

右
衛
門
片
貝
村
同
弥
兵
衛
一
同
申
上
奉
り
候

私
共
餞
農
業
の
外
地
曳
網
漁
業
仕
り
候
右
地
曳
網
水
主
の
儀
は
網
一
条
に
つ
き
お
よ
そ
五
十
人
相
置
き
候
て
年
来
の
水
主
は
前
金
大
金
に

相
成
り
居
り
候
も
こ
れ
あ
り
此
の
者
最
初
相
抱
え
候
節
は
足
留
の
た
め
お
よ
そ
十
両
又
は
十
五
両
ほ
ど
貸
し
遣
わ
し
割
合
金
の
儀
は
当
り

金
と
唱
え
其
の
職
に
引
き
上
げ
金
高
に
応
じ
仕
来
り
の
通
り
割
合
い
盆
、
暮
割
り
渡
し
遣
し
候
筈
に
候
え
ど
も
職
中
彼
是
入
用
の
節
申
し

．
．
．
．
．
．
 

立
て

一
分
二
分
又
は
壱
両
ぐ
ら
い
貸
し
呉
る
る
様
申
し
立
て
時
々
網
主
よ
り
借
り
受
け
候
は
当
浦
の
習
に
て
そ
の
外
家
内
の
死
生
何
事
に

て
も
物
入
ご
ざ
候
へ
ば
そ
の
度
毎
に
金
子
貸
し
遣
わ
し
家
作
致
さ
せ
候
と
も
同
様
の
儀
そ
の
外
家
内
持
の
水
主
へ
は
相
続
の
為
網
主
所
有

の
田
地
渡
し
置
き
小
作
致
さ
せ
候
へ
ど
も
不
漁
の
年
柄
に
は
暮
し
込
み
に
相
成
り
小
作
米
不
納
仕
り
年
後
に
な
り
て
取
立
て
候
心
得
に
ご

ざ
候
へ
ど
も
こ
れ
も
つ
て
全
く
は
取
立
方
行
き
届
か
ず
自
然
と
不
納
仕
り
候
儀
こ
れ
あ
り
何
も
貸
置
き
に
相
成
り
こ
と
に
春
職
の
折
は
扶

食
と
名
付
け
家
内
持
の
水
主
へ
は
米
二
俵
く
ら
い
こ
れ
ま
た
網
主
よ
り
貸
し
遣
わ
す
儀
に
つ
き
一
職
ご
と
に
少
し
づ
つ
貸
金
相
増
し
自
然

と
年
来
の
内
に
は
右
体
に
て
多
分
の
金
高
に
相
成
り
候

水
主
勤
め
難
ぎ
の
節
は
矢
張
り
成
人
の
家
督
人
は
こ
れ
ま
た
水
主
に
対
し
そ
れ
ら
の
貸
金
負
わ
せ
候
へ
ど
も
矢
張
り
当
り
金
の
ほ
か
貸
金

で
ぎ
上
り
親
へ
の
貸
金
差
し
引
き
候
様
に
は
相
成
り
申
さ
ず
な
お
又
右
の
者
身
弱
又
は
片
輪
に
て
水
主
に
相
成
り
兼
ね
外
に
次
男
三
男
も

む
こ

こ
れ
な
く
候
へ
ば
孫
の
出
生
を
相
待
ち
ま
か
り
あ
り
、
若
し
又
女
子
の
節
は
聟
狸
子
致
し
水
主
相
勤
め
さ
せ
申
し
候
右
聟
養
子
致
し
候
と

も
他
網
の
水
主
相
続
候
俵
は
先
方
の
下
り
金
償
わ
ず
候
て
は
相
成
ら
ず
そ
の
分
も
又
々
貸
し
償
わ
せ
水
主
に
仕
り
候
低
に
つ
き
か
え
っ
て

譜
代
同
様
の
水
主
と
相
成
り
候
に
つ
き
前
貸
金
何
程
と
帳
面
に
記
し
差
し
腟
き
候
：
’

．．．
 
（
中
略
）
：
・…

294 



第一章 産業の発展

っ
ぎ
に
古
文
書
か
ら
事
例
を
ひ
き
解
説
し
よ
う
。

し
か
し
、
多
く
は
詫
び
状
を
入
れ
て
解
決
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

4

、
、

る
カ

一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
。

こ
れ
を
一
読
す
れ
ば
網
主
と
水
主
の
関
係
が
判
然
と
し
、
当
時
の
農
業
奉
公
人
と
比
較
し
て
、
水
主
は
浦
の
習
い
と
は

い
い

る

る

な
が
ら
、
格
段
の
立
場
に
あ
り
、
筆
者
が
線
々

述
べ

た
こ
と
と

一
致
す
る
。

「
足
留
」
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
前
貸
金
が
、
そ
の
後
の
借
り
増
し
で
多
額
と
な
り
、

っ
て
扶
食
と
し
て
米
を
貸
し
た
り
、
冠
婚
葬
祭
が
あ
れ
ば
貸
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
最
後
に
下
り
金
い
く
ら
と
記
帳
し
て
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
訳
で
、
譜
代
同
様
と
は
そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
が
判
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
網
主
側
か
ら
す
る
と
、
労
働
力
確
保
の
た
め
と
は
い
い
な
が
ら
、
水
主
に
対
し
て
並
々
な
ら

ぬ
取
計
ら
い
を
し
て
い
る

の
に
、

理
由
も
な
く
不
勤
し
た
り
、
下
り
金
を
精
算
し
な
い
で
他
網
へ
移
れ

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
「
網
方
議
定
」
で
も
、
そ
の
都
度
、
議
定

の
重
要
な
条
項
と
し
て
履
行
方
を
決
議
し
て

い

水
主
出
入
が

こ
じ
れ
る
と
、
貸
金
滞
り
出
入
と
し
て
訴
訟
に
な
っ
た
り
、
関
東
取
締
出
役
の
廻
村
先
へ
願
わ
れ
た
り
す
る
。

ば
、
忘
恩
の
徒
と
し
て
出
入
が
起
る
。

水

主

出

入
御
奉
行
様

（
一
八
一
―

10)

文
政
十
三
年
寅
正
月

ぶ
た
れ
そ
う
り
よ
う

下
総
国
匝
瑳
郡
尾
垂
惣
領
村

地
曳
網
持
名
主

以
下
六
十
三
名
連
名

（
傍
点
筆
者
）
」

不
漁
時
に
は
小
作
米
も
入
ら
ず
、
か

ぇ
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第一〇節 鰯漁業の変遷

一寸

粟
生
村俊

次
郎
殿

そ
そ
の

重
頭
と
い
う
の
は
唆
か
し
た
者
の
意
。
悴
と
も
ど
も
詫
を
入
れ
勘
弁
し
て
も
ら
っ
た
ケ
ー
ス
。

→ 

飯
高
家
文
書

わ
び咤

入
申
す
一
札
の
事

お
も
が
し
ら

一
当
月
八
日
費
殷
新
網
水
主
と
し
て
須
原
よ
り
相
雇
侯
両
人
の
儀
に
つ
き
私
重
頭
こ
れ
あ
る
趣
御
組
合
一
同
よ
り
此
の
上
重
頭
こ
れ
な

せ
が
れ
虫
ク
イ

き
様
仕
り
度
役
宅
へ
相
届
け
ら
れ
尚
又
私
悴
口
蔵
儀
前
と
よ
り
貴
殿
元
網
水
主
に
候
処
重
き
漁
魚
渡
世
相
勤
ざ
る
段
既
に
出
訴
仕
り

候
旨
御
届
け
に
罷
り
成
り
驚
き
入
り
咤
人
相
頼
み
全
く
心
得
違
の
段
お
咤
び
申
し
入
れ
候
処
格
別
の
御
勘
弁
を
以
つ
て
お
聞
き
済
み
下

さ
れ
恭
く
存
じ
候
然
る
上
は
私
儀
は
勿
論
悴
清
蔵
共
以
右
様
重
頭
不
勤
な
ど
決
て
仕
り
ま
じ
く
万
一
心
得
違
い
を
以
つ
て
右
様
の
儀
仕

出
し
候
は
ば
、
御
上
様
へ
何
様
お
申
し
立
て
に
相
成
り
候
共
其
節
一
言
の
お
恨
み
申
す
ま
じ
く
候
後
證
の
為
咤
人
一
同
連
印
一
札
差
し

入
れ
申
す
処
俯
て
件
の
如
し

文
政
九
戌
年

四
月
廿
四
日

作
田
家
文
粛

詫
入
れ
申
す
一
札
の
事

一
私
共
小
漁
船
渡
世
仕
り
候
処
此
の
節
無
人
に
付
貴
殿
大
切
の
水
主
無
沙
汰
に
相
頼
み
渡
世
出
船
に
及
ぶ
べ
き
の
処
御
網
差
配
人
賄
殿
に

碇
と
お
見
届
け
ら
れ
我
等
網
の
妨
げ
致
し
候
始
末
勘
弁
差
し
置
き
難
く
其
の
筋
名
主
治
郎
左
衛
門
方
へ
お
届
け
に
預
り
一
言
の
申
し
訳

け
も
ご
ざ
な
く
早
速
詫
人
相
頼
み
お
詫
申
し
上
げ
候
処
格
別
の
思
召
を
以
つ
て
御
勘
弁
成
し
下
さ
れ
恭
く
存
じ
候
、
然
る
上
は
向
後
御

と
が
め

網
の
妨
げ
に
相
成
り
候
義
こ
れ
あ
り
候
え
ば
い
か
様
の
お
咎
願
い
候
て
も
決
し
て
否
申
す
ま
じ
く
後
日
の
為
詫
入
り
申
す
一
札
俯
て

件
の
如
し

片
貝
村
屋
形

当

人

清

同

村咤
人

茂

右

衛

門

金

四

良

⑱ ⑲ 

虫
ク
イ□

⑱
 

L_ 

296 



第一章 産業の発展

-＿l 

本
間
十
右
衛
門
様
御
知
行
所

片

貝

村

組

頭

吉

左

衛

門

長
谷
川
平
蔵
様
御
知
行
所

同
村
組
頭
八
郎
右
衛
門
家
来

沖

合

浅

右

衛

門

右
沖
合
浅
右
衛
門
一
件
に
つ
き
片
貝
村
吉
左
ヱ
門
私
な
ら
び
に
浅
右
二
門
相
手
取
出
訴
仕
る
べ
き
段
申
し
断
り
ご
ざ
候
に
つ
き
私
存
寄

い
ち
い
ち

の
趣
左
に
逸
と
申
上
げ
奉
り
候

一
私
網
の
儀
去
る
子
の
秋
職
よ
り
不
漁
相
続
き
そ
の
上
沖
合
伊
右
ェ
門
と
申
す
者
年
老
に
及
び
毎
職
雇
暇
申
し
出
で
当
春
職
は
別
て
不
漁

仕
り
候
上
身
弱
に
相
成
り
勤
め
難
き
旨
達
て
相
願
い
申
し
候
間
春
職
限
り
に
て
相
休
ま
せ
跡
を
沖
合
浅
右
ェ
門
相
雇
い
最
早
船
方
出
替

な
ど
相
済
み
秋
網
相
続
出
来
仕
り
候
然
る
所
吉
左
衛
門
難
渋
申
し
懸
け
出
訴
に
及
び
候

一
右
沖
合
浅
右
ェ
門
儀
元
来
片
貝
村
出
生
に
て
同
村
八
郎
左
衛
門
譜
代
筋
の
者
に
て
当
時
吉
左
ェ
門
方
へ
貸
置
候
段
八
郎
左
衛
門
方
よ
り

兼
て
承
り
及
び
申
し
候
間
今
度
内
約
束
仕
候
節
な
お
又
八
郎
左
衛
門
方
へ
ま
さ
に
相
雇
い
申
し
度
段
無
心
仕
り
候
虞
八
郎
左
衛
門
申
候

は
浅
右
衛
門
出
世
の
儀
に
候
へ
ば
相
雇
い
然
る
べ
き
段
申
し
候
に
付
い
よ
い
よ
秋
職
よ
り
私
方
へ
相
雇
い
候
積
に
て
去
る
四
月
九
日
タ

さ
か
づ
き

浅
右
衛
門
へ
約
束
の
盃
仕
り
候

…
・
:
（
中
略
）
．．．．．． 

飯
高
家
文
書

惣
兵
衛
存
寄
書

こ
れ
は
沙
汰
も
な
く
水
主
を
小
漁
船
に
引
き
抜
い
た
例
で
あ
る
。

同
村
倉
之
助
殿

（
一
八
六
五
）

元
治
―
―
丑
年
二
月
十
七
日

,
l
.
 

9

し
、
•
\
｀
＇
’

当

人

菊

親

類

茂

組

合

治

郎 五

郎

⑱
八

⑲

吉

⑮
（
傍
点
筆
者
）
」

ー

・

'

,
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---, 
い
う
べ
ぎ
小
史
が
あ
る
の
で
参
考
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

地

曳

網

の

経

営

大
地
曳
網
漁
業
経
営
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、

上
総
国
山
邊
郡
粟
生
村

飯

高

徳

兵

衛

吉
左
二
門
申
し
候
は
盃
ま
で
致
し
候
事
惣
兵
衛
方
に
て
乗
せ
然
る
べ
く
候
吉
左
ェ
門
儀
は
辿
も
乗
せ
申
さ
ず
候
旨
申
し
惣
兵
衛
な
ら
び

に
浅
右
二
門
儀
様
と
悪
口
申
し
候
に
つ
き
市
兵
衛
申
し
候
は
然
ら
ば
浅
右
衛
門
事
そ
こ
元
と
手
切
に
罷
り
成
り
候
段
相
分
り
候
間
此
上

は
我
等
證
人
に
罷
り
立
ち
惣
兵
衛
網
へ
乗
せ
申
す
べ
き
旨
相
断
り
罷
り
帰
り
候

然
れ
共
間
柄
の
儀
故
所
と
納
屋
仕
舞
い
ま
で
初
網

□引
申
さ
ず
差
し
控
え
罷
り
在
り
候

…
…
（
中
略
）

．．．．．． 

翌
と
廿
九
日
濱
へ
罷
り
出
で
候
虞
右
の
網
出
船
仕
り
候
そ
の
上
右
網
仲
間
惣
兵
衛
新
五
郎
名
前
に
て
相
続
仕
り
候
由
風
聞
こ
れ
あ
り
候

勿
論
吉
左
衛
門
儀
浅
右
ェ
門
と
手
切
の
節
長
七
と
申
す
者
跡
沖
合
に
相
扉
候
由
：
…

•

（
略
）
•
…
•
•

一
五
月
八
日
朝
濱
へ
罷
り
出
で
候
虞
市
兵
衛
参
候
て
申
し
候
は
法
久
網
も
沖
合
長
七
引
き
越
し
候
て
今
日
初
越
引
か
さ
せ
申
し
候
私
網
も

浅
右
二
門
に
初
網
引
か
さ
せ
申
し
候
様
に
と
申
し
候
に
つ
き
跡
沖
合
引
き
移
の
上
は
最
早
遠
慮
は
こ
れ
な
ぎ
儀
と
は
存
じ
候
に
付
同
日

夕
方
初
網
引
か
せ
そ
れ
よ
り
網
諸
道
具
等
浅
右
ェ
門
心
次
第
取
繕
は
さ
せ
秋
網
相
続
仕
り
候
（
傍
点
筆
者
）
」

一
七
七
一
年
（
明
和
八
）
五
月
の
出
来
事
で
あ
る
。
浅
右
衛
門
と
い

う
優
秀
な
沖
合
の
雇
い
入
れ
に
つ
い
て
、
法
久
網
と
粟
生

隠
居
網
の
出
入
が
あ
り
、
浅
右
衛
門
は
飯
高
網
の
沖
合
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
傍
点
の
よ
う
に
中
小
地
曳
の
沖
合
か
ら
隠
居
網

の
ご
と
き
強
大
な
網
の
沖
合
に
な
る
事
は
、
出
世
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
八
七
九
年
（
明
治
ニ
―
)
-
―
一
月
の
飯
高
家
文
書

『
諸
用
留
』
に
、
飯
高
捻
兵
衛
（
半
窓
と
号
し
た
）
の
筆
に
な
る
飯
高
家
に
お
け
る
地
曳
網
の
発
達
史
と
も

一
地
曳
網
創
業

正
徳
年
中
祖
先
本
家
ョ
リ
別
家
候
節
地
曳
網
創
業
ス
当
明
治
十
六
年
迫
百
七
十
年
営
業
罷
リ
在
リ
候
文
化
ノ
初
メ
小
地
曳
ヲ
増
シ
ニ
乗
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か
の
え
さ
る

所
持
ス
其
ノ
後
天
保
ノ
初
メ
小
地
曳
ヲ
本
家
所
持
ノ
網
卜
合
併
シ
テ
一
乗
ト
ス
又
万
延
元
庚
申
年
一
乗
ヲ
増
シ
テ
現
今
二
乗
所
持
ス

饂
魚
ノ
多
分
二
寄
ル
ト
寄
ラ
サ
ル
ト
ニ
依
リ
盛
衰
是
レ
ア
リ
ト
雖
ト
モ
今
年
迫
百
七
十
年
来
相
続
致
シ
居
リ
候

一
持
網
数

創
業
ノ
節
ハ
網
数
ハ
ニ
タ
契
リ
荒
手
ヲ
附
ヶ
船
二
艘
ニ
テ
壱
乗
ト
ス
網
数
四
契
リ
荒
手
ニ
タ
契
リ
是
モ
壱
乗
前
卜
唱
フ
水
夫
三
十
人
位

虫

ク

イ

虫

ク

イ

壱
艘
ノ
船
ヘ

一

＿

網
ニ
タ
契
リ
ニ
テ
綱
ハ
凡
ソ
八
十
尋
位
。
網
ハ
ナ
カ
バ
一
＿
用
ュ
寛
政
ノ
末
ハ
九
十
九
里

虫

ク

イ

虫

ク

イ

虫

ク

一
体
二
営
業
ー

ー

リ

其

ノ

頃

網
ノ
間
数

一
卜
契
リ

ニ
付
五
尋
一

＿

程
モ
長
ク
布
数
モ
一
布
相
増
ス
是
ヲ
＿

11

虫

ク

イ

虫

ク

イ

＿
唱
フ
網
モ
藁
縄
ヲ
廃
ッ
麻
綱
ヲ
用
＿ー

＿問
二
至
リ
漁
業
一
層
盛
大
二
相
成
リ
ー
＿
増
ス
是
ヲ
―
―
―

虫

ク

イ

虫

ク

イ

反
曳
卜
云
フ
間
数
モ

一
卜
契
一＇

l+尋
三
契
リ
ト
モ
同
様
二
仕
立
ッ
ル
ヲ
総
一

ー
モ
五
、
六
十
人
位
乗
組
ミ

虫
ク
イ

虫
ク
イ

小

曳

網

モ

同

様

人

候

迫

ニ

テ

道

具

ハ

本

網

二

換

ヮ

リ

コ

レ

ナ

ク

祖

先

一ー

＿博
ヲ
参
考
ス
ル
ニ
幕
府
二
於

テ
厚
キ
注
意
卜
注
意
ナ
ラ
サ
ル
ニ
依
リ
地
曳
網
ノ
盛
衰
コ
レ
ア
ル
ヤ
ニ
存
ゼ
ラ
レ
候

―
―
ヶ
年
凡
ソ
収
漁
高

一
ケ
年
引
掲
高
ハ
饂
魚
ノ
寄
ル
ト
寄
ラ
サ
ル
ニ
因
ッ
テ
年
と
相
換
リ
又
ハ
其
ノ
時
ノ
相
場
ノ
高
下
二
依
リ
テ
俵
数
多
分

ニ
テ
モ
引
揚
金

高
相
劣
リ
候
間
平
均
何
程
卜
限
リ
兼
ネ
候
昔
日
正
徳
年
中
創
業
ノ
節
半
年
ノ
引
揚
高
ソ
ノ
頃
ノ
古
金
ニ
テ
五
百
両
取
り
揚
ケ
候
卜
申
シ

博
ェ
ニ

候
現
今
ノ
振
合
ニ
テ
ハ

一
万
五
、
六
千
円

ニ
モ
当
リ
申
ス
ペ
キ
ヤ
方
今
ハ
一
ヶ
年
五
千
円
以
上
ノ
引
高
ニ
コ
レ
ナ
ク
候
テ
ハ
網

主
ノ
利
益
二
相
成
ラ
ズ
候
饂
魚
ノ
石
数
ハ
六
尺
四
方
ヲ
壱
坪
ト
ス
ソ
ノ
高
サ
一
尺
ヲ
十
俵
デ
ト
云
フ
一
俵
一
二
杯
入
リ

ナ
リ
桝
ハ
弐
斗
四

升
ヲ
一
杯
卜
云
フ

一
漁
業
上
二
就
キ
衆
人
二
利
益
ヲ
与
ヘ
タ
ル
有
無

憔
業
上
維
持
法

ノ
傲
ハ
網
主
ノ
有
徳
卜
有
徳
ナ
ラ
ザ

ル
ニ
依
ル

ナ
リ
所
持
ノ
田
畑
ヲ
水
夫

二
小
作
イ
タ
サ
セ
大
漁
ノ
節
ハ
小
作
勘
定
モ

相
立
チ
候
ヘ
ド
モ
不
漁
ノ
節
ハ
ソ
ノ
儘
二
貸
ッ
置
キ
候
上
二
又
別
段
金
子
貸
渡
ッ
漁
具
仕
入
レ
十
分
ナ
ラ
サ
レ
ド
モ
年
々
仕
入
候
ョ
リ

漁
業
二
差
支
ェ
コ
レ
ナ
ク
祖
先
ョ
リ
是
迄
永
続
罷
リ
在
リ
候
且
ッ
漁
業
ノ
節
ハ

濱
付
村
ノ
外
岡
郷
村
々
ヨ
リ
肥
ッ
取
リ
稼
二
罷
リ
出
デ

た

ま

さ

ソ
ノ
日
ソ
ノ
日
二

饂
魚
ヲ
以
テ
引
揚
高
ノ
多
寡
二
応

シ
呉
レ
遣
ヮ
ス
是
ヲ
岡
物
卜
唱
フ
多
人
数
ノ
鍛
ソ
ノ
利
益
少
ナ

カ
ラ
ズ
避
返
力
大

漁
ノ
模
様
二
依
リ
五
十
俵
又
（
百
俵
或
ハ
ニ
百
俵
袋
ノ
内
ノ
饂
魚
ヲ
残
ラ
ズ
岡
物
二
呉
レ
遣
ヮ
ス
事
年
三
、
四
度
位
ハ
必
ズ
コ
レ
ア
リ

右
ハ
網
主
二
於
テ
袋
ヲ
無
事

二
取
リ
揚
ヶ
申
シ
度
キ
一
時
ノ
計
策
二
候
故
一
同
存
外
ノ
利
益
ヲ
得
候
外
ノ
地
曳
網
渡
世
ノ
者
ハ

一
人
ノ

,

J

¥

i

u

.

_

F
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進
退
ハ
勿
論
二
候
得
共
内
実
商
人
二
維
持
致
サ
セ
或
ハ

一
村
申
シ
合
ヒ
渡
世
致
ス
モ
ノ
モ
コ
レ
ア
リ
執
レ
モ
一
様
ノ
事
ニ
コ
レ

ナ
ク
候

い

さ

ば

こ
の
な
か
で
、
経
営
が
困
難
に
な
っ
て
五
十
集
商
人

に
よ
っ

て
維
持
さ
せ
た
り
、

例
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
幕
末
期
の
不
漁
か
裏
づ
け
さ
れ
て
い

る。

つ
ぎ
に
一
七
八
九
年

1
（
寛
政

1
)
の
も
の
と
思
わ
れ
る
文
書
が
あ
る
。
飯
高
家
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
飯
高
惣
兵
衛
尚
寛
か

ら
襲
嗣
子

の
貫
兵
衛
正
保
に
与
え
た
「
網
主
の
心
得
、
網
の
と
り
極
め
の
条
々
」
の
書
付
で
あ
る
。
貫
兵
衛
は
政
四
郎
と
い

い
た
こ
く
ぽ
の
や

い
、
佐
原
の
伊
能
家
の
親
戚
で
あ
る
常
州
潮
来
窪
谷
家
の
人
で
、
伊
能
忠
敬
の
養
子
と
し
て
飯
高
尚
寛
の
長
女
千
枝
の
聟
と
な

っ
た
。
政
四
郎
か
内
陸
の
生
れ
な
の
で
、
こ
と
さ
ら
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
教
示
し
て
い
る
。

「
一
網
方
取
し
ま
り
仕
法
書
の
事
承
知
い
た
し
候
得
共
先
書
二

も
申
し
入
れ
候
通
り
前
之
内
源
兵
衛
宅
二
有
之
候
由
兵
吉
方
よ
り
申
し
来
た

り
候
右
源
兵
衛
家
内
此
間
中
疫
漑
こ
れ
あ
り
人
々
出
入
こ
れ
な
き
肱
に
て
候
依
て
か
り
寄
せ
申
す
事
も
成
り
難
く
候
あ
ら
ま
し
心
覚
え

の
主
意
左
に
喜
付
申
し
候
間
先
づ
此
の
度
は
口
上
に
て
お
申
し
上
け
置
巻
然
る
べ
く
候

一
船
方
相
屈
候
節
は
先
主
へ
承
り
合
わ
せ
下
り
金
な
ど
こ
れ
あ
ら
は
当
主
よ
り
相
償
い
申
す
べ
き
こ
と

き
ず

一
鰯
引
き
揚
げ
候
節
押
し
取
り
乱
妨
に
逢
い
候
は
は
急
度
相
礼
し
申
す
べ
ぎ
事
勿
論
制
当
い
た
し
候
節
少
と
手
疵
な
と
負
わ
せ
候
と
申
し

ゆ
す
り
が
ま
し
ぎ
儀
な
ど
申
し
来
た
り
候
は
ば
出
入
引
き
請
け
申
す
べ
く
候
尤
も
入
用
三
分
一
づ
つ
網
仲
間
よ
り
助
け
合
い
申
す
べ
く

候
一
鰯
引
き
上
げ
候
節
定
使
、
納
屋
番
な
と
と
申
し
貰
い
に
参
り
候
共
み
だ
り
に
遣
し
申
す
ま
じ
く
候

0

0

0

 

0
 

一
非
人
小
屋
よ
り
も
ら
い
に
参
り
候
共
前
と
の
通
り
筵
へ
少
し
遣
わ
し
申
す
べ
く
候
た
ま
さ
で
な
ど
に
て
は
追
わ
し
申
す
ま
じ
く
候
凡
そ

す
べ

ヶ
様
な
る
事
ど
も
に
て
文
言
も
甚
だ
っ
た
な
く
覚
え
候
惣
て
近
来
は
行
司
方
に
て
寄
合
申
触
候
て
も
賄
共
又
は
船
方
な
ど
名
代
に
差
し

出
し
候
間
取
し
ま
り
方
悪
し
く
相
成
り
申
候
手
前
な
ど
も
廿
年
は
か
り
出
申
さ
ず
候

お
ぼ
し
め

一
右
の
取
し
ま
り
方
御
苦
労
に
思
召
さ
れ
候
段
有
り
難
ぎ
御
貿
慮
に
存
じ
奉
り
候
行
司
書
付
源
兵
衛
方
よ
り
取
り
寄
せ
写
差
し
上
げ
候
て

一
村
が
申
し
合
っ
て
網
を
相
続
し
て
い
る
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写12 蟻売水魚帳

お
き
て

も
右
妹
の
事
に
ご
ざ
候
間
此
の
度
改
め
て
網
持
銘
し
打
ち
寄
り
取
締
掟
書
差
し
上
げ
候
様
に
仰
付
ら
れ
度
き
も
の
に
て
ご
ざ
候
近
来

は
船
方
中
よ
り
盗
賊
な
ど
も
出
候
間
甚
だ
取
し
ま
り
悪
し
く
相
成
り
申
し
候

一
干
鰯
百
俵
に
付
諸
か
か
り
と
て
金
四
両
づ
4

引
ぎ
又
弐
割
引
い
て
御
運
上
差
出
申
し
候

一
他
浦
に
て
鰯
引
揚
げ
候
節
も
同
様
但
し
物
入
餘
慶
相
か
A

り
候
え
共
右
の
外
は
引
き
申
さ
ず
候

一
御
他
領
の
者
と
組
み
合
い
網
引
き
候
節
は
銘
と
御
地
頭
所
へ
御
運
上
差
上
げ
申
し
候

但
し
御
料
浦
と
ハ
御
焼
印
頂
戴
仕
り
船
役
金
出
し
候
由

是
ら
の
儀
は
先
逹
て
網
持
共
よ
り
冑
き
上
げ
仕
り
候
由
そ
こ
元
に
も
ご
存
じ
な
る
べ
し

一
海
外
の
儀
故
御
制
法
の
極
ま
ら
ざ
る
事
も
こ
れ
あ
り
候
や
と
存
じ
奉
り
候
事
も
こ
れ
あ
り
候
、
八
川
ま
で
罷
り
出
で
候
節
と
く
と
申
し

上
げ
た
ぎ
も
の
に
て
ご
ざ
候

右
の
通
り
そ
こ
元
口
上
に
て
宜
し
く
お
申
し
上
げ
成
ら
る
べ
く
候
し
か
と
仕
た
る
儀
の
覚
も
こ
れ
な
く
只
耳
に
ふ
れ
候
事
共
の
み
あ
ら

／
＼
そ
こ
元
へ
吉
き
進
候
い
上

四
月

政
四
郎
殿

し

さ

い

さ
て
、
地
曳
網
経
営
の
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
帳
筋
類

「
網
方
帳
舘
」
に
つ
い
て
、
仔
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

I 

！ 

I 

し

1| 

J"
"• 

ー
し
仁
し
’

網
に
よ
っ
て
帳
簿
の
標
題
、
記
帳
の
内

こ
と
に
す
る
。

ま
ず
漁
事
が
行
わ
れ
る
た
び
に
記
帳
す

み

ず

な

る
「
水
魚
脹
」
で
あ
る
。
水
名
帳
、
曳
高

J

こ
で

は
飯
高
隠
居
網

の
帳
簿
を
見
る

容
な
ど
多
少
の
差
違
が
あ
る
。

惣

兵

衛

し
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中
ば
さ
し
い

手

干

ゅ

]

凡
そ
六
拾
余

メ
六
拾
壱
俵
二
月
十
八
日
入
⑥

外

二

（

塁

0
平
目
八
枚
干
さ
め
四
本

鑢

弐

本

江

戸

出
し
⑮

又

籠

賣

⑮

新

田

太
右
衛
門

:

し

八
百
文

一

ヵ

＿九

百

文

庄

二

郎

二

売

取

⑦

弐

百

五

拾

文

勘

助

二

売

取

新
田

[六

百

文

弥

四

二

売

り

内
弐
百
文
か
し

同
弐
番
あ
ミ
⑧

手

干

弐

荷

程

外
二
乎
目
拾
六
枚
平
か
く
一
ッ
鑢
一
本

f
江
戸
出
し

．．
．．．． 

（
中
略
）•

9
•
…

惣
メ
干
か
に
て
三
千
弐
百
七
十
六
俵

粕
廿
七
俵

「

覚
二
月
十
日

飯
高
家
文
書
、

帳
と
も
い
う
。

い
そ

一
八

01―一
年
（
享
和
一
―
-
）
亥
正
月
「
磯
喪
水
魚
当
座
帳
」
を
掲
げ
る
。
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(6) (5) 
わ
ら
な
ど
が
漁
獲
さ
れ
た
。

(4) 

油
四
駄

脇
売
り
金
四
両
三
分
弐
朱
卜

惣
f

高
廿
貫
弐
百
四
十
八
文

外
二
臓
も
の
江
戸
出
し
分

（
裏
表
紙
粟
生
村
飯
高
吉
太
郎
あ
ミ
）

一
番
あ
み
、
二
番
あ
み
を

一
番
川、

二
番
川、

単
に
一

、
二
と
肩

書
す
る
こ
と
が
多
い
。
漁
況
の
よ
い

日
は
朝
か
ら
晩
ま

で
七
、

）
ま
、
ー
~

ー
ヽ

す
じ

い
わ
し
の
筋
（
い
わ
し
の
種
類
、
混
じ
り
の
状
況
）
で
、

八
番
網
を
曳
い
た
記
録
も
あ
る
。
末
尾
に
そ
の
職
の
合
計
を
す

せ
ぐ
ろ
い
わ
し
勾
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

、
腰
長
と
も
い
う
）
に
中
羽
い

わ
し
（
マ
イ
ワ
シ
の
中
程
度
の
大
き
さ
の
も
の
）
が
多
少
混
じ

っ
て
い

る
こ
と
。

）
 

2
 

,
1
,
 

`~ 
3
 

9

_

9

 

余
」
が
二
月
一
八
日
、
桝
立
、
俵
入
れ
し
た
ら
六
一
俵
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

こ
の
ほ
か
、
ぢ
ん
だ
ご

（
ア
ジ
の
幼
魚
）
、
こ
ま
い

わ
し
（
小
羽
い
わ
し
）
、
中
腰
長
（
中
せ
ぐ
ろ
）
、
あ
じ
交
り
な
ど
が
あ
る
。

網
主
が
職
船
方
を
使
っ

て
、
干
鰯
に
加
工
す
る
こ
と
。
メ
粕
は
「
焚
く
」
と
い
う
の
で
、
そ
の
場
合
は
手
焚
に
な
る
。

る。

前
掲
の
よ
う
に
六
尺
四
方
、

高
さ
一
尺
の

い
わ
し
で
一

〇
俵
の
干
鰯
が
で
き
る
と
さ
れ
、
水
掲
げ
時
予
想
の
「
六
拾
俵

臓
物
は
雑
物
と
も
書
き
、

い
わ
し
に
混
っ
て
水
揚
げ
さ
れ
る
他
の
大
ぎ
な
魚
、
平
目
、

江
戸
の
魚
員
屋
に
鮮
魚
と
し
て
出
荷
す
る
こ
と
。

水
魚
帳
は
、
漁
事
の
日
ご
と
、
張
網
の
番
ご
と
に
記
す。

ほ
し
ざ
め
、
す
ず
き
、
鯛
、

水
揚
げ
し
た
い
わ
し
の
う
ち
、
上
部
で
鮮
度
の
よ
い
と
こ
ろ
を
籠
に
入
れ
て
売
る
こ
と
。

さ L— 
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第一〇節 鰯漁業の変遷

二
月
七
日

一
干
か
―
―
―拾
俵

代

永

六

f
文

一
磯
売
f
廿
六

f
四
百
文

代
永
―
―

-f
八
百
八
十
二
文
三
分
―――
り

ニロ
f永

九
メ
八
百
八
十
二
文
―
―
―
分
三
り

永
九
百
八
十
八
文
三
分
―
―
一
り
―
―
―
も
十
分
一
引
似

残
て永

八
メ
八
百
九
十
四
文

一
分

覚
壱
番
網
分

廿
両
か
へ
①

「
（
表
紙
）
享
和
弐
歳

戌
春
網
勘
定

壬
七
月

写13 網勘定帳

賄

清

四

郎

沖

合

側

蔵

つ
ぎ
は
「
網
勘
定
帳
」
で
あ
る
。

り
、
小
漁
船
の
生
え
さ
に
も
売
渡
し
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
「
粟
生
縄
船
四
艘
分
え
さ
」
と
あ

の
時
期
は
五
十
集
商
人
が
台
頭
せ
ず
、
も
っ
ば
ら

棒
手
（
鮮
魚
行
商
人
、
小
売
商
)
に
磯
売
し
て
い
た
。

づ
っ
作
成
す
る
も
の
で
、
沖
合
と
賄
が
こ
れ
に
当
る
。
他
網
で
は
「
曳
分
帳
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
職
に
一

冊

(7) 

売
取
は
、
売
り
上
げ
代
金
受
取
の
意
。
こ
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ニ
ッ
割
⑱

永
四

f
四
百
四
十
七
文
五
り

四
十
三
割
④
永
百
三
文
五
分
ヅ
ヽ

銭
に
し
て七

百
四
文

二
ば
ん
よ
り
入

平
五
郎
、
市
五
郎
、

吉
五
郎、

源
八
、
弥
右
ェ
門
、
半
蔵
、
亀
太
郎
、
長
之
介
、
菩
介
、
市
蔵
、
弥
四
郎
、

定
七
、
新
介
、

五
郎
七
、

虫
ク
イ

長
四
郎
、
キ
惣
八
、
新
蔵
、
仙
太
、
新
八
、
利
八
、
茂
平
二
、
利
八
、
勘
六
、
清
介
、
長
五
郎
、

口
市
、
八
百
蔵
、
市
次
郎
、
与
七
、

二

は

ん

よ

り

入

北

青

新
蔵
、
長
蔵
、
嘉
吉
、
佐
介
、
豊
蔵
、
惣
吉
、
源
七
、
勘
吉
、

八
五
郎
、
市
蔵
、
八
十
、
大
工
菩
八
、
番
、
沖
合
同
人
、
松
之
助

・
・
・
・
・
（
中
略
）
：
・
・
:

戌

正

月

十

八

日

成

戸

二

参

り

一

四

百

文

八

五

郎

善

蔵

二
月
朔
日

一

六

百

文

か

し

ま

札

代

•••••• 

（
中
略
）
…
・
:

四
月
廿
六
日

一
弐
百
文

酒

代

船

方

共

出

ス

•••••• 

（
中
略
）

．．
．．．． 

一

金

壱

分

ゑ

ん

馬

代

⑱

・・
・
・
・
・
（
中
略
）
．．．．．． 

惣
f
金
三
分
ト―
―
―
十
六

f
六
百
七
十
八
文

此
氷
六
メ
百
四
十
一二
文
八
分
一
り
諸
か
、
り
⑱

磋
売

f
金
五
両
壱
分
弐
朱
卜
銭
百
五
十
六

f
八
百
廿
六
文

此
の
永
五

f
六
百
八
十
七
文
四
分
六
り
四
ヶ
一
引
⑦

残
て
永
廿
弐
f
七
百
四
十
九
文
八
分
七
り

¥
,
1
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一
干
か
四
百
―
―
―
十
壱
俵
廿
壱
両
か
へ

此
の
永
九
十

f
五
百
十
文

磯
売
干
か

ニロ
f

永
百
拾
―
―

-
f
弐
百
五
十
九
文
八
分
七
り

内
永
八

f
八
十
九
文
九
分
九
り

残
て永

百
五
メ
百
六
十
九
文
八
分
八
り

内
永
六

f
百
四
十
三
文
八
分
一
り

残
て永

九
十
九
メ
廿
六
文
七
り

内
永
廿
四

f
七
百
五
十
六
文
五
分
一
り

残
て永

七
十
四

f
弐
百
六
十
九
文
五
分
七
り

ニ
ッ
割

永
三
十
七

f
-
―
―
十
四
文
七
分
八
り

四
十
七
に
割
り

永
七
百
九
十
文
一
分

銭
に
し
て

金
三
分
卜
弐
百
七
十
二
文

外
ニ六

百
七
十
文
出
ス

f
金
三
分
二
朱
卜
弐
文

新
助
、
五
郎
七
、
豊
蔵
、
惣
吉
、
与
吉
、

や
か
た
ナ
ヤ

利
八
、
勘
六
、
清
介
、
長
五
郎
、
八
百
蔵
、
与
市
、
市
治
郎
、
与
七
、
八
五
郎
、
新
蔵
、

本
当
り

四
ヶ

一
引
⑨

諸
か
、
り
引

十
四
ヶ
一
引
⑥
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(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

ナ

ャ

虫

ク

イ

源
七
、
嘉
吉
、
佐
助
、
半
蔵
、
市
蔵
、
勘
吉
、
長
蔵
、
平
五
郎
、
市
五
郎
、
口
太
郎
、
源
八
、
弥
助
、
半
蔵
、

貝

塚

須

原

ナ

ヤ

郎
、
定
七
、
善
介
、
清
吉
、
長
四
郎
、
キ
惣
八
、
新
蔵
、
仙
太
、
新
八
、
茂
平
二
、
長
治
郎
、
新
蔵
、
又
蔵
、

金

壱

両

弐

分

卜

五

文

当

り

引

分

ヶ

共

八

五

善定

戌
七
月
七
日
立
合
勘
定
相
済
み
申
し
候

こ
こ
に
は

―
一
月
七
日

一
番
あ
み
分
の
み
掲
げ
て
、
二
月
七
日
の
―
-
、

-―-‘

二
月
九
日
、
二
月
一
四
日
一
、
二
‘
――-
‘
四
、
五
“
、
二
月
一
五
日
一
、
一
一
番
分
を
省
略
し
た
。

春
秋
職
の
前
後
で
も
い
わ
し
の
魚
鮮
が
見
え
れ
ば
出
漁
す
る
。
こ
の
勘
定
を
職
中
の
配
分
金
（
本
当
り
）
と
区
別
し
て
「
引
分

け
」
と
い
う
。
引
分
け
は
運
上
勘
定
の
外
と
な
る
ほ
か
、
職
船
方
が
加
っ
て
い
な
い
の
で
配
分
率
は
よ
い
。

干
鰯

一
0
0俵
に
つ
い
て
二

0
両
の
意
。
干
鰯
問
屋
の
仕
切
状
で
は

一
両
に
何
俵
か
え
と
な
る
（
干
鰯
相
場
）
。

で
づ
ら

二
月
七
日

一
番
網
の
出
面
の
代
の
合
計
、

四
―
―
一
で
割
る
こ
と
。

四
、
五
、
六
番
、
二
月
八
日
の
一
、
二
‘

-―一番、

ニ
ッ
割
は
網
主
取
り
分
五
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
、

船
方
共
取
り
分
五

0
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
の
こ
と
。

絵
馬
の
代
、

職
前
、
職
中
に
か
か
っ
た
特
別
経
費
、
網
主
立
替
分
。

通
常
、
水
掲
げ
さ
れ
た
い
わ
し
は
「
大
場
」
（
売
り
い
わ
し
）
と
そ
の

―
10
。ハ
ー
セ
ノ
ト
量
の
「
下
場
」
（
岡
者
い
わ
し
の

分
け
前
を
も
ら
う
た
め
に
、
網
を
曳
い
た
り
い
わ
し
を
運
ん
だ
り
す
る
人
々

で
主
と
し
た
岡
郷
か
ら
働
き
に
来
て
い
た
。

：
・
：
'
に
与
え
る
い
わ

道
具
代
。

日
頃
信
心
し
て
い
る
社
寺
に
大
漁
を
祈
願
し
て
、
絵
馬
を
あ
げ
る
風
習
が
あ

っ
た
。

,
J
l
_
1
,
 

七介郎
(10 

十
五
郎
、

金
七

L-

長
八
、
弥
四

＼

ー

＼

L

．

ー

＼

1

1

ー
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る。

配分率

（網主） （漁夫）
時

表92悪
け
れ
は
容
易
に
集
ま
ら
ず
、
配
分
率
が
よ
く
て
も
漁
を
し
な
い
網
に
は
人
が
来
な
い
。

飯
高
家
の
五
分
、

五
分
は
、
九
十
九
里
浦
地
曳
網
の
中
で
は
決
し
て
高
い
も
の
で
な
く
、
普
通
の
部
類
に
属
し
て
い
る
こ
と

こ
こ
で
飯
高
家
文
書
か
ら
一
七
八
四
年
（
天
明
四
）
か
ら

一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
）
ま
で
の
水
魚
帳
々
尻
／
高
の
一
覧
を
掲
げ

が
判
る
。 網

海上郡足川村
岩 井

同郡

分

分

分

分

分

分

分

分

分

5

3

4

5

-

3

4

4

6

5

 

-9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

一9
9

9

9

9

9

,

'

網主・舟方配分率

天保 3年～
家 1 明治38年 5分

山辺郡四天木村
祖父の時 7分

鎌田家
父の時 6分
自分の時 5分

始め 7分
家終わり 6分

家L_J6分

始め 4分
終わり 5分

一宮村
下町の網

5分 :5分

同郡一人鸞噂 I 7分 5厘 3分 5厘

『九十九里浜の地曳網漁業第 2』吉五幸夫より

主

同村
斎 藤

同郡 片貝村
清 水

長柄郡古所村
長兵衛家

同郡

代
口
船
方
や
職
船
方
を
求
め
る
に
し
て
も
、
配
分
率
が

有
利
な
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
七
分
、

三
分
と
い
う
極
端
に
網
主
が

う
な
先
学
の
研
究
が
あ
る
。

な
お
、
網
主
と
船
方
の
配
分
率
に
つ
い
て
、
表
92
の
よ

⑩
船
方
の
代
表
が
立
ち
会
い
勘
定
を
し
て
い
る
。

(9) 

職
中
の
道
具
代
（
船
、
網
、
諸
道
具
損
料
）
。

⑧
漁
獲
運
上
。
曳
き
高
の
一
四
分
の
一
と
定
っ
て
い

注
⑥こ。

キ
ー 綱

主
が
預
か
り
、
後
に
岡
者
の
責
任
者
に
渡
す
。

渡
す
部
分
を
除
く
）
は
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
金
で
引
き
、

し
）
に
分
け
ら
れ
る
が
、
磯
売
り
分
（
五
十
集
商
人
に
売
り
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9 - • ● ● 9 9 9 西
八八 ノ＼ノ＼ j＼八 ノ＼ 八七 七 七 七七七七七七

0 0  00  

゜
〇0九九

九九九九九八八八
七五 八 七五 四 三 九七 四 暦

文 享 喜 天 元
化 和 明

〇九 四二 元 0九七 六五元七四 万Eコ

春 秋秋春秋 秋春春秋春 秋春春秋春春春秋秋秋春春
職
別

9,  ・ 干、、 、、 ヽ 、、 、、、、、 、、、
鰯

七 一〇八 四五ニー 一 五 ー五〇 九四五 六 一 六 ー 0-
七 四七六六四七三一九0五三 二 八〇0二四五〇四五 〇0 
〇 七七九九八六一六 七四 〇 九 八二八九六 三 俵
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船方本当りまし代引分け配分調べ
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乙松 平兵衛善太郎芝金蔵 藤 ノ下熊太郎八左
衛門千蔵万之助太吉清八下夕谷金蔵吉六
長四郎清蔵辰之助源次郎利七 権 介 五 郎七
八五郎伝蔵三治円蔵藤ノ下留次郎源七せが
れ清二郎大工

喜六大沼留次郎

徳右衛門

沖合平五郎

i --

1824年 （文政7)7月「申春職船方渡帳」か ら
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古
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5
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さ
ら
に
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三
蔵
、
番
、
道
具
」
は
未
成
年
か
、
老

は
ん
し
ろ

年
の
者
で
、
半
代
と
か
七
分
五
厘
と
か

の
配
分
率
の

も
の
で
あ
る
。

そ
の
当
り
分
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

る
。
こ
れ
よ
り
以
下
の
者
は
、
職
中
休
み
が
あ
り
、

し
た
と
み
ら
れ
る
者
の
配
当
か

一
両
で
、
二
七
名
あ

け
し
た
全
部
の
船
方
に
つ
い
て
、

金
高
に
よ
っ

て
区

第

94
表
は
、
前
掲
の
帳
簿
に
基
づ
い
て
、
当
り
わ

を
差
し
引
き
、
残
金
が
あ
れ
ば
支
払
う
。

し
、
職
末
当
り
引
分
け
の
額
が
確
定
す
る
と
、
こ
れ

て
賄
か
ら
内
渡
し
を
し
、
帳
面
に
は
「
か
し
」
と
記

前
掲
の
文
書
で
も
、
職
の
中
途
で
何
回
か
に
わ
け

れ
る
の
で
、
従
っ
て
船
方
へ
の
渡
し
勘
定
も
七
月
、

―
―
一
月
の
両
度
に
な
る
。

分
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

ひ
と
し
ろ

こ
れ
を
見
る
と
、

一
代
ど
り
の
水
主
で
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中
皆
勤

網
勘
定
は
春
職
が
七
月
、
秋
職
が

＿
二
月
に
行
わ
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表95

1網

網方帳簿の相関関係

田村作表

桜l粘 定
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［舟方
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渡 帳I
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内 4分 I ill只代91

差 りI * 
カコ

2ツ利（綱i，水主）

代に割（本当り）

外に'）1分け

ー 代
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入
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五
郎
」
の
場
合
四
代
ど
り
で
あ
る
。
漁
業
技
術
に
秀
で
て
い

い
ず
れ
も
船
頭
で
あ
ろ
う
。

七
」
は
炊

（
か
し
ぎ
）
、
「
喜
六
、

留
次
郎
、

源
六
、

清
五
郎
」
は

一
両
二
分
す
な
わ
ち
一
代
半
ど
り
の

み

し

る

「徳
右
衛
門
」
は
中
乗
で
、
沖
合
は
三
代
が
通
例
だ
が
、
こ
の

こ
れ
ま
で

に
網
方
帳
簿
と
し
て
水
魚
帳
、
網
勘
定
帳
、
船
方
渡

よ
ろ
ず
お
ぽ
え

帳
を
挙
げ
て
解
説
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
船
方
差
引
帳
、

万

覚

ち
ょ
う

帳
が
あ
る
。

控
除
す
る
。

一
両
一
分
は
二
五
バ
ー

セ
ン
ト
の
増
代
と
り
で
、
「
上
ナ
ヤ
利
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第一章 産業の発展

方
代
数
六

0
と
す
れ
ば

（
網
主
立
替
分
）

一
代
の
額
が
算
出
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
職
の
期
間
外
の
引
分
け
分
を
加

を
差
し
引
き
、
さ
ら
に
残
額
の
四
分
の
一
を
道
具
代
と
し
て
と
り
、
こ
う
し
て
残
っ
た
額
を
ニ
ッ
割
に
し
、
網

し
ろ
か
ず

主
と
船
方
が
分
け
る
。
船
方
分
は
代
数
で
割
り
、

え
、
そ
の
船
方
の
代
に
合
わ
せ
て
個
人
個
人
の
額
が
き
ま

．る。

こ
の
額
が
船
方
渡
帳
に
記
帳
さ
れ
、
内
渡
し
分
や
下
り
金
充
当
分
を
引
き
、
期
末
渡
し
分
と
な
る
。

船
方
下
り
金
が
多
額
で
し
か
も
不
漁
で
当
り
が
少
な
い
と
ぎ
は
充
当
で
き
ず
に
期
末
の
下
り
金
と
な
り
、
船
方
差
引
帳
に
記

網
主
は
自
己
の
取
り
分
、
預
り
分
は
万
覚
帳
（
樵
業
経
営
上
の
全
収
入
と
全
支
出
を
記
帳
）
に
入
れ
、
下
場
の
預
り
や
運
上
歪
は

後
に
そ
れ
ぞ
れ
へ
支
払
う
。

｀ ‘ 
か
り
に
水
魚
帳
の
計
か
五

0
0両
あ
っ
た
と
す
る
と、

道
具
代
は
一

0
六
両
く
ら
い
、
網
主
取
り
分

一
七
九
両
、
船

一
代
三
両
弱
と
な
る
が
、
不
漁
時
、

帳
さ
れ
、
既
往
の
下
り
金
に
合
計
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

0
両
の
水
揚
げ
し
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
道
具
代
は
七
両
三

分
し
か
な
ら
ず
、
網
主
の
取
り
分
は
一

―
両
三
分
と
な
る
。

極
め
て
大
雑
把
な
計
算
を
し
た
が
、
地
曳
網
船
の
耐
用
年
数
は
六

1
七
年
と
い
わ
れ
、
本
来
な
ら
ば
道
具
代
を
菩
積
し
て
、
船
、
網
株
、
そ
の
他
の
道
具
類
の
整
備
に
充
て
る
べ
き
筈
の
も
の
が

不
足
し
、
そ
の
う
え
職
船
力
に
対
す
る
前
貸
金
の
用
意
な
ど
ひ
っ
く
る
め
て
仕
込
金
（

一乗
あ
た
り
―

1
0
0両
以
上
と
い
わ
れ
る
）

が
足
り
ず
、
網
主
の
持
ち
出
し
と
な
り
、
あ
る
い
は
他
所
か
ら
借
金
す
る
始
末
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
（
飯
高
家
文
書
）

借
用
申
す
金
子
證
文
の
事

一
金
六
拾
壱
両
弐
分
弐
朱

但
し
通
用
金

右
は
来
る
卯
の
春
網
相
続
金
に
差
し
詰
ま
り
書
面
の
通
り
借
用
致
し
網
相
続
仕
り
候
所
実
正
也
、
返
済
の
儀
は
拾
五
両
壱
分
の
利
足
を

,＇‘、
・d̀
c

•
K
I

＼
ー
、

1
9
9
,
‘

ー`

1
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第一〇節 鰯漁業の変遣

弐
拾
俵

但
ッ
四
斗
壱
升
五
合
入

（
マ
マ
）

代

金

拾

両

壱

歩

弐

朱

八

斗

か

へ

な

や

右
は
口
左
衛
門
網
漁
家
飯
米
に
差
し
支
え
費
殷
へ
御
無
心
申
す
と
こ
ろ
実
正
也
返
済
の
義
は
来
る
子
ノ
ニ
月
中
に
勘
定
仕
る
べ
く
候
其

の
節
に
至
り
一
言
の
異
義
申
す
ま
じ
く
候

後
證
の
為
一
札
俯
て
件
の
如
し

「

米

借
用
證
文
の
事

一
御
蔵
米

の
飯
米
を
借
り
る
例
が
あ
る
。

さ
ら
に
網
主
が
困
窮
し
て
く
る
と
、
附
属
商
人
の
代
表
で
あ
る
帳
元
（
こ
こ
で
は
網
水
魚
取
立
役
）
が
網
主
に
か
わ
り
、
納
屋

粟
生
村

惣
兵
衛
殿

粟
生
村弥

惣

細
屋
敷
村

東

一
之
袋
村

證

人

勘

右

衛

門

広
瀬
村

證

人

ロ

ロ

ロ

ロ
蔵 口

⑲
 

⑱ ⑲
 

⑱
 

'---

加
え
、
来
卯
春
中
引
き
あ
げ
候
干
鰯
右
金
高
相
済
候
迫
は
貴
殿
方
へ
残
ら
ず
相
渡
し
申
す
べ
く
候
万
と
一
不
漁
に
て
引
き
足
り
申
さ
ず

侯
は
ば
所
持
の
袋
三
ッ
相
渡
し
候
と
も
又
は
秋
中
引
上
候
諸
魚
に
て
お
取
り
に
な
ら
れ
候
共
貴
殿
お
勝
手
に
仕
る
べ
く
候
毛
頭
相
違
仕

る
ま
じ
く
候
後
日
の
た
め
證
文
俯
て
件
の
如
し

（
一
七
七

0
)

明
和
七
年
寅
十
二
月
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第一章 産業の発涸

て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

図
79
で
あ
る
。

地

曳

網

の

納
屋
船
網
諸
道
具

大
地
曳
網
の
経
営
を
継
続
し
て
行
く
上
で
、
最
低
ど
の
程
度
の
水
揚
げ
が
必
要
と
な
る
か
、

先
学
の
説
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
地
方
の
資
料
で
は
、
こ
れ
を
明
確
に
示
す
も
の
は
な
い
の
で
、
こ
の
程
度
に
止

め
て
お
く
。

干
鰯
問
屋
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
項
で
詳
細
に
述
べ
る
の
で
割
愛
す
る
。

図
78
は
九
十
九
里
町
内
に
お
け
る
大
地
曳
網
々
主
の
居
宅
と
納
屋
の
位
性
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
、

豊
漁
期
に
増
加
し
た
中
小
地
曳
網
主
や
短
期
間
の
営
業
者
は
除

い
て
あ
る
。

こ
の
中
の
不
動
堂
網
佐
久
間
覚
兵
衛
家
の
納
屋
の
配
置
を
調
べ
た
資
料
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
作
図
し
た
も
の
が

こ
の
場
合
、
「
納
屋
」
は
総
称
で
、
上
納
屋
、
下
納
屋
、
網
納
屋
、
袋
納
屋
、
番
屋
、
物
置
、
井
戸
小
屋
な
ど
七
棟
が
建
っ

上
納
屋
は
網
主
が
居
宅
か
ら
出
張
し
て
く
る
と
こ
ろ
で
、
粟
生
村
飯
高
惣
兵
衛
家
の
上
納
屋
は
、
表
間
口
四
間
半
、
奥
行
二

せ
い
そ

間
半
、
上
座
敷
は
八
畳
敷
き
で
床
の
間
、
違
い
棚
、
縁
側
が
つ
ぎ
天
井
も
張
っ
た
極
め
て
清
楚
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
客

庄
兵
衛
殿

（
一
八
五
一
）

嘉
永
四
亥
十
二
月
日

請
人

,．

'
,
1
1
`
p
,
＼
'
’
 

い
わ
ゆ
る
採
算
点
に
つ
い
て
、

借
主網

水
魚
取
立
役

口

兵

衛

長

左

衛

門

（
小
川
家
文
書
）
」

⑱
 

.

9

1

,
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第一〇節 鰯漁業の変遷

0

0

0

 

0
 

ほ
か
台
所
用
具
が
置
か
れ
、
そ
の
ほ
か
、
大
工
道
具
、
鍬
、
鎌
、
か
な
て
こ
、

お
お
か
ま
ど

下
手
の
土
間
に
は
大
釜
三
個
を
載
せ
た
大
鼈
が
あ
り
、
メ
粕
を
焚
く
に
用
い
た
。

番
屋
に
は
平
常
、
沖
合
、
中
乗
の
ほ
か
数
名
の
船
方
が
詰
め
て
海
上
を
眺
め
、
鰯
群
の
廻
遊
に
注
意
し
て
い
た
。

網
納
屋
は
、
半
分
板
敷
、
半
分
土
間
で
、
網
、
綱
、
麻
苧
、
櫓
な
ど
の
諸
道
具
、
空
俵
、
縄
な
ど
の
諸
資
材
、
手
干
の
干
鰯

俵
も
収
納
し
た
。

堀合

口ド納用［職船方が起居するところ）

辺

橋

網納足 （刹蔵兼1乍業場）

口 日

小松林

上納歴 （網主のポ務所）

□
日

□□ 
［ 

／ 

逍

0

0

0

 

0
 

つ
る
は
し
、
大
槌
ま
で
備
え
て
い
た
。

図79

あ
と
は
土
間
で
あ
っ
た
。
土
間

0

0

0

 

に
は
炊
飯
用
の
小
さ
な
へ
っ
つ

゜いが
あ
り
、
大
小
の
鍋
、
釜
の

筵
が
敷
ぎ
詰
め
ら
れ
て
お
り
、

上
納
屋
に
近
い
五
間
は
板
敷
で

の
下
納
屋
は
海
に
面
し
て
、
表

芝地

不動堂網佐久問覚兵衛家納屋配置図

原図鈴木銀市 作図田村

船
方
の
居
所
で
、
粟
生
隠
居
網

間
ロ

一
三
間
、
奥
行
四
間
で
、

下
納
屋
は
沖
合
、
賄
、
以
下

給
仕
人
、
下
働
ぎ
が
い
た
。

あ
り
、

下
座
敷
に
は
料
理
人
、

が
あ
れ
ば
酒
宴
を
催
す
こ
と
も
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第 章 産業の発展

稔 I'“k

大正初期片手地曳船
99木銭市汝料

江戸期地曳船飯高家
船中心の内汰,,,と費艮から撞It

r
 

8
 

尺

．
 

止内•
し．．

 

，
 

＇ ，
 

＇ ，
 

．
 

t
 

3
 

，ヽーIO 
注内のL

 r
 
，
 

尺

船

3
 

3
 

,

1
~

ー
·
|

敬

i .......-―--←i-．． 
敷長 51尺

図80

畿長 15尺

大正初期期片手地曳船と江戸期地曳船飯高家

,

；

 

は
到
底
積
み
込
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ペ
て
お
り
、
後
で

ふ
れ
る
網
、
袋
の
長
大
さ
か
ら
し
て
、
五
間
半
や
七
間
の
船
で

以
上
は
確
実
に
あ
る
。

船
は
前
記
の
網
や
網
を
桔
み
込
む
訳
で
す
か
ら
、
現

し
か
ね
る
。

地
曳
網
船
に

つ
い
て
「
二
艘
あ
り
、
左
船
が
真
網
船
、
右
船
が
逆
網
船
で
、
長
さ

共
に
五
間
五
尺
乃
至
六
、
七
間
、
幅
九
尺
以
上
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

に
わ
か

幅
は
と
も
か
く
と
し
て
、
長
さ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
事
由
か
ら
、
俄
に
賛
成

前
に
引
用
し
た
中
村
茂
吉
の

口
述
記
録

「
九
十
九
里
浜
揚
繰
網
漁
業
の
変
遷
」

に
「
正
月
二
日
朝
：
·
·
：
上
納
屋
へ
お
祝い
の
歌
を
う
た
い
：
·
：
•
そ
の中
に
＂
巾
は

二
十
四
枚
長
さ
四
十
八
間
の
新
袋
：
・
・
：
現
在
の
網
（
筆
者
註
片
手
地
曳
網
）
の

二
倍

在
の
船
よ
り
も
ず
っ
と
大
型
で
：’
．．． 

私
の
祖
父
が
話
し
て
居
り
ま
し
た
。
」
と
述

図
80
は
、
船
型
を
同
じ
と
仮
定
し
て
、
筆
者
が
大
正
初
期
の
片
手
地
曳
船
を
基

う
ち
の
り

本
に
作
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
船

の
大
き
さ
は
敷
の
長
さ
と
船
の
中
心
の
内
法

（
腰
当
梁
の
長
さ
）
に
関
係
す
る
。

こ
れ
を
整
理
す
る
と
表
96
の
よ
う
に
な
る
。

表
に
伊
勢
湾
の
例
が
あ
る
。
こ
の
船
に
積
載
し
た
網
は
片
網
一
八
九
ー
ニ

0
0

間
の
大
地
曳
網
で
あ
る
。
『
海
と
人
間
』

一
九
八
五
、

―
二
号
（
届
羽
海
の
博
物
館
発

つ
ぎ
は
船
で
あ
る
。
山
口
和
雄
は
そ
の
著
『
九
十
九
里
藷
地
曳
網
漁
業
』
で
、

'
，

9

.

,

ー
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第一〇節 鰯漁業の変遷

流

r
流

f
組
ハ
長
サ
四
拾
間
全
ヨ
リ
五
拾
間

全
一
．
至
ル
意
心
ヲ
以
テ
作
ル
其
目
ノ
火
サ
凡
Ji

六
寸
或
ハ
を
尺
位
ナ
リ
此
網

ノ
水
中
二
沈
下
ス

ル
ト
キ
ハ
其
色

N
明
ニ
ン
テ
光
彩
ア
ル
ガ
故
ニ

節
魚
ハ
其
彬
二
恐
レ
オ
ノ
ノ
キ
闇
黒
ナ
ル
麻
網

／
中
へ
逸
レ
人
リ

n吠
他
へ
逃
脱
セ
ザ
ル
様
―
-

公
社
七
シ
モ
ノ
ナ
リ

r祖

f
紺
ハ
麻

ir
ヲ
以
テ
製
ン
柏
皮
ノ
名

汁
ヲ
以
テ
改
染
ス
（
以
下
皆
同
ジ
）
長
サ
四

拾
間
ヨ

リ
ム
拾
問
二
至
ル
上
下
二

綴
続
ス
ル

ヲ
足
綱
卜
云

7
此
足
紺
ヲ
除
キ
．
二
反
ヲ
連
絞

シ
テ
＂
ビ
枚
ト
ナ

シ
祖

I
H
ハ
ー
反
ノ
湛
ヲ
以

炊
へ
百

y
ソ
ナ
リ
（
以
下
仲
頴
奥
祖
共
総
テ

同
一
ナ
リ
）
メ
足
綱
ノ
目
ハ
ご
拾
五
ソ
ノ
ト

ス
網
ハ

Ii尺
ヲ
以
テ
必
間
ト
ヌ

仲

網

仲

網

ハ

．

二

八

’
H組
卜
云
フ
長
六

ト
間
ヨ
リ
ヒ
拾
間
二

f
ル
．
＿
．
反
ヲ
綴
絞
・
ン
テ

枚
ト
ナ
ス

スr
 

ーヲ枚

奥
網

拠
組
又
資
紺
卜
云

フ

長

サ

六

卜

間

ヨ

六百ご

リ
ヒ
十
問
允
1

一
至
＂
＞
六
反
ヲ
以
テ

．
枚
ト
ス

体惣1

、オ
浮

芙
登

m

処
綱
ノ
目
密
ナ

リ
養
網

―一
接
続
ス
袋
引
祖

ト
云

7

嚢
綱

嚢
絹
ハ

長
＂
ぷ
．
拾
間
ヨ
リ
四
拾
間
二
至
リ

横
巾
大
略
卜
八
九
間

二
／
テ
汲
裏
三
拾
反

ヲ
吊

秘
シ
テ
一

嚢
ト

ノ
表
哀
共
中
央

ヨ
リ
縫
合
七
大

漁

ノ
叶
ハ
此
縫

11
ヲ
切
り
解
キ
量
中

ノ
魚

ヲ
捕

ル
ニ
便
宜
ト
ス
綱
ノ

H
ハ
横

ヲ
以
―
T
数
へ

ti
ノ

ノ
ナ
リ
此
組
ハ
通
常
1

一
拾
反
ナ
レ
ド
モ
或
ル
ニ

ー
,
,反

1

一卜
四
反
一
ー
造
ル

モ
9

ア＂’

9

、

賓釦1)j二貰I¥HI―I 原錘三l'tJ＼百R

図81 地曳網全図 『千葉県漁業図解』より田村写図

『
九
十
九
里
』
と
題
す
る
写
真
帳
が
、

定
さ
れ
る
。

九

り
、
網
の
総
長
か
約
七

0
0
間
に
近
か
っ
た
と
推

網
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
お

飯
高
家
で
は
、
船
、
網
、

諸
道
具
な
ん
で
も
他

行
）
。

稲

八川平山
大地曳

粟生飯高
大地曳

表96 地曳船船体の比較 田村作図

（九十九里浜の船は船型が同じと仮定）

全 巾 l敷 長 l全

冒塁賢貸誓 6尺 8寸 33尺 I 

喜 9尺 2寸 45尺 5寸

喜10尺 3寸 51尺

痴伊勢 ・津寺本家
大地曳船

8尺5寸 36尺

◎全巾は腰当梁の内法寸法

※ 『面と人間』 1985 No.12から

別 長

49尺

67尺

75尺

48尺
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第一章 産業の発展

放
丸
太

ま
ね

招
旗
と
当
て
る
。
木
綿
で
作
り
、
網
主
の
家
紋
な
ど
を
染
め
て
あ
り
、
大
漁
を
知
ら
せ
る
旗゚

は

ク
リ
の
長
さ
八
尺
、
周
囲

一
尺
二
、
三
寸
の
丸
太
の
皮
を
剥
い
だ
も
の
で
、
船
を
押
し
出
す
時

も
が
き

五
年
（
大
正
四
）
に
片
貝
の
中
西
薬
局
か
ら
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
当
時
の
漁
業
の
模
様
が
十
数
葉
収
め
ら
れ
て
い
る

ヵ日，

そ
の
時
期
か
ら
い
っ
て
、
既
に
消
滅
し
た
大
地
曳
網
の
船
体
は
廃
船
と
し
て
砂
丘
の
蔭
に
そ
の
マ
ン
モ
ス
の
よ
う
な
身
を
横

た
え
て
い
た
に
相
違
な
い
が
、
被
写
体
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

網
に
つ
い
て
は
『
千
葉
県
漁
業
図
解
』
の
図
に
該
当
事
項
を
併
わ
せ
て
筆
者
が
模
写
作
成
し
た
図

82
を
掲
げ
る
。

で
く
ど
く
ど
し
い
解
説
は
不
必
要
と
思
う
。

あ

ば

な
お
「
浮
木
」
は
網
羽
、
網
端
と
も
書
き
、
桐
材
で
長
さ
八
寸
、
巾
――一
寸
、
「
重
錘
」
は
沈
子
と
も
書
く
。
古
に
は
石
、
陶

櫓
、
山
口
和
雄
の
『
前
掲
書
』
に
「
漁
船
一
艘
に
七
挺
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
饂
櫓
一
、
脇
櫓

一
、
前
櫓

一
、
表
櫓
六
、

計
九
挺
か
正
し
い
。
同
書
に
よ
れ
は
「
腿
櫓
は
長
さ
一
丈
八
尺
、
幅
七
寸
、
脇
櫓
は
長
さ
一
丈
七
尺
五
寸
、
幅
六
寸
、
前
櫓
は

長
さ
一

丈
七
尺
、
幅
五
寸
五
分
、
表
櫓
は
長
さ

一
丈
七
尺
五
寸
、

幅
五
寸
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

悼
、
『
漁
村
維
持
法
』
で
は
、
二
艘
で
六

0
本
、

誌
』
に
は
一
艘
四
本
、

二
艘
で
八
本
の
ほ
か
、

「印
し
悼
」

一一
本
と
な
っ
て
い

る。

お
き
ざ
る

沖
家

の
み
、
大
包
丁
を
入
れ
る
も
の
。

か
ぎ
じ
よ
う

杉
竿
の
先
に
鉤
状
の
金
具
が
付

い
て
い

て
、
海
中
に
物
を
落
し
た
時
に
使
用
。
藻
鉤
と
も
書
く
も
の
か
。

ク
ヌ
ギ
、

ナ
ラ
、

製
で
、
近
く
は
鉛
で
つ
く
ら
れ

う
ち
四

0
本
が
杉
丸
太
、
残
余
は
竹
竿
と
し
て
あ
る
が
、
『
房
総
水
産
図

一
個
―
―
-0目
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

が
、
大
地
曳
網
に
係
る
も
の
は
な
に
も
な
い
。

ー
，
＇
9
，
9
,
9

し＇ー

1
1

一
目
瞭
然

99,’~ 
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序
戸揚げざる

亨
房 盤 シラともいう

腕木 ロスソ
ック ょ二ニづ＄＋ — ' 三二二二二)

イレコ
房櫓

房ま ね序 ] 
房沖ざる

/
 

0 - - -- t 

房大丸太

千 綱

すくい玉

｀ 
千

房紛水産図誌→房 千薬県漁業図解→千

図82 地曳網の諸道具 『房総水産図誌』『千葉県漁業図解』より

地
曳
網
の
施
設
、
設
備
、
器
材
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

揚
げ
ざ
る

掬
い
だ
ま
袋
か
ら
鰯
を
水
揚
げ
す
る
時
に
使
う
た
ま
。

と
っ
た
り

袋
口
を
く
く
る
縄
。

右
に
同
じ
、
ざ
る
。

腰
に
巻
い
て
綱
、
網
を
曳
く
具
。

腰

引

綱

、
網
に
先
端
の
木
片
を
利
用
し
て
ひ
っ
か
け
、

し
め
縄

人
で
長
棒
を
さ
し
て
担
ぐ
。
こ
れ
を
一
棒
と
す
る
。
房
と
も

い
う
。
片
船
に
五
十
房
の
綱
を
備
え
る
。

み

と

だ

る

う

け

う

き

美

登

樽

木

鵞

樽
、
袋
口
に
結
ん
で
浮
子
と
し
、
曳
網
の

と
き
袋

口
が
せ
ば
ま
る
の

を
防
ぐ
。
ま
た
陸
上
か
ら
見
て
袋

み

と

位
臨
が
判
る
。
美
登
と
は
「
見
止
」
（
認
め
る
意
）
あ
る
い
は

大
漁
時
に
袋
を
陸
に
曳
き
揚
げ
る
に
使
用
。

斗
入
り
の
空
樽
を
い
う
か
。

曳
網
麻
製
で
長
さ
二

0
問
で

一
巻
き
と
し
、
船
方
が

田村作図

横
四
尺
。
「
す
ら
」
と
も
い
う
。

盤
船
を
曳
き
上
げ
る
際
、
台
と
な
る
も
の
、
縦
六
尺
、

に
使
用
。
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第一章 産業の発展

表97

金 額 内

大地曳網漁具代価

1 金額 I 訳 内

広瀕弥吉『地曳網並びに八手網の景況』より

7て、
飢

350円 1漁船 2隻 340円 但奥網荒手 6反にし
て中網を除きて用い

136円 櫓18挺 ず，これは鰯漁に用
内 トモ ロ2挺28円 い兼ねる古網を以て

表前脇櫓櫓櫓 2 挺挺挺26 19円
製す。夏漁にて小漁

2 3円 なる故なり
12 6円 内袋但 1個60円

し古袋を用い

1,800円 袋4個 る。

内一ニ四番翡番袋袋

600円
500円 1,200円 綱160房0銭但壱房に付
400円 7円5 積り
300円

500円 船濡場袋 アバ 床魚木
730円 網壱農張分

バソ木 担網

内 網＇ 2反250円 腰具引の類 其の他小
2反150円 道 悉皆積 り

荒手 2 反2 0 0 円
5,996円2反130円 合 計

640円 代り塁網壱網張分 参考
内 2 反反2 2 0 円

網 2 130円 中地曳網 4,635円20銭
荒手網 2反180円

手 2反llO円 小地曳網 2,620円

田村作表

に
は
適
当
な
も
の
が
見
当
ら
な
い
の
で
、

か
な
り
あ
り
、

そ
れ
ら

に
つ
い

て、

改
苦
策
、

単
に
一
網
主
に
留
ま
る
も
の

は
別
に
し
て

種
、
多
様
な
問
題
が
あ

っ
た
。

が
、
納
屋
を
除
き
、
船
、
網
、
諸
道
具
を
新
た
に
調
達
す
る
と
、
ど
の
程
度
の
金
額
を
要
す
る
か
。
残
念
な
が
ら
地
方
の
文
書

一
八
八
二
年

（
明
治
一
五
）
『
大
日
本
水
産
会
報
告
第
一
巻
第
五
号
』
に
報
告
さ
れ
た

広
瀬
弥
吉
の

「
地
曳
網
並
に
八
手
網
の
景
況
」

一
応
の
目
安
と
し
て
理
解

大
地
曳
網
漁
業
を
と
り
ま

く
問
題
と
し
て
、
経
営
経

済
、
船
方
雇
傭
、
漁
場
出
入
、
対
商
人
な
ど
多

も
、
九
十
九
里
浦
一
円
の
網
主
共
通
の
事
項
も

解
決
策
を
協
議
し
、
条
項
に
定
め
て
こ
れ
を
遵

地

曳

網

の

浦

方

議

定

願
い
た
い
。

な
い
感
は
あ
る
が
、

規
模
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
判
然
と
し

た
だ
し
、
広
瀬
弥
吉
が
調
査
し
た
船
や
網
の

こ。f
 

に
述
べ
ら
れ
た
事
項
を
ま
と
め
て
第
97
表
と
し

,

1

 

327 



第一〇節 鰯漁業の変遷

(5) (4) (3) (2) 「囚）
 

ー
＇ー，

し
か
し
、
試
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
協
議
に
参
会
す
る
も
の
は
、

対
岸
の
火
事
視
し
て
無
関
心
の
者
が
多
か
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
が
網
主
で
な
く
、
賄
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
、

で
あ
る
か
ら
同
様
の
事
項

に
つ
い

て
再
三
議
定
し
て
い
る
。

油
方
議
定
に
つ
い
て
は
多
数
の
地
方
文
書
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
議
定
書
を
二
、
三
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

（
作
田
家
文
書
）
相
定
め
申
す
一
札
の
事

一
猟
漁
船
出
入
り
の
節
高
浪
暴
風
早
潮
等
に
て
破
船
に
候
か
ま
た
は
沖
中
に
源
流
の
硼
居
浦
他
浦
に
限
ら
ず
助
け
船
等
早
速
差
出
し

け

が

申
す
べ
く
候
勿
論
自
沖
に
居
り
合
わ
せ
候
船
は
成
る
ぺ
く
だ
け
右
の
場
所
へ
船
漕
ぎ
寄
せ
水
主
に
怪
我
な
ど
こ
れ
な
き
内
に
引
き

上
げ
申
す
べ
く
候
其
の
外
船
道
具
網
櫓
諸
色
流
れ
行
き
次
第
そ
の
所
の
浦
し
よ
り
水
主
差
し
出
し
早
速
取
り
上
げ
置
き
申
す
べ
く

な
お
ざ
り

候
尤
も
平
日
た
り
と
て
も
櫓
枠
盤
鎌
諸
品
な
ど
に
至
る
迫
常

t
心
懸
け
申
し
付
け
置
く
べ
く
候
若
し
等
閑
に
致
し
骰
き
網
主
ほ
か

よ
り
相
知
れ
候
は
ば
後
会
の
節
不
埓
の
浦
網
主
共
へ
組
合
中
間
よ
り
急
度
申
し
付
け
べ
く
候

司

④
 

③
 

一
網
張
前
に
付
先
手
網
後
手
網
或
い
は
通
し
網
抱
え
網
前
網
其
の
ほ
か
い
づ
れ
に
て
も
相
互
に
網
障
り
な
ど
こ
れ
な
ぎ
様
和
熟
致
し

（

我

）

け

ん

か

引
き
付
け
申
す
べ
く
候
去
り
な
が
ら
潮
向
に
よ
り
網
袋
な
ど
破
損
仕
り
候
共
但
し
家
意
喧
嘩
口
論
な
ど
こ
れ
な
き
様
相
鋲
め
申
す

（

尽

）

（

駈

）

べ
く
候
然
れ
ど
も
水
主
大
勢
の
儀
故
万
一
口
論
に
及
び
理
不
審
な
る
者
も
こ
れ
あ
り
候
は
ば
其
の
節
居
合
わ
せ
候
網
主
共
映
付
其

の
趣
應
取
り
鎖
め
申
す
べ
く
候
若
し
又
筋
に
寄
り
済
み
か
ね
候
は
ば
早
速
廻
文
を
以
て
組
合
へ
相
触
れ
申
す
べ
く
候

い
わ
れ

一
沖
合
水
主
乗
り
組
み
の
儀
謂
な
き
高
金
出
し
乗
り
組
み
致
さ
せ
申
ま
じ
く
候
勿
論
こ
れ
迄
乗
り
組
み
候
網
元
の
儀
相
礼
し
そ
の

け
っ
じ
よ
う

上
相
抱
え
申
す
べ
く
候
決
定
無
沙
汰
の
取
り
計
ら
い
致
す
ま
じ
く
候

一
居
浦
他
浦
に
限
ら
ず
魚
漁
引
き
上
げ
の
節
は
村
役
差
図
次
第
そ
れ
ぞ
れ
分
一
役
鰯
な
ど
差
し
出
し
申
す
べ
く
候
居
浦
の
依
は
格
別

り

な

ん

じ

ゅ

う

他
浦
廻
網
な
ど
よ
り
見
込
み
そ
の
上
ま
た
彼
是
名
目
を
付
け
難
渋
が
ま
し
き
儀
申
す
者
こ
れ
あ
り
候
は
ば
そ
の
村
々
網
主
対
談

の
上
村
役
人
迄
相
届
け
申
す
べ
く
候

一
鰯
取
り
揚
げ
の
節
は
そ
の
浦
網
主
共
は
勿
論
そ
の
最
寄
に
居
合
わ
せ
候
網
主
共
迄
駈
け
集
り
相
互
に
そ
の
村
役
人
相
頼
み
な
ど
い

す
く
い

た
し
鰯
取
り
上
げ
申
す
べ

く
候
然
れ
ど
も
大
勢
取
り
集
り
、
我
れ
先
と
せ
り
合
い
押
し
合
い
鰯
油
取
り
或
は
盗
み
取
り
候
儀
に

守
し
、
履
行
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
文
書
か
「
浦
方
議
定
」
で
あ
る
。
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ご
ざ
候
え
は
万
一
怪
我
人
な
ど
も
こ
れ
あ
り
ま
じ
き
俵
に
も
こ
れ
な
く
候
そ
の
節
は
成
る
丈
け
べ
く
そ
の
村
網
主
共
引
き
詰
け
他

浦
廻
り
網
に
難
渋
懸
け
ざ
る
様
取
り
計
い
申
す
べ
く
候
万
一
手
重
に
相
成
り
候
は
ば
組
合
一
同
難
渋
の
筋
引
き
請
け
申
す
べ
く
候

一
引
揚
げ
鰯
の
鍛
は
村
方
分
一
相
渡
し
候
は
ば
そ
の
網
主
分
の
勝
手
次
第
に
致
す
べ
く
候
万
一
売
買
そ
の
外
の
儀
に
つ
き
押
し
買
か

れ
こ
れ
謂
な
き
筋
申
し
候
者
こ
れ
あ
り
候
は
ば
村
役
人
の
方
へ
申
し
達
す
べ
く
候

一
出
船
の
硼
諸
道
具
等
損
し
間
に
あ
い
か
ね
候
節
は
網
主
の
内
有
り
合
わ
せ
の
品
は
何
に
よ
ら
ず
相
互
に
舒
借
致
し
出
船
差
し
滞
り

な
く
猟
漁
稼
き
い
た
し
候
様
致
す
べ
く
候

一
何
事
に

よ
ら
ず
廻
状
差
し
出
し
候
節
は
銘
し
名
代
な
く
早
し
出
会
致
す
べ
く
候
な
お
ま
た
行
事
方
よ
り
相
触
れ
候
儀
は
相
互
に
急

度
相
守
る
べ

く
候

一
組
合
の
俵
何
れ
の
浦
方
へ
何
宿
仕
り
候
共
改
め
て
謝
嘘
な
ど
決
し
て
致
す
ま
じ
く
候
諸
道
具
な
ど
の
儀
も
右
同
様
に
相
心
得
べ
く

候
去
り
な
が
ら
勘
定
筋
の
儀
詳
に
い
た
し
余
り
延
日
に
相
成
ら
ざ
る
様
心
掛
け
申
す
べ
く
候

や

ら

い

か

け

一
浦
と
魚
網
稼
の
場
所
差
し
障
り
に
矢
羅
以
懸
等
こ
れ
あ
り
候
は
ば
組
合
一
同
相
談
の
上
何
れ
の
浦
に
て
も
取
り
彿
い
魚
漁
差
し
障

り
に
相
成
ら
ざ
る
様
致
す
べ
く
候

よ
ん
ど
こ
ろ

右
の
趣
銘
と
申
し
合
い
候
上
は
何
様
の
む
づ
か
し
き
俊
出
来
候
共
又
は
掠
な
き
筋
に
て
御
公
辺
に
相
成
り
候
共
そ
の
節
入
用
の
俊

は
筋
合
に
よ
り
組
合
仲
間
に
て
助
け
合
い
申
す
べ
く
候
後
年
の
為
連
判
一
札
依
て
件
の
如
し

（
一
七
九
五
）

寛
政
七
卯
年
―
―
―
月
（
網
主
連
印
．．．．
．．
 
略：・'．
）

⑱
 

右
の
通
り
道
具
印
付
け
納
屋
々
々
に
張
り
付
け
箇
き
流
れ
寄
り
候
諸
道
具
の
印
見
分
け
相
届
け
申
す
べ
く
候
尤
も
一
季
に
網
弐
乗
宛

行

事

相

立

て

右

一

季

の

内

は

行

事

よ

り

夫

々

申

し

渡

す

べ

く

候

以

上

」

り

居

浦

自

分

の

浦

゜

③
先
手
網
先
に
張
り
網
し
た
網
゜

⑱
後
手
網
張
り
網
が
後
に
な
っ
た
網
。

④
通
し
網
他
の
張
り
網
の
上
に
網
を
張
る
こ
と
。

⑮
抱
え
網
他
の
張
り
網
を
抱
え
る
よ
う
に
そ
の
外
側
に
網
を
張
る
こ
と
。

⑱
前
網
他
の
張
り
網
の
前
面
（
陸
側
）
に
網
を
張
る
こ
と
。

(10) (9) (8) (7) (6) 

ー

し

'
,
u
r
I
し，

1

ー

ト

L
`

，．,＇＂
I

.

ー

p

l

¥

＼

u
1
1
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第一〇節 鰯漁業の変遷

(5) (4) (3) (3) (2) (1) 
「

B

（
作
田
家
文
書
）

（
表
紙
）
両
総
網
方
取
極
め
連
印
議
定
書
旦
麟
麟

両

組

網
方
議
定
取
極
め

の
事

一
九
十
九
里
浦
の
儀
は
往
古
よ
り
ご
麻
入
会
渡
世
の
場
所
、
別
し
て
下
総
吉
崎
村
よ
り
上
総
四
天
木
村
追
組
合
相
定
め
最
寄
都
合
に

よ
り
五
ヶ
村
七
ヶ
村
宛
小
組
合
を
相
立
て
度
と
議
定
取
極
め
勿
論
御
公
儀
様
よ
り
御
獨
こ
れ
あ
り
、
な
お
関
東
御
取
締
役
様
よ
り

厳
重
仰
せ
渡
さ
れ
候
条
に
異
失
致
し
候
に
は
こ
れ
な
く
候
え
共
中
に

は
心
得
違
い
の
者
も
こ
れ
あ
り
候
に
つ
き
今
般
再
ひ
改
め
て

両
組
一
同
相
談
の
上
取
極
め
候
条
々
左
の
通

一
前
こ
御
公
儀
様
よ
り
仰
せ
出
て
ら
れ
候
御
趣
意
い
よ
い
よ
堅
く
相
守
り
申
す
べ
く
事

一
網
張
り
候
節
無
筋
に
相
見
え
候
は
は
最
寄
に
居
合
わ
せ
候
網
主
又
は
支
配
人
へ
相
届
け
申
す
べ
く
候
一
旦
届
こ
れ
な
く
候
共
無
筋

に
見
請
け
候
は
ば
早
速
か
け
付
け
跡
よ
り
張
り
候
網
は
手
操
せ
申
す
べ
ぎ
事

（
嘩
）

（
理
）

但
し
届
け
も
こ
れ
な
く
喧
椛
な
ど
仕
出
し
候
網
は
利
非
に
抱
わ
ら
す
壱
乗
限
り
分
組
合
除
く
べ
き
は
勿
論
差
図
候
て
も
聞
入
れ

こ
れ
な
く
手
操
ず
候
は
ば
同
断
の
事

相
か

一
存
し
寄
ら
ざ
る
網
破
損
の
節
は
早
速
行
事
へ
口
届
け
差
図
請
申
す
べ
く
尤
も
破
損
は
破
れ
候
網
に
て
持
え
さ
せ
出
来
候
追
代
わ
り

網
そ
の
場
に
て
相
渡
し
柳
も
渡
世
差
支
え
さ
せ
申
す
ま
じ
く
勿
論
跡
網
へ
掛
り
候
鰯
は
半
分
宛
破
れ
網
へ
相
渡
し
申
す
べ
き
事

虫

ク

イ

虫

ク

イ

但
し
先
網
袋

□口
こ
れ
あ
り
候
節
は
そ
の
一

＿時
宜
に
よ
り
取
り
付
け
申
す
べ
ぎ
事

虫
ク
イ

一
近
年
懇
應
不
懇
意
の
網
々
こ
れ
あ
り
聯
か
一

論
な
と
出
来
候
節
全
く
懇
慈
の
網
に
候
は
ば

f
て
渡
世

差
し
障
り
こ
れ
な
ぎ
様
致
す
べ
き
虞
か
勢
な
ど
い
た
し
却
つ
て
元
網
を
差
し
置
き
法
外
の
働
を
し
な
し
以
つ
て
の
外
な
る
事
に
付

以
来
は
柳
も
加
勢
の
筋
こ
れ
あ
り
候
は
ば
そ
の
節
参
会
そ
の
外
諸
入
用
残
ら
ず
そ
の
網
よ
り
差
し
出
さ
せ
申
す
べ
き
事

但
し
取
り
押
え
口
出
し
候
共
網
主
支
配
人
の
差
図
こ
れ
な
く
候
へ
は
水
主
出
で
申
す
ま
じ
き
事

た
け
や
り

一
近
年
船
具
に
こ
れ
な
き
竹
鑓
そ
の
外
石
瓦
な
ど
船
底
に
積
み
入
れ
置
き
候
船
に
先
年
関
東
御
取
締
御
出
役
様
よ
り
厳
重
に
仰
せ
渡

り
廻
網
廻
り
船
と
同
じ
、
他
村
の
浦
へ
船
網
を
廻
し
て
行
く
こ
と
。

⑱

一

季

一
職。
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第一章 産業の発展

(10) (9) (8) (7) (6) 

虫
ク
イ

さ
れ
こ
れ
あ
り
そ
の
後
追
々
取
極
め
な
ど
も
こ
れ
あ
り
候
処
近

□□
せ
に
相
成
り
中
に
は
栢
み
込
れ
候
船
も
こ
れ
あ
り
右
は
全
く

網
主
共
制
し
方
不
行
届
の
次
第
以
来
は
右
様
心
得
違
い
に
て
持
出
し
候
者
は
勿
論
積
み
入
れ
候
か
又
は
積
み
入
れ
こ
れ
な
く
候
共

所
持
の
趣
見
聞
次
第
行
司
へ
相
届
け
御
取
締
旅
宿
廻
村
先
へ
訴
え
申
す
べ
ぎ
事

一
外
組
の
船
、
廻
船
の
節
船
具
に
こ
れ
な
き
品
積
み
入
れ
こ
れ
あ
り
候
は
ば
居
合
わ
せ
候
網
主
共
立
会
右
品
預
り
申
す
べ
し
、
若
し

聞
入
れ
宜
か
ら
ず
候
は
ば
渡
世
差
し
留
め
申
す
べ
し
、
万

一
沖
合
に
於
て
も
持
出
し
候
義
も
こ
れ
あ
り
候
は
ば
利
非
に
抱
ら
ず
両

組
一
同
に
て
そ
の
段
御
出
役
先
へ
訴
え
申
す
べ
き
事

但
し
前
と
右
の
趣
外
組
へ
届
け
置
き
万

一
右
等
に
つ
き
願
向
な
ど
に
相
成
り
候
共
入
用
は
勿
論
両
組

一
統
割
合
の
事

一
水
主
屈
候
節
勝
手
を
以
つ
て
元
網
を
紀
さ
ず
雇
い
候
故
自
然
と
風
儀
も
宜
か
ら
ず
相
成
り
候
以
来
は
元
網
よ
り
書
付
持
ち
参
ら
せ

候
か
又
は
示
談
に
及
び
候
上
な
ら
で

は
決
し
て
屈
申
す
ま
じ
く
、
若
し
談
し
も
こ
れ
な
く
相
雇
い
候
は
ば
前
金
貸
遣
し
候
て
も
返

金
に
及
ば
ず
元
網
へ
引
き
取
ら
せ
申
す
べ
き
事

①

ゆ

る

一
大
漁
の
節
岡
者
共
長
さ
で
持
ち
出
し
候
義
は
御
取
締
様
よ
り
厳
し
く
お
差
し
留
め

こ
れ
あ
り
候
処
近
頃
相
弛
み
三
角
丸
輪
に
限
ら

ず
長
尺
の
さ
で
持
ち
出
し
候
者
ま
ま
こ
れ
あ
り
候
間
以
来
見
付
け
次
第
預
り
置
き
そ
の
支
配
村
役
人
へ
相
届
け
申
す
べ
き
事

但
し
前
と
浦
付
村
と
は
申
す
に
及
ば
ず
上
郷
村
と
へ
も
相
届
け
申
す
べ
き
事

一
水
魚
売
は
そ
の
村
網
主
並
に
支
配
人
立
会
い
売
買
い
た
し
候
え
共
近
来
小
買
共
風
儀
宜
か
ら
ず
買
請
候
水
魚
代
金
引
き
方
を
相
願

い
聞
き
済
み
こ
れ
な
き
内
は
彿
い
難
し
な
ど
と
不
当
の
儀
ま
ま
こ
れ
あ
る
に
付
以
来
は
小
買
共
村
と
の
内
に
て
取
り
寄
り
都
合
に

よ
り
五
人
七
人
宛
組
合
せ
水
魚
金
差
し
滞
り
こ
れ
あ
る
節
は
金
五
両
迫
は
小
組
限
り
そ
の
余
は
そ
の
村
小
買
一
同
に
て
弁
金
致
さ

せ
べ
き
事

但
し
小
買
共
取
極
め
は
そ
の
村
限
り
網
主
共
立
会
い
申
し
渡
し
儀
定
書
取
り
置
き
村
役
人
中

へ
届
け
置
き
申
す
べ

し
尤
も
腐
り

仕
舞
候
か
又
は
急
に
波
立
ち
候
て
流
し
候
節
は
廻
船
の
分
は
立
ち
合
い
候
網
主
勘
弁
を
以
つ
て
時
宜
に
随
い
済

口
致
さ
せ
べ
き

事

一
買
鰯
の
儀
は
水
揚
げ
仕
舞
候
上
こ
れ
辿
仕
来
り
の
割
合
を
以
て
そ
の
村
網
主
立
会
い
の
上
呉
れ
遣
し
申
す
べ

し
尤
も
こ
れ
追
度
と

取
極
め
こ
れ
あ
り
候
て
も
中
に
は
袋
の
内
へ
入
さ
せ
鰯
呉
れ
遣
し
候
分
多
少
の
論
な
ど
出
来
候
間
以
来
決
し
て
袋
の
内
へ
入
れ
申

す
ま
じ
き
事
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第一〇節：鰯漁業の変造

(3) (2) (1) 
「

C ⑫ (11) 

但
し
そ
の
船
付
ぎ
貰
い
鰯
の
義
も
同
様
汲
み
揚
げ
仕
舞
申
さ
ず
内
差
追
し
申
す
ま
じ
き
事

一
網
主
へ
相
掛
り
候
諸
勧
化
頼
母
子
の
俵
信
心
懇
意
の
方
よ
り
申
し
来
た
り
候
共
壱
人
達
て
加
入
い
た
し
申
す
ま
じ
く
、
行
司
の
差

図
に
随
い
申
す
べ
き
事

虫
ク
イ

一
漁
業
渡
世
口
間
右
議
定
取
極
め
候
上
は

一
季
に
壱
度
宛
両
総
立
会
い
参
会
仕
る
べ
く
候
そ
の
節
名
代
こ
れ
な
く
出
席
致
す
べ
き
事

右
取
極
め
の
条
と
堅
く
相
守
り
申
す
べ
く
一
肱
右
取
極
め
の
儀
は
今
般
新
規
の
取
極
め
に
は
こ
れ
な
く
前
し
よ
り
取
極
め
置
候
事
に

え

こ

ひ

い

き

候
得
共
懇
意
又
は
余
俄
な
き
ぎ
り
合
い
な
ど
の
依
枯
贔
員
よ
り
儀
定
に
違
い
候
取
り
斗
い
も
こ
れ
あ
る
に
付
追
々
相
弛
み
候
間
以
来

は
決
し
て
右
様
の
義
の
み
聯
も
用
捨
な
く
取
極
め
の
通
り
取
斗
い
申
す
べ
し
且
つ
右
の
議
定
に
背
き
候
者
は
組
合
相
除
き
前
書
取
極

め
認
め
候
ほ
か
何
事
に
依
ら
ず
組
合
一
統
の
取
り
斗
い
を
相
背
き
候
者
は
前
段
同
様
に
致
す
ぺ
＜
候
若
し
何
等
の
筋
に
て
も
願
向
な

ど
に
相
成
り
候
節
は
右
議
定
の
振
合
い
に
て
両
組
一
同
入
用
出
金
致
す
べ
く
候
こ
れ
に
依
り
一
統
連
印
議
定
取
極
め
申
す
処
件
の
如

（
平
山
家
文
書
）

（
一
八
六
六
）

（
表
紙
）
疫
応
二
寅
年
八
月

議
定
書

議

定

書

一
先
前
よ
り
取
り
極
め
候
議
定
は
勿
論
此
の
節
格
外
米
価
高
直
の
上
不
漁
打
続
き
候
に
付
今
般
組
合
一
同
相
談
の
上
取
り
究
め
候
条

し
左
に

i

納
屋
扶
持
壱
人
前
七
合
五
勺
の
虞
内
弐
割
引
き
黍
入
れ
申
す
べ
き
事

と
か
く
み
だ
り

一
納
屋
味
噌
の
儀
は
こ
れ
迫
桶
に
て
相
渡
し
壱
人
前
何
程
と
申
し
定
め
も
こ
れ
な
く
兎
角
猥
に
相
成
り
候
間
か
し
き
へ
申
し
聞
か
せ

（
一
八
四
一
）

天
保
十
二
丑
年
五
月

日

注
①
長
さ
で
さ
で
は
掬
い
玉
の
小
さ
い
も
の
、
こ
の
長
尺
゜

網

組

合

上
総
国
清
水
村

藤
左
衛
門
外

＝
―-―
-名

L_ 
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⑲
 

⑬ (1,) (11) 00) （9) (8) (7) (6) (5) (4) 

附
き
一
と
際
相
減
ら
し
候
様
致
さ
せ
申
す
べ
き
事

一
代
口
米
壱
人
前
―
―
一
合
前
同
様
黍
入
れ
申
す
べ
き
事

一
上
納
屋
米
の
緞
も
納
屋
米
同
様
黍
入
れ
申
す
べ
き
事

但
し
取
り
定
め
侯
人
数
の
外
は
食
事
差
し
出
し
申
さ
ず
参
候
も
の
も
食
事
前
自
分
追
立
返
り
申
す
べ
き
事

一
上
納
屋
に
酒
一
切
こ
れ
な
く
客
来
こ
れ
あ
り
候
て
も
相
断
り
申
す
べ
き
事

但
し
御
神
酒
の
儀
は
銭
に
て
拾
五
文
づ
つ
上
げ
申
す
べ
き
事

（
水
あ
げ
の
こ
と
）

一
網
曳
候
節
あ
ま
と
り
百
両
の
上
よ
り
納
屋
代
口
の
者
へ
酒
代
と
し
て
三
貫
文
銭
に
て
相
渡
し
申
す
べ
き
事

但
し
曳
高
百
両
以
下
は
決
し
て
酒
代
呉
れ
遣
わ
さ
ず
且
つ
網
仕
事
そ
の
外
仕
事
類
こ
れ
あ
り
候
て
も
別
段
酒
代
遣
し
申
さ
ざ
る

事

お

み

含

一
宮
ご
も
り
は
上
納
屋
に
て
も
御
神
酒
銭
に
て
上
げ
候
上

は
銭
弐
百
文
仲
乗
船
頭
へ

相
渡
し
神
参
り
相
済
ま
せ
申
す
べ
き
事

但
し
九
月
神
事
の
節
ば
か
り
是
迫
代
料
半
減
相
渡
し
申
す
べ
き
事

一
諸
勧
化
物
貰
頼
母
子
類
一
切
相
断
り
申
す
べ
ぎ
事

ふ

ろ

一
納
屋
風
呂
の
儀
網
引
申
さ
ず
候
節
は
二
日
置
き
三
か
目
に
風
呂
た
き
入
湯
致
す
べ
き
事

ま

き

l

納
屋
真
木
の
紐
は
夏
は
一
日
に
弐
拾
八
本
冬
は
三
拾
八
本
相
渡
し
申
す
べ
き
事

但
し
代
口
米
か
し
ぎ
候
節
は
別
段
拾
六
本
相
渡
し
申
す
べ
き
事

一
網
引
き
候
節
水
主
共
鰯
貰
い
に
隣
網
た
り
共
互
に
参
り
申
ま
じ
く
事

（菜）

但
し
自
分
水
主
さ
い
い
わ
し
呉
れ
遣
わ
し
候
儀
は
大
場
に
て
筵
な
ど
相
用
い
ず
小
鉢
の
ふ
た
へ
遣
わ
し
申
す
べ
し
そ
の
外
何
に

寄
ら
ず
袋
に
て
は
一
切
呉
れ
遣
わ
し
申
さ
ず
候
事

一
網
曳
ぎ
附
け
候
節
網
前
に
て
何
魚
に
寄
ら
ず
雑
も
の
取
り
押
え
候
と
も
水
主
共
大
勢
寄
り
集
ま
り
候
よ
り
自
然
鰯
袋
へ

は
い
り
か

ね
甚
だ
不
埓
に
付
已
来
は
右
様
の
條
相
成
ら
ず
且
つ
雑
も
の
取
り
押
え
候
て
も
此
の
上
水
主
共
へ
は
呉
れ
逍
わ
さ
ず
網
主
に
て
取

り
上
げ
喪
彿
い
申
す
べ
き
事

一
近
年
網
諸
道
具
盗
み
取
ら
れ
候
儀
度
々
に
て
網
主
共
一
同
難
渋
に
及
び
右
は
全
く
壱
人
に
て
は
盗
み
取
り
候
様
相
成
ら
ず
多
く
は

自
分
水
主
共
相
交
り
候
俊
と
も
存
じ
候
間
上
納
屋
よ
り
手
堅
く
番
申
し
附
け
万
一
盗
み
取
ら
れ
候
は
ば
水
主
共
に
て
辮
金
い
た
し

＼

ヽ

1
.
.
¥

＇， 
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第一〇節 鰯漁業の変遷

⑰ ⑯ ⑲ 

日

尚

粟
生
村

同
不
動
堂
村

網
持

東

吉 吉

郎 郎

戸imぷ
虐ぶ不！
巴竺竺l

候
か
又
は
繕
い
代
金
大
入
目
へ
差
出
し
候
か
時
宜
の
取
斗
い
申
す
べ
き
事

但
し
い
づ
れ
の
網
に
て
も
盗
み
取
ら
れ
候
模
様
に
寄
り
早
速
行
事

へ
相
届
け
評
議
の
上

一
同
に
て
其
の
筋
へ
願
い
立
て
水
主
共

吟
味
受
候
様
取
斗
い
申
す
べ
き
事

一
古
鐵
買
近
頃
納
屋
番
屋
等
へ
日
に
は
両
度
位
い
も
立
廻
り
七
ッ
過
ぎ
は
必
ず
徘
徊
い
た
し
候
て
不
正
の
品
買
取
り
甚
だ
不
埓
に
付

以
来
納
屋
、
番
屋
な
ど
へ
決
し
て
立
入
ら
ざ
る
様
急
度
納
屋
番
屋
な
ど
へ
申
付
け
置
き
申
す
べ
き
事

但
し
最
寄
網
主
よ
り
其
の
村
役
人
迫
兼
て
届
け
置
き
此
の
上
徘
徊
い

た
し
候
は
ば
早
速
取
り
押
え
行
事
へ
相
届
け

一
同
よ
り
其

の
筋
へ
差
し
出
し
申
す
べ
し
且
つ
納
屋
入
口
へ

は
板
札

へ
決
し
て
立
入
り
ま
じ
ぎ
旨
認
め
張
り
置
き
申
す
べ
き
事

一
地
曳
水
主
小
漁
船
に
て
無
沙
汰
に
相
麗
い
沖
稼
致
さ
せ
候
に
付
地
引
網
出
船
に
差
支
え
候
問
組
合
網
主
最
寄
々
々
に
小
漁
船
主
へ

相
断
わ
り
自
分
水
主
は
勿
論
他
網
水
主
に
て
も
見
聞
ぎ
次
第
用
捨
な
く
早
速
行
事
へ
申
し
出
で
評
議
の
上
一
同
よ
り
其
の
御
筋
ヘ

相
願
い
申
し
上
げ
べ
く
候
事

一
漁
事
こ
れ
あ
り
他
網
廻
船
の
節
沖
合
又
は
磯
邊
等
に
て
懇
意
の
も
の
を
呼
び
揚
げ
酒
振
舞
い
候
の
儀
は
是
迫
相
互
に
差
し
止
め
置

き
候
え
共
此
の
上
は
堅
く
相
成
ら
ず
候
間
水
主
共
へ
厳
し
く
申
し
聞
か
せ
べ
ぎ
事

右
の
條
と
網
主
一
同
取
り
究
め
申
し
候
上
は
水
主
共
に
至
迄
意
度
相
守
り
異
乱
致
す
ま
じ
く
猶
又
前
箇
條
の
外
取
締
り
の
廉
こ
れ
あ

り
候
は
ば
其
の
網
主
に
て
心
附
け
時
分
柄
の
儀
に
付
永
続
相
成
り
侯
様
厚
く
心
掛
け
銘
々
上
納
屋
に
張
り
置
き
時
と
水
主
共
へ
申
し

聞
か
せ
べ
く
候

後
日
の
為
一

同
連
印
初
て
件
の
如
し

（
一
八
六
六
）

慶
応
二
寅
年
八
月
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第一章 産業の発展

①
、
③
、
③
、
:
・
…
と
番
号
を
ふ
っ
て
み
た
。

以
上
――一
通
の
文
書
を
挙
げ
た
が
、
便
宜
上
掲
載
の
順
に

A
、

¥

I

I

I

I

¥

｀` 

B
、
C
と
記
号
を

つ
け
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
項
目
に
つ
い
て

同

庄

右

衛

門

小
関
村

同
佐
吉
郎
改

権

平

同 同

重

右

衛

門

弥

同

権

片
貝
村

同

敬

之

宿

村同

栄

市 郎

助`：
金

不

用

「
ー
淀

蔵

i
Z
~

[It生

L— 

335 



第一〇節 鰯漁業の変造

ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

（
宮
崎
茂
一
郎
）

こ
と
は
疑
い
も
な
い
。

の
よ
う
に
な
る
。
特
に

C
の
文
書
は
、
幕
末
不
漁
期
の
議
定
の
た
め
か
、
納
屋
の
米
、
薪
そ
の
他
細
い
と
こ
ろ
ま
で
及
ん
で
い

網
組
合
そ
の
も
の
が
何
時
ご
ろ
か
ら
出
来
て
い
た
か
、
審
か
で
は
な
い
が
、
明
治
期
に
至
っ
て
漁
業
会
所
と
し
て
再
生
し
た

網
組
合
の
幾
多
の
議
定
条
項
が
、
漁
業
会
所
規
約
に
引
き
継
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
明
白
で
あ
る
。

さ
ら
に
発
展
し
て
「
漁
業
会
」
と
な
り
「
漁
業
協
同
組
合
」
に
成
長
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

「
入
会
渡
世
の
浦
」
で
あ
っ
た
地
曳
網
漁
業
の
操
業
は
、
後
年
、
漁
業
権
の
設
定
に
あ
た
り
「
共
同
油
業
権
」
と
し
て
定
め

る
と
こ
ろ
を
注
意
願
い
た
い
。

⑪、

C
⑫
、
C
⑭、

C
⑮

7

そ

の

他

B
⑪、

B
①、

C
③、

C
③
、
C
④、

C
固
、

6

網

組

合

の

運

営

A
⑧、

A
⑨、

A
⑩、

B
り、

B
③、

B
⑬

5

廻

船

時

の

浦

例

A
④、

A
③、

A
⑱、

A
り、

B
⑯、

C
⑫

4
 
水
揚
げ
及
び
鰯
の
売
買

B
⑥
、
B
⑨、

B
⑩、

C
⑬

3

水

主

の

雇

傭

A
③、

B
り、

C
⑱
 

2

張

り

網

の

心

得

A
③、

B
③、

B
④、

B
伺、

B
⑥

ー

災
害
時
の
相
互
扶
助

議
定
の
内
容
を
大
別
す
る
と

A
m
]
 

ヽ
~
ヽ
‘
＼
ー
、

C

6

C

7

 

(
＇
_
、

c⑧、
C
⑨、

C
⑩、

C
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第一章 産業の発展

か
な
り
詳
し
く
知
っ
て
い
る
が
、
出
漁
か
ら
順
序

も
と

な

や

よ
く
述
べ
た
い
と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
は
永
田
征
子
の

『
大
地
曳
網
漁
業
の
漁
労
法
』
（
本
納
屋
網
作
田
紋
平
談）

を
軸
と
し
て
進

め
て
行
く
。

筆
者
の
祖
父
が
小
関
村
八
川
網

の
賄
を
し
て
い

た
関
係
で
、
大
地
曳
網
の
漁
労
法
に
つ
い
て
は
、
私
が
祖

父
か
ら
聞
い
た
話
や
私
自
身
の
体
験
を
合
わ
せ

る
と
、

な
ぎ

波
風
の
穏
や
か
な
凪
の

日
、
早
朝
か
ら
沖
合
は
番
屋
に
詰
め
て
い
て
、
他
の
船
方
と
海
の
模
様
を
眺
め
て

こ
れ
は
海
の
水
が
澄
ん
で
い
る
か
、
濁
っ
て

い
る
か
、

出

漁

は

じ

め

に
第

い
る
。

第
一
項

一
節

参
考
文
献

佐

藤

信

渕

「経
済
要
録
」
一
八
二
七
年
（
文
政

一
0)

刊
行
委
員
会
「
千
葉
県
農
地
制
度
史
」

佐
藤
信
季
「
漁
村
維
持
法
」
一
七
八

0
年
（
安
永
九
）

中
村
茂
吉
口
述
「
九
十
九
里
浜
揚
繰
網
漁
業
の
変
遷
」

中
井
信
彦
「
九
十
九
里
に
お
け
る
地
曳
網
漁
業
か
ら

揚
繰
網

漁
業
へ
の
転
換
」

漁
労
法
の
変
遷

大
地
曳
網
漁
業
の
漁
労
法

吉
井
幸
夫
「
九
十
九
里
地
曳
網
漁
業
第
二」

鳥
羽
海
の
博
物
館
編
「
海
と
人
間
」

一
九
八
五
年

―
二
号

千
薬
県
「
千
葉
県
漁
業
図
解
」

山

口

和

雄

「九
十
九
里
奮
地
曳
網
漁
業
」

千
葉
県
「
房
総
水
産
図
誌
」

か
も
め
が
ど
の
よ
う
に
舞
っ
て
い

る
か
、
潮
の
流
れ
が
ど

の
方
向
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第一一節 漁労法の変遷

こ
と
を
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
「
お
す
な
」
と
い
っ
て
い
わ
し
は
見
え
な
い
が
、
水
の
色
で
判
断
し
、
「
い
い
水
だ
。
」
と
出
漁
す
る
こ
と
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

沖
合
の
判
断
で
出
漁
に
決
ま
る
と
、
番
屋
に
「
ま
ね
」
を
揚
げ
る
。

三
、
四
間
の
杉
の
な
が
ら
（
細
長
丸
太
）
の
先
に
立
筵
を

ぉ
と
ん
ど

巻
い
て
し
ば
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
「
浜
呼
ば
わ
り
（
音
人
と
も
い
う
こ
が
「
ワ
ア
、
ワ
ア
、
ワ
ア
」
と
三
声
づ
っ
三
、

⑥

は

も
ん
ぜ
り

⑤

ざ

な

ぎ

海
面
を
い
わ
し
が
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
細
か
い
波
が
立
つ
。
こ
の
波
で
い
わ
し
の
群
を
知
る
。

と
も
い
う
。

④
 あ

る
。

③

跳

ね

（
は
ね
）

細
か
い
と
せ
ぐ
ろ
い
わ
し
で
あ
る
。

②
 

か
、
い
わ
し
の
群
が
岸
近
く
寄
っ
て
来
て
い
る
か
、
こ
れ
ら
を
綜
合
的
に
判
断
し
て
、
出
漁
を
決
め
る
。

九
十
九
里
浜
で
は
い
わ
し
の
群
を
発
見
す
る
の
に
つ
ぎ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。

泡
（
あ
わ
）

鳥
（
と
り
）

①
色
〖
い
ろ
）

い
わ
し
の
大
群
が
海
面
近
く
集
ま
る
と
、
海
面
が
う
す
赤
い
色
に
な
る
。

い
わ
し
が
海
中
を
移
動
す
る
と
き
に
で
き
る
泡
が
海
面
に
上
っ
て
来
る
。
大
ぎ
な
泡
だ
と
大
羽
い
わ
し
、

い
わ
し
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
と
、
而
上
に
。
ヒ
ョ
ソ
。
ヒ
ョ
ン
飛
び
跳
ね
る
。
普
通
に
跳
ね
る
の
と
、
あ
ま

り
沢
山
集
り
過
ぎ
て
苦
し
く
な
り
跳
ね
る
場
合
と
あ
る
そ
う
で
、
そ
れ
を
見
分
け
る
に
は
長
い
経
験
と
鋭
い
勘
が
必
要
で

か
も
め
が
い
わ
し
の
群
を
見
つ
け
、
舞
い
下
り
る
様
を
見
て
、
群
の
存
在
を
知
る
方
法
で
「
と
り
が
け
」

い
わ
し
が
は
も
の
（
ぶ
り
、
そ
う
た
か
つ
お
、
く
じ
ら
な
ど
）
に
追
わ
れ
て
岸
の
濁
り
に
逃
げ
こ
ん
で
く
る

は
も
ん
ぜ
り
は
意
外
に
大
漁
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

い
わ
し
の
群
の
発
見
は
、
そ
の
日
の
天
候
と
海
の
状
態
と
長
年
の
経
験
が
必
要
で
あ
る
。
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第一章 産業の発展

向
い
に
担
っ
て
運
ぶ
が
、
力
の
強
い
者
は

一
人
で
運
ん

で
し
ま
う
。

9
.＇

|

＇

ー

I

，
ー
ー

1
l

ば

ん

き

た

た

四

0
間
間
隔
で
叫
び
な
が
ら
、
岡
集
落
ま
で
行
ぎ
、
出
漁
を
知
ら
せ
る
。
板
木
を
叩
い
た
り
、
拍
子
木
を
打

つ
網
も
あ
る
。

打

ま
ね
を
見
た
り
、
浜
呼
ば
わ
り
の
声
を
聞
く
と
船
方
達
は
「
は
だ
っ
た
。
」
（
始
ま
っ

た
）
と
い

っ
て
、
船
の
と
こ
ろ
に
集

っ
て

く
る
。
早
く
来
た
人
は
袋
を
担
い
で
来
て
、
真
網
船
の
胴
の
間
に
積
み
こ
む
。

こ
れ
を
「
袋
か

つ
ぎ
」
と
い

い
、
普
通
の
代
の
ほ
か
に
「
袋
か
つ
き
代
（
早
代
）
」

が
付
け
ら
れ
る
。

そ
れ
か
ら
船
の
前
に
「
盤
（
ン
ラ
と
も
い
う
）
」
を
九
尺
間
に
並
べ
、
漁
油
の
「
活
」
（
澱
の
こ
と
）
を
塗
る
。

や
か
て
、
片
船
二
五
名
計
五

0
名
に
近

い
人
数
が
集
ま
る
と、

腿
に
長
丸
太
を
船
か
ら
釣
り
、

し
、
長
丸
太
に
は
押
す
態
勢
で
、
網
に
は
曳
く
形
で
人
々
が
取
り
蒲
く
と
、
屈
強
な
船
方
が

二
、
三
人
表
へ
廻
り
、
紬
と
表
敷

す
ぺ

の
取
付
部
の
「
江
り
（
船
体
を
押
す
と
き
、
敷
の
底
に
取
り
付
け
て
あ
る
堅
木
、
二
本
並
べ
て
あ
る
）
」
に
「
も
じ
り
棒
（
松
で
寸
の
つ
ま

っ
た
節
だ
ら
け
の
丈
夫
な
小
丸
太
）
」
を
当
て
、
こ
れ
を
、
声
を
出
し
調
子
を
合
わ
せ
て
力
い

っ
。
は
い
担
ぐ
と
、
盤
上
の
船
の
船
首

が
横
に
す
べ
る
よ
う
に
動
く
。
こ
の
機
に
押
し
方
、
曳
ぎ
方
か
力
を
あ
わ
せ

て
船
を
進
め
る
。

そ
の
丸
太
に
曳
き
網
を
通

船
が
進
む
に
つ
れ
て
、
船
尾
に
出
て
来
た
盤
を
前
に
運
ん
で
船
の
進
行
を
継
続
さ
せ
る
。
継
は
普
通
、

一
枚
を

二
人
で
差
し

船
の
進
行
が
速
い
と
、
盤
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
。
す
る
と
、
「
は
や
ば
ん
よ
（
早
盤
よ
）
」
と
い

っ
て
盤
の
運
搬
を
急
が
せ

る。
膝
ぐ
ら
い
の
深
さ
ま
で
船
が
進
む
と
、
盤
の
運
搬
が
困
難
に
な
る

の
で
、
盤
の
代
り
に

「
大
丸
太
」

を
船
底
に
か
ま
せ
て
船

を
進
め
る
。
明
治
期
に
入
る
と
大
丸
太
の
か
わ
り
に

「
な
げ
え
ず
ら
（
長
面
、
堅
木
の
分
厚
い
材
の
両
端
に

一
問
ぐ
ら
い
の
綱
が
つ

ち
方
や
音
色
か
違
う
の
で
ど
こ
の
網
か
区
別
で
き
た
。

,
9
.
1
1
,
 

9

'

,
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か
ら
で
あ
る
。

ろ
す
そ

前
櫓
、
脇
檄
、
鑢
櫓
も
同
じ
で
あ
る
。
波
が
く
る
と
樅
裾
を

平
に
し
て
は
い
け
な
い
。
波
に
あ
お
ら
れ
て
櫓
院
が
は
ず
れ
る

人
の
船
方
が
つ
く
こ
と
も
あ
る
。

て
手
早
や
に
漕
ぐ
用
意
を
す
る
。
表
櫓
に
は
、

く
金
具
に
合
わ
せ
、
櫓
の
腕
木
の
つ
く
に
早
緒
の
小
口
を
巻
い

そ
の
こ
ろ
に
は
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
船
に
飛
び
乗
る
者
が
増
え
、

ろ

ぺ

そ

表
櫓
に
活
く
者
は
表
櫓
を
操
っ
て
櫓
謄
の
い
れ
こ
を
櫓
床
の
つ

一
梃
に
対
し
て

い
つ
も
波
と
直
角
に
な
る
よ
う
に
綽
を
張
る
。

張
り
が
一
番
先
に
船
に
乗
り
込
み
、
表
で
綽
を
取
っ
て
、
船
が

船
が
腰
の
深
さ
に
達
す
る
と
船
首
が
浮
く
。
船
頭
の
中
で
樟

に
な
っ
て
し
ま
う
。

と
船
首
が
砂
地
に
突
込
み
（
き
っ
つ
あ
す
と
い
う
）
あ
と
が
難
作
業

い
」
と
声
を
か
け
て
船
を
止
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
な
い

盤
や
大
丸
太
、
な
げ
え
ず
ら
が
間
に
合
わ
な
い
と
「
お
ー

こ。
キー け

て
あ
り
、
網
の
先
に
は
浮
木
が
つ
い
て
い
る
）
」
が
主
に
使
わ
れ
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第一章 産業の発展

を
「
ヒ
ケ
工
」
と
い
う
。

お
お
と
こ

沖
合
は
饂
の
大
床
の
上
の
「
た
っ

る。

合
立
木
と
書
く
）
」
の
所
で
海
の
様
子
を
見
て
い
る
。

つ
ぎ
に
「
こ
ま
し
よ
（
漕
き
ま
し
ょ
う
）
」
と
声
が
か
か
り
、
表
櫓
は
三
挺
が
互
い
違
い
に
な
る
よ
う
に
「
エ
ッ
サ
、
エ
ッ
サ
」

と
声
を
合
わ
せ
て
、
沖
の
瀬
を
越
え
る
ま
で
全
力
で
漕
ぐ
。

脳
櫓
を
押
す
人
は
「
饂
押
し
」
と
い
い
、
熟
練
の
船
頭
が
こ
れ
に
当
る
。

み
ぎ
わ

船
が
出
る
と
、
番
屋
で
は
ま
ね
を
降
ろ
し
、
汀
の
盤
、
丸
太
な
ど
を
片
付
け
る
。

作
田
家
で
は
「
船
方
と
苦
楽
を
共
に
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
家
訓
が
あ
っ
て
、
主
人
は
船
が
は
だ
っ
と
素
足
に
な

は

り
、
船
が
沖
へ
出
る
ま
で
、
足
袋
、
草
履
を
穿
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

つ
か

船
が
沖
の
瀬
を
越
え
る
と
、
真
網
船
の
表
か
ら
竿
を
出
し
、
逆
網
船
の
表
が
こ
れ
を
掴
ん
で
互
に
引
き
寄

せ
る
と
船
が
寄
る
。
こ
れ
を
「
紡
う
」
と
い
う
。
側
謡
に
へ
船
は
す
い
と
出
て
、
沖
の
瀬
で
肪
う
。
と
あ

ぁ

ば

づ

な

い

わ

，
つ
な

肋
う
と
真
網
船
は
前
櫓
を
あ
げ
、
逆
網
船
か
ら
奥
網
の
端
を
受
け
取
り
、
浮
子
網
と
沈
子
網
を
結
び
、
袋
と
網
は
じ
を
か
ら

げ
、
美
登
樽
を
つ
け
る
。

こ
れ
を
作
田
本
納
屋
網
で
は
「
前
櫓
が
あ
が
っ
た
」
と
い
い
、
何
時
で
も
網
が
張
れ
る
状
態

と
な

や
が
て
、
い
わ
し
の
群
を
見
つ
け
る
と
そ
の
進
む
方
向
に
船
を
操
る
。
船
首
を
左
に
方
向
転
換
し
た

い
と
き
は
、
沖
合
は

「
ヒ
カ
エ
ョ
」
と
い
う
。
髄
押
し
は
櫓
を
引
い
び
控
え
る
恰
好
を
と
る
。
す
る
と
船
首
が
左
へ
向
く
。
右
の
場
合
は
「
オ
サ
エ

ョ
」
と
い
い
、
櫓
を
押
す
形
で
船
首
が
右
へ
行
く
。
こ
れ
か
ら
、
沖
に
向
っ
て
自
分
の
位
置
か
ら
右
手
を
「
オ
セ
工
」
、
左
手

る。
張

り

網

1
,
1
¥
 

¥
1
1
¥
‘
_
h
u
`
’
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は

な

船
が
い
わ
し
群
の
先
頭
を
廻
っ
て
、
群
と
向
い
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
、
頃
合
を
見
て
沖
合
は
合
図
の
印
を
振
り
、
「
張
れ
」
と

網
、
手
網
、
荒
手
網
の
順
に
網
を
海
に
入
れ
て
行
く
。

み

ご

荒
手
網
は
藁
の

「実
子
（
芯
）
」
を
細
縄
に
な
っ
て
網
に
編
ん

を
一
棒
（
房
と
も
書
く
）
と
し
、
普
通
三
二
房
、
最
遠
で
四
八
房

巻
き
、
ふ
た
巻
き
」
と
数
を
し
な
が
ら
投
げ
入
れ
る
。

一
巻
き

で
あ
る
。
網
は
一
巻
き
が
二

0
間
ぐ
ら
い
の
長
さ
で
、
「
ひ
と

も
の
か
使
用
さ
れ
る
。
網
の
投
げ
入
れ
が
終
わ
る
と
つ
ぎ
は
網

手
網
は
古
く
な
る
と
「
死
ん
だ
」
と
い
わ
れ
、
常
に
新
ら
し
い

実
子
が
光
り
、
魚
が
恐
れ
て
網
奥
へ
逃
げ
る
と
い
わ
れ
る
。
荒

だ
も
の
で
、
網
目
は
七
寸
ぐ
ら
い
あ
り
、
海
中
に
入
る
と
、
藁

沖
で
は
い
わ
し
の
群
を
包
む
ょ
う
に
船
を
進
め
、
奥
網
、
中

者
が
浜
呼
は
わ
り
を
し
て
、
岡
者
を
呼
び
に
行
く
。

番
屋
で
は
こ
れ
を
見
る
と
、
再
び
ま
ね
を
あ
げ
、
岡
働
き
の

し
て
、
網
船
は
左
右
に
分
か
れ
張
り
網
が
始
ま
る
。

投
げ
入
れ
る
。
両
船
の
紬
の
間
は
開
き
、
鑢
を
接
す
る
よ
う
に

声
を
出
す
。
表
で

は
紡
っ
た
竿
を
離
し
、
鰺
で
は
袋
を
海
中
に
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第一章 産業の発展

き
な
が
ら
輪
に
す
る
。

で
、
曳
き
手
の
割
り
振
り
は
機
敏
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。

網

曳

き

（
間
潮
帯
の
黒
く
堅
く
し
ま

っ
た
砂
地
）
」
ま
で
引
き
揚
げ
る
。

沖
の
瀕
を
過
き
て
一
番
よ
ぶ
（
瀬
と
畑
の
間
の
深
い
場
所
）
に
船
が
入
る
と
、
真
網
船
、
逆
網
船
と
も
泳
き
の
達
者
な
若
い
船

ほ
そ
び
き

方
が
、

綱
の

は
じ
に
結
ん
で
あ
る
細
引
を
持

っ
て
海
へ
飛
て
込
む
。
陸
に
泳
ぎ
つ
く
と
細
引
を
手
操
っ
て
網
の
は
じ
を
掴
み
、

岡
働
き
に
渡
す
。

作
田
網
で
は
こ
の
男
逹
が
網
主
に
「
真
網
な
ん
房」
、
「逆
網
な
ん
房
」
と
使
用
し
た
網
の
巻
数
を
報
告
す
る
。

船
は
汀
に
泊
く
と
、

こ
の
と
き
、
既
に

二
0
0人
ぐ
ら
い
の
岡
者
や
船
方
の
家
族
が
腰
引
を
手
に
集
ま
っ
て
お
り
、
網
を
曳
き
始
め
る
。

で
は
な

な
げ
ぇ
ず
ら
、
盤
を
並
べ

、
腰
当
梁
の
出
端
に
引
き
網
を
通
し
、
曳
き
方
を
呼
ん
で
船
を
「
黒
っ
か
わ

真
網
と
逆
網
の
綱
の
長
さ
が
違
う
場
合
は
、
長
い
方
に
曳
き
手
の
人
数
を
多
く
つ

け
て
、
早
く
曳
か
せ
長

さ
か
同
じ
に
な
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

両
網
の
網
の
長
さ
が
ち
ぐ
は
ぐ
だ
と
魚
を
逃
が
す
こ
と
が
多
い
の

網
を
曳
き
始
め
て

一
巻
き
と
ら
な

い
間
に
来
た
者
達
に
「
早
代
」
と
い
っ
て
早
代
札
を
渡
す
。

後
で

い
わ
し
を
分
け
る
時
こ

の
分
余
計
に
配
ら
れ
る
。

網
は
曳
ぎ
手
が
互
い
違
い
に
な
っ
て
曳
く
。
曳
き
手
の
列
の
終
り
に
年
配
の
岡
働
き
が
い
て
、
曳
き
あ
が
っ

て
く
る
網
を
巻

網
と
網
の
接
ぎ
目
が
く
る
と
、
網
の
巻
き
手
は
網
の
は
じ
を
持
っ
て
「
寄

っ
ぞ
」
と
い
っ
て
声
を
か
け
、
二
、
三
0
間
も
、

船
は
網
を
入
れ
な
が
ら
、

の
網
を
必
要
と
し
た
。

一
直
線
に
岸
に
向
っ

て
漕
き
帰
る
。

｀
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「
逆
網
、
下

っ
た
。

下

っ
た
」
と
い
っ
て
逆
網
の
曳
き
手
に
カ

も
し
、
逆
網
の
小
樽
が
真
網
の
小
樽
よ
り
沖
に
あ
れ
ば
、

意
し
な
か
ら
網
を
曳
か
せ
る
。

網
主
は
沖
合
、
中
乗
と
と
も
に
こ
の
小
樽
の
釣
り
合
い
に
注

網
の
ど
ち
ら
の
曳
ぎ
方
が
遅
れ
て
い
る
か
判
る
。

陸
か
ら
見
る
と
、
こ
の
小
樽
の
位
置
に
よ
っ
て
、
衷
網
と
逆

漁
の
た
め
網
仕
込
み
を
す
る
。

て
い
ろ

「
手
色
（
漁
模
様
）
」
の
悪
い
場
合
は
、
表
の
間
に
綱
を
差
し

投
げ
、
櫓
床
に
櫓
を
二
、
三
挺
並
べ
た
上
に
、
端
か
ら
網
を
ぞ

し

ぐ

ち

ら
し
て
乾
す
。
綱
の
仕

口
は
き
ち
ん
と
結
ん
で
お
く
。

ぅ

荒
手
網
の
先
、
鵜
の
首
と
い
う
と
こ
ろ
に

T
字
形
の
「
手

木
」
が
あ
り
、
「
て
ぎ
樽
」
と
い
う
小
樽
が
つ
け
て
あ
る
。

漁
模
様
の
良
い
時
は
、
胴
の
間
に
綱
を
入
れ
て
、

っ
ぎ
の
出

ぶ。 へ
運
び
海
水
を
か
け
、
砂
泥
の
汚
れ
を
落
し
て
か
ら
船
へ
運

巻
き
と
っ
た
網
は
長
棒
を
通
し
、

二
人
で
差
し
担

っ
て
、
海

両
網
の
間
隔
を
狭
め
る
。
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第一章 産業の発展

九
十
九
里
一
だ
よ

仕
掛
け
て
背
負
わ
せ
ろ

本
納
屋
の
若
い
衆
は

へ
お
富
士
の
お
山
は

百
と
き
た
な
ら

俺
ら
の
も
の
だ
よ

/
め
て
や
れ
や
ー

ェー

い
れ
く
る
鰯
は

お
い俺

ら
の
も
の
だ
よ

し

よ

ま
く
っ
て
背
負
わ
せ
ろ

ェー ェー
い
や

へ
二
十
や一
二
十
の
小
寄
り
は
厭
だ
よ

色
で
も
泡
で
も

三
国
一
だ
よ

か
も
め
が
入
り
来
る

こ
の
こ
ろ
か
ら
女
衆
は
曳
く
呼
吸
と
足
の
踏
ん
ば
り
に
あ
わ
せ
て
、

だ
い
な
ん

へ
大
灘
沖
か
ら

を
入
れ
さ
せ
る
。

網
主
も
素
足
に
な
っ
て
曳
き
手
を
元
気
づ
け
る
。

海
へ
入
り
、
網
、
網
が
曳
き
易
い

よ
う
綱
や
網
を
担
ぐ
。

ー

！

こ

ば

や

し

う

た

地
曳
の
小
囃
子
を
唄
い
、 こ

し
ひ
も

綱
が
あ
と
四
房
で
荒
手
網
と
な
る
こ
ろ
、
女
逹
は
腰
巻
を
短
か
く
た
く
し
上
げ
、
裾
短
か
に
腰
紐
で
結
び
直
し
、
若
い
衆
は

ー

疇 t

一
屠
力
を
あ
わ
せ
て
曳
く
。
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第一一節 漁労法の変遷

る
。
ほ
っ
た
の
数
が
多
い
ほ
ど
大
漁
で
あ
る
。

水

揚

げ

|
¥

＼

＼

T
 

網
か
曳
ぎ
あ
げ
ら
れ
て
く
る
と
、
網
の
巻
き
手
は
長
棒
を
砂
の
上
に
置
き
、
そ
の
上
に
網
を
折
り
た
た
む
よ
う
に
置
く
。
網

の
か
さ
が
一
担
ぎ
分
に
な
る
と
、

ま
た
長
棒
を
置
い
て
網
を
の
せ
て
行
く
。

女
衆
は
腰
引
で
網
を
結
え
て
、
今
度
は
後
向
ぎ
に
曳
く
形
で
「
デ
ン

ヤ
、
テ
ン
ャ
」
と
曳
く
よ
う
に
な
る
。

荒
手
網
、
手
網
、
中
網
、
奥
網
と
曳
ぎ
あ
け
ら
れ
て
く

る
と
、
「
す
ど
ま
わ
り
」
役
の
屈
強
な
二
人
の
若
者
が
海
へ
入
っ
て

袋
の
末
端
（
す
と
。
こ
こ
に
円
い
木
片
か
つ
け
て
あ
り
、
目
印
と
な
っ
て
い

る
）
に
ま
わ
り
、
袋
中
の
魚
の
様
子
を
確
め
な
が
ら
、
左

大
景
の
い
わ
し
か
入
っ
て
い
る
と
き
は
、
手
真
似
で
袋
口
を
縛
れ
と
合
図
す
る
。

す
る
と
数
人
の
船
方
が
口
結
び
の
綱
（
と

っ
た
り
）
を
持
っ
て
袋
に
行
ぎ
力
を
合
わ
せ
て
袋
口
を
縛
る
。
こ
れ
を
作
田
網
で
は
、
「
口
を
結
っ
た
」
と
い
っ
た
。

袋
口
を
結
ば
な
い
と
、
波
に
叩
か
れ
て
い
わ
し
が
出
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

漁
か
多
い
場
合
、
袋
か
水
際
ま
で
あ
が
る
と
、
す
ど
ま
わ
り
は
大
漁
旗
（
招
旗
）
を
旗
立
場
に
立
て
、
網
主

の
居
宅
へ
知
ら
せ
に
走
る
。
「
聞
か
せ
人
」
て
あ
る
。
聞
か

せ
人
は
手
拭
て
左
腕
を
結
ひ
（
呪
て
あ
ろ
う
）
。

裸
の
ま
ま
網
主
の
家
へ
走
り
込
み
、
網
主
の
妻
に
「
じ
ょ
う
様
（
嬢
様
か
）
大
漁
だ
」
と
い
う
。
す
る
と
作
田
家
で
は
じ
ょ
う
様

（
網
主
の
凄
の
呼
び
名
）
は
聞
か
せ
人
に
、
塩
む
す
び
、
酒
一
升
と
祝
儀

(
1
0
0文
く
ら
い
）
を
与
え
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
慣

う
ろ
こ

例
で
あ
っ
た
と
い
う
。
じ
ょ
う
様
は
聞
か
せ
人
の
身
体
に
つ
い
た
鱗
な
ど
か
ら
大
漁
の
様
子
が
判
っ
た
ら
し
い
。

は
む
し
ろ

大
漁
の
と
き
は
、
大
漁
旗
の
綽
に
一
尺
ー
一
尺
五
寸
に
切
っ
た
端
筵
を
ま
る
め
て
横
に
縄
で
縛
っ
た
も
の
（
ぼ
っ
た
〗
を
下
げ

右
に
分
か
れ
て
す
と
を
持
ち
、
早
く
曳
け
と
手
で
合
図
す
る
。

ヤ
ッ
サ
ヤ
ッ
サ

346 



第一章 産業の発展

図86 嚢中ノ魚ヲ抄ヒ砂上二運搬スル図

し
た
り
、
整
理
す
る

こ
と
が
賄
以
下
役
船
方
の
仕
事
で
あ
っ

人
が
魚
を
盗
っ
た
り
、
運
搬
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
、
監
視

海
に
近
い
方
か
ら
「
下
場
」
、
「
大
場
」
、
作
田
網
で
は
「
神

い

を

こ

や

く

の
魚
」
他
網
で
は
「
小
役
」
の
三
か
所
で
あ
る
。

る。

そ
の
途
中
岡
者
た
ち
が
故
意
に
横
に
そ
れ
て
い
わ
し
を
盗

む
こ
と
を
「
横
ぎ
れ
」

と
い
い
、
こ
れ
を
防
ぐ
の
と
、
他
所
の

何
度
も
何
度
も
袋
と
場
を
往
復
し
て
い
わ
し
を
水
揚
げ
す

示
で
い
わ
し
を
―
―
一
か
所
に
積
む
。

み
、
岡
者
や
女
衆
が
差
し
担
っ
て
陸
へ
運
ん
で
行
き
、
賄
の
指

袋
の
中
へ
入
っ
て
す
く
い
だ
ま
や
揚
げ
筑
で
い
わ
し
を
掬

む。
波
打
際
で
は
岡
者
や
女
衆
が
と
っ
た
り
を
解
き
、
袋
口
を
開

け
て
い
わ
し
の
水
揚
げ
（
掬
み
と
り
）
に
か
か
る
。
よ
ほ
ど
の
大

漁
に
な
る
と
、
び
っ
し
り
と
い
わ
し
が
詰
っ
て
い
る
の
で
、
袋

と

ロ
を
開
か
ず
、
袋
の
背
の
綴
じ
を
切
っ
て
背
か
ら
い
わ
し
を
掬

り
た
」
と
い
っ
て
浜
下
り
す
る
。

大
漁
旗
を
見
る
と
、
附
の
商
人
な
ど
が
「
本
納
屋
に
印
が
降

レ

ー

＇
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第一一節 漁労法の変造

だ
か
ら
、
神
の
魚
の
場
を
つ
く
と
き
、
あ
ま
り
そ
の
足
が
多
い
と
、
船
方
か
ら
「
多
い
」
と
苦
情
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。

間
、
縦
何
間
、
厚
さ
何
尺
と
そ
の
益
を
は
か
る
。
横
一
間
、
縦
一
間
、
厚
さ
一
尺
（
約
一
立
方
メ
ー
ト
ル
）
で
干
鰯
一
〇
俵
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
網
主
と
商
人
の
代
表
で
あ
る
帳
元
の
間
で
相
場
を
し
、
全
体
の
金
額
を
決
め
る
。

大
場
の
い
わ
し
を
挟
ん
で
陸
側
に
網
主
、
海
側
に
帳
元
が
向
い
合
っ
て
、
「
も
っ
と
買
え
」
と
か
、
「
少
し
ま
け
て
く
れ
」
と

か
の
交
渉
が
あ
っ
て
、
最
終
的
に
両
者
が
合
意
す
る
と
、
「
シ
ャ
ン

、

他
村
の
浦
で
水
揚
げ
し
た
と
き
は
、
浦
例
に
よ
っ
て
大
場
い
わ
し
の
四
分

一
量
と

か
、
半
量
と
か
を
そ
の
村
の
商
人
に
売
る

こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
自
村
の
浦
で
水
揚
げ
し
た
い
わ
し
の
分
配
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
大
場
に
居
合
わ
せ
た
附
の
商
人
（
一
網
―
―

10
1
五

0
人
）
を
四
ー
五
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
大
場
の
い
わ
し
を
グ
ル
ー

大
場
は
商
人
な
と
に
売
る
い
わ
し
で
、

配し‘

ゎ
し

分の

作
田
家
で
は
水
懸
け
役
（
本
来
は
盗
ん
だ
り
す
る
者
を
見
つ
け
た
場
合
、
海
水
を
か
け
て
追
い
払
う
と
こ
ろ
か
ら
来
た
名
で
あ
ろ
う
か
）

が
「
制
人
棒
」
で
制
止
し
た
。

浜
の
盗
み
は
そ
の
場
か
き
り
で
罪
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
制
人
棒
が
折
れ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

女
衆
は
、
前
に
述
べ
た
腰
巻
を
裾
短
か
に
し
て
、
紐
を
結
び
直
し
た
と
き
、
腰
巻
が
袋
状
に
な
る
の
で
、

が
ら
そ
の
中
に
混
り
物
の
あ
じ
、

こ。f
 

さ
ば
、

い
わ
し
を
運
び
な

か
ま
す
な
ど
を
盗
み
取
っ
て
入
れ
、
家
に
持
ち
帰
っ
て
菜
に
し
た
。

神
の
魚
は
初
い
わ
し
と
い
っ
て
、
袋
か
ら
最
初
に
掬
み
取
っ
た
い
わ
し
で
、
神
様
へ
の
灯
明
料
と
な
る
。

神
の
魚
は
、
二
、
三
割
安
い
相
場
で
帳
元
が
と
り
、
網
主

の
収
入
と
な
る
。

シ
ャ
ン
」
と
手
打
ち
を
し
て
成
立
す
る
。

い
わ
し
を
台
形
状
に
積
み
あ
げ
、

一
間
を
―
―
一
歩
で
測
り
（
あ
ご
で
測
る
と
い
う
）
、
横
何
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席[:,•

巴、←
饂：ヰ‘拿鬱t；•芦

ふ、

筐
図87 生鰯ヲ売買スル図

に
分
け
ら
れ
る
。

え
る
「
岡
者
い
わ
し
」
、
船
方
、
女
衆
に
や
る
「
菜
い
わ
し
」

下
場
の
い
わ
し
は
、
早
代
な
ど
の
「
役
い
わ
し
」
岡
者
に
与

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

を

一
0
人
で
分
け
た
と
す
る
と
、
商
人
一
人
の
水
魚
金
は
一

両

の
山
を
取
る
。
大
場
全
体
の
い
わ
し
が
五

0
両
で
、
五
分
の

う
こ
と
に
な
る
。

大
き
な
円
を
書
き
、
円
周
の
上
に
商
人
を
立
た
せ
て
そ
の
位
置

二
、
三
、
と
＝
＝
一
五
を
数
え
た
と
こ
ろ
の
商
人
か
ら
順
に
い
わ
し

げ
、
落
ち
た
い
わ
し
の
頭
の
指
す
方
の
商
人
の
印
か
ら
一

、

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
円
の
中
央
で
、
い
わ
し
を
宙
に
投

り
、
「
い
く
ら
」
と
い
っ
て
数
を
尋
ね
る
。

か
り
に
「
三
五
」

に
印
を
つ
け
さ
せ
る
。

つ
い
で
中
の
一
人
が
い
わ
し
を
一
尾
と

そ
の
い
わ
し
の
山
に一

、
こ
‘

と
順
を
つ
け
、
砂
の
上
に

上
で
は
四
分
の

―
二
人
取
と
か
五
分
一

、

1
0人
取
と
い

せ
て
、
等
品
の
い
わ
し
の
山
を
つ
く
る
。
で
あ
る
か
ら
、
表
記

。
フ
の
数
に
大
分
け
す
る
。

つ
ぎ
に
グ
ル
ー
。
フ
の
商
人
数
に
あ
わ
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“.....“疇』
鳴や冷怠渾違噂トい”....<^ ヤ

つ
ぎ
に
袋
を
仕
込
め
ば
出
漁
と
な
る
。

88

沢
山
た
て
、
こ
れ
に
袋
を
結
び
つ
け
て
、
流
れ
な
い
よ
う
に

図 平山家文書 「大地曳網漁船図」

二

番

あ

み

そ

の

ほ

か

の
商
人
に
売
っ
て
金
に
し
た
。

中
の
た
い
、

ま
た
、
網
に
剌
し
た
い
わ
し
は
船
方
の
も
の
と
な
り
、
袋
の

ぞ
う
も
の

ひ
ら
め
、
さ
め
な
ど
は
雑
物
と
い
っ
て
網
主
の
食

り
、
籠
に
入
れ
て
江
戸
へ

出
荷
し
、
水
魚
勘
定
に
入
れ
た
。

豊
漁
の
場
合
、
い
わ
し
の
始
末
を
せ
ず
、

か
し

い
わ
し
の
入
っ
た
袋
の
廻
り
に
樫
の
棒
を

し
、
他
の
袋
を
も
っ
て
二
番
網
に
出
漁
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ふ
な
ば
た

網
は
長
棒
で
舷
ま
で
担
い
て
来
て
、
既
に
仕
込
ん
で
あ
る

網
の
終
り
に
荒
手
網
を
結
ん
で
、
浮
子
網
、
沈
子
綱
、
網
布
を

手
繰
っ
て
網
を
仕
込
む
。

用
の
ほ
か
、
鮮
魚
と
し
て
ぽ
て
（
行
商
人
、
魚
屋
）
に
売
っ
た

漁
が
続
く
と
、
こ
の
下
場
の
い
わ
し
を
持
ち
帰
ら
ず
、
小
買

か
肥
料
を
作
る
。

る
。
岡
者
は
こ
れ
を
岡
郷
の
自
分
の
村
へ
持
ち
帰
り
、
食
用
と

量
的
に

は
「
岡
者
い
わ
し
」
が
最
も
多
く
、
岡
者
達
が
分
け
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第一章 産業の発展

る。

い
ぜ
ん

「
小
漁
船
の
儀
は
五
、
六

0
年
已
前
は
小
浜
（
現
大
原
町
）
辺
よ
り
当
浦
へ
廻
り
：
・
：

次
第
に
多
分
に
相
成
り
：
・・:
（
略
）
：
・
…

と
あ
り
、
こ
の
文
書
が
一
八

0
六
年
（
文
化
三
）
八
月
の
こ
と
か
ら
、

小
漁
船
漁
業

の

概

観

参
考
文
献

永

田

征

子

文
学
史
料
館
蔵
、
粟
生
村
篠
崎
家
文
書
の
『
願
い
書
』
に

こ
の
地
方
に
お
け
る
小
漁
船
漁
業
が
い
つ
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
来
た
か
、
定
か
で
は
な
い
か
、
文
部
省
国

お
よ
そ
一
七
五

0
年
代
（
宝
暦
ご
ろ
）
と
推
定
さ
れ
て
い

第
二
項

こ
う
し
て
漁
況
の
良
い
日
は
、

五
番
も
六
番
も
網
を
張
る
こ
と
も
あ
る
し
、

（
中
略
）

．．．．．． 
追
々
地
船
造
り
立
て
右
稼
仕
り
候
者」

ま
た
一
番
川
（
一
番
網
の
略
称
。
以
下
同
じ
）
が

少
漁
で
、
後
の
漁
が
望
め
な
い
場
合
は
、
網
干
し
と
な
る
。
網
干
し
は
網
を
白
砂
の
上
ま
で
担
い
て
長
く
の
し
、
浮
子
綱
と
沈

子
網
を
も
っ
て
強
く
張
り
拡
げ
る
。
船
は
陸
上
の
定
位
置
ま
で
揚
げ
て
お
く
。
網
が
半
乾
き
に
な
っ
た
と
き
、

て
刺
し
い
わ
し
を
取
る
。
夕
方
、
乾
い
た
網
を
ま
と
め
、
棒
で
担
い
で
、

い
よ
う
に
、
筵
で
蔽
い
（
羽
を
切
る
と
い
う
）
、
そ
の
日
の
漁
事
が
終
る
。

袋
は
岡
者
や
女
衆
が
専
用
の
干
場
己
い
か
ば
）
へ
乾
し
、

そ
の
他
の
漁
労
法

網
布
を
は
た
い

ぬ

網
、
網
を
仕
込
む
。
そ
の
上
に
夜
露
や
雨
に
濡
れ
な

二
番
川、

三
番
川
で
終
了
す
る
時
も
同
様
で
あ
る
。

乾
け
ば
夕
方
と
り
こ
ん
で
袋
納
屋
に
運
び
入
れ
る
。

大
地
曳
網
漁
業
の
漁
拐
法
（
本
納
屋
網
作
田
紋
平
談
）

（
宮
崎
茂
一
郎
）
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第一一節 漁労法の変遷

表98

村

1825（文政8)

小漁船数調

名 小漁船数
_＿7 

西ノ村

藤下村

貝塚村

粟生村

片貝村

3

2

2

2

5

 2
 

小倉伝兵衛家文書より

田村作表

船
を
配
置
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
村
別
に
す
る
と
表
98
と
な
る
。

ぎ
よ

隻
数
に
つ
い
て
前
掲
文
書
の
異
国
船
防
禦
の
手
配
り
の
な
か
に
、
地
引
船
に
小
漁

で
、
概
観
を
閥
み
得
る
資
料
は
な
い
。

し
か
し
、

い
ず
れ
も
断
片
的
で
、
小
漁
船
漁
業
の
一
面
の
み
を
窺
い
知
る
だ
け

に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

発
見
者
と
し
て
小
漁
船
か
文
書
に
現
わ
れ
る
。

L_ 

地
方
文
書
に
小
漁
船
漁
業
に
つ
い
て
、
多
く
散
見
す
る
の
は
『
地
曳
網
水
魚
帳
』
で
、
た
と
え
ば
「
縄
船
え
さ
に
売
り
百
五

十
文
」
の
よ
う
に
、
餌
い
わ
し
と
し
て
縄
船
に
売
っ
た
記
事
で
あ
る
。

こ

よ

う

つ
き
に
多
い
の
が
、
船
方
の
雇
傭
関
係
の
も
の
で
、
地
曳
網
主
と
小
漁
船
主
と
の
い
ざ
こ
ざ
に
つ
い
て
の
『
網
議
定
書
』
の

よ
う
な
文
書
で
あ
る
。
ま
た
一
八

0
四
年

1
（
化
政
期
）
に
入
っ
て
、
異
国
船
が
日
本
近
海
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
第
一

「粟
生
村
彦
左
ヱ
門
所
持
の
船
に
水
主
同
村
源
八
郎
の
外
、
相
州
三
浦
郡
小
坪
村
八
五
郎
、
治
郎
七
、
亀
治
郎
と
申
す
者
四
人
乗
組
み
：
・

（
以
下
略
）

一
八
二
五
年
（
文
政
八
）
―
――
月
、
小
倉
伝
兵
衛
家
文
書

の
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
三
浦
半
島
か
ら
渡
来
し
、
九
十
九
里
浦
で
小
漁
船
稼
ぎ
を
す
る
者
が
急
増
し
は
じ
め
、
そ
の
ま
ま

こ
う
え
い

居
つ
い
て
し
ま
っ
た
者
の
後
裔
が
現
に
九
十
九
里
町
に
居
住
し
て
い
る
。

鈴
木
九
一
家
文
書
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
の
『
地
曳
網
主
歎
願
書
』
に
も
「
房
州
天
津
辺
、
相
模
国
の
内
三
浦
辺
よ
り
小
縄

漁
に
事
馴
れ
候
者
を
犀
い
入
れ
：

．．
 

（
中
略
）

．．．． 

凡
そ
廿
ヶ
年
前
よ
り
土
地
の
者
も
乗
組
せ
候
」
と
小
漁
船
と
三
浦
出
身
者
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（
嘉
永
七
）
と
相
次
い
で
議
定
調
印
し
て
い
る
。

共
通
利
害
に
つ
い
て
初
め
て
議
定
す
る
に
至
り

つ
い
で
一
八
五

0
年
（
嘉
氷
三
）
、

「船
壱
人
前
書
上
帳

壱
艘

長

弐

壱
艘

長
弐
間
五
寸

壱
艘

長
弐
間
壱
寸

こ
れ
は
改
良
揚
繰
網
か
実
用
化
さ
れ
る
ま
て
の
間
、
地
曳
網
の

不
漁
、
衰
退
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
化
政
期
に
増
加
し
た
小
漁
船
は
、

動
堂
、
西
野
、
細
屋
敷
、
粟
生
、
片
貝
、

そ
の
後
も
着
実
に
数
を
増
し
、
鈴
木
九
一
家
文
書
に
よ
れ
は
、
真
亀
、
不

田
中
新
生
、

小
関
、
作
田
の
一

0
か
村
の
小
漁
船
業
者
が

一
八
四
六
年
（
弘
化
――-）、

こ
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
ぎ
は
船
方
の
給
金
に
関
す
る
条
項
で
、
例
え
ば
嘉
永
三
年
の
議
定
書
に
は
、

「
一
、
水
主
給
金
の
儀
は
そ
の
職
々
一
同
相
談
の
上
、
甲
乙
な
く
差
し
出
し
申
す
べ
き
事

一
、
水
主
給
金
取
り
極
め
の
外
、
余
分
一
切
差
し
出
し
申
ま
じ
き
事

と
あ
っ
て
、
地
曳
網
水
主
が
漁
獲
量
に
応
じ
た
歩
合
給
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
小
漁
船
水
主
は
、

と
あ
り
、
明
治
初
期
に
は
四
艘
に
増
加
し
て
い
る
。

一
小
漁
船

同

松

本

福

松

一
小
漁
船

同

篠

崎

佐

吉

一
小
漁
船

同

戸

屯貌

平

吉

一
小
漁
船

間

持

主

長

嶋

市

五

郎

第
八
大
区
壱
小
区
山
辺
郡
粟
生
郁

中
か
ら
小
漁
船
に
つ
い
て
抜
ぎ
書
ぎ
し
よ
う
。

一
職
毎
の
固
定
給
制
で
あ L— 

飯
高
家
文
書
の
『
船
壱
人
前
書
上
帳
』
年
代
不
明
た
か
、
内
容
か
ら
見
て
明
治
初
年
(
-
八
七

0
)
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

一
八
五
一

年
（
嘉
氷
四
）
、

一
八
五
四
年 L— 
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）
の
ほ
か
の
条
文
を
挙
げ
る
と
、

差
し
引
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

お
よ
び
江
戸
の
生
魚
問
屋
の
三
者
が
締
結
し
た
議
定
書
（
鈴
木
九

一
家
文
書
『
議
定
連
印
書
』
）
に
は
、
仕
入
金
は
一
艘

一
一五
両
と

定
め
借
用
証
文
に
組
判
頭
が
加
印
し
て
九
月

一
一
五
日
ま
で
に
借
り
入
れ
、

ひ
と
か
ご

代
金
の
う
ち
か
ら
、
一
籠
に
つ
き

一
0
0文
宛
を
問
屋
の
許

に
積
み
立
て
て
返
済
に
充
て
、
未
返
済
分
は
次
期
の
仕
入
金
か
ら

「
一
和
泉
村
仲
次
駄
賃
壱
籠
に
付
弐
文
直
下
げ
同
村

一
同
故
障
こ
れ
な
く
取
り
極
め
候
事

一
登
戸
村
寒
川
村
へ
船
積
賃
壱
籠
に
付
弐
文
値
下
げ
船
元
一
同
故
障
な
く
取
り
極
め
致
し
候
事

一
生
荷
物
の
義
地
売
隠
売
一
切
致
さ
ず
仕
入
問
屋
へ
正
路
に
積
み
送
り
申
す
べ
き
事

一
魚
商
人
の
義
は
作
田
村
一
―
一
人
小
関
新
開
弐
人
新
生
村
二
人
片
貝
村
六
人
粟
生
村
真
亀
村
三
人
右
拾
六
人
相
立
て
尤
も
時
の
行
事
よ
り
手

札
相
渡
し
申
す
べ
く
候
事

一
手
札
こ
れ
な
き
商
人
へ
魚
荷
物
一
切
売
り
申
ま
じ
き
事

一
道
中
荷
不
足
の
義
は
そ
の
馬
駄
賃
留
め
置
ぎ
申
す
べ
く
候
事

一
船
仲
間
相
除
き
候
者
の
荷
物
地
馬
附
け
合
い
は
勿
論
船
積
合
い
な
ど

一
切
致
ま
じ
ぎ
旨
登
戸
寒
川
両
村
運
送
宿
立
合
取
り
極
め
致
し
候

事

（
一
八
五
一
）

例
え
は
嘉
永
四
年

漁労法の変遷

こ。f
 

一
月
に

漁
獲
し
た
鮮
魚
は
主
に
江
戸
の
生
魚
問
屋
に
送
ら
れ
た
か
ら
、
当
然
漁
期
の
始
め
に
必
要
と
な
る
仕
込
金
が
、
荷
を
抵
当
に

し
た
問
屋
か
ら
の
借
入
れ
と
な
る
訳
だ
が
、
こ

の
問
題
で
も
、

小
漁
船
主

は
共
同
し
て
一
定
条
件
を
定
め
、
問
屋
側
に
対
抗
し

さ
む

か
わ

の

ぶ

と

一
ケ
村
三
五
人

の
小
漁
船
業
者
と
江
戸
、
寒
川
、
登
戸
の
運
送
宿
、
和
泉
村
の
運
送
仲
次
、

る
。
こ
れ
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

-
0
月
一
日
以
降
「
翌
年
五
月
五
日
ま
で
の
送
荷
魚
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図89 鰹釣の図『千葉県漁業図解』より

た

け

す

「
漁
法
ハ
小
船
壱
艘
二
竹
筈
若
ク
ハ

筵
等
ヲ
以
テ
波
除
ケ

ヲ
設
ヶ
漁
夫
拾
四
五
人
乗
組
船

ニ
ハ
鰹
魚
ノ
餌
ト
ナ
ル

ベ
キ
生
饂
ヲ
貯
フ
鰹
魚

ハ
必
ラ
ズ
生
餌
ヲ
用
フ
ル

モ
ノ

、
し
じ

き

故
船
中
ノ
一
方
ナ

ル
舷
二
添

ヒ
テ
方
形
ノ
飼
餌
器
ヲ
設

う

が

ば

た

ケ
船
舷

ョ
リ
小
穴
ヲ
穿
チ
絶
ヘ
ズ
潮
水
ヲ
疏
通

シ
テ
饂

ヘ
だ
た

魚
ヲ
生
畜
シ
陸
地
ヲ
距
ル
通
常
拾
八
九
町
若
ク
ハ

三
四

と
い
う
。
ま
た
同
書
に

で
、
天
気
が
よ
く
風
が
吹

い
て
海
の
色
が
青
緑
色
に

な
る
と
「
鰹
潮
」
と
い
っ
て
大
漁
の
兆
し
と
さ
れ
た

よ
う
で
、
漁
期
は
四
、
五
月
ご
ろ
か
ら
一

0
月
末
ま

／
ゲ

,
9,
 

ー／
,・
 

＇ 

田村写図

の
多
く
が
釣
漁
、
す
な
わ
ち
一
本
釣
漁
業
で
あ

っ
た

シ
テ
網
漁
ハ
稀
ナ
リ
ト
ス

・・・・
・・
」
か
ら
見
る
と
、

そ

一
議
定
相
背
き
船
株
取
り
揚
げ
候
節
は
そ
の
掛
り
問
屋
へ
懸
け
合
い
の
上
右
船
売
り
彿
い
代
金
問
屋
方
仕
入
歪
の
内
へ
相
渡
す
べ
き

候
は
ば
仲
問
一
同
立
ち
合
い
八
月
限
り
売
り
彿
い
代
金
相
渡
し
申
す
べ
く
候
萬
一
そ
の
節
買
入
こ
れ
な
く
候
は
ば
代
金
見
積
り
九

入
金
の
内
に
て
返
済
致
し
申
す
べ
く
候
事

か

つ

お

の

『

千

葉

県

漁

業

図

解

第

――
一巻
』
に
よ
れ
は
、

さ
ん
し
ゅ
う

す
べ

一

本

釣

「
鰹
漁
ハ
房
総
一＝
茄
ノ
外
洋
二
於
テ
ハ
総
テ
此
漁
ヲ
営
マ
サ
ル
ハ
ナ
ク
就
中
安
房
ノ
各
浦
上
総
ノ
夷
隅
浦
等
ハ

最
モ

盛

ソ

ニ

シ

テ

九

拾

九

里

濱

銚

子

港

等

之

レ

ニ

亜

ク

」

つ
お
漁
が
九
十
九
里
浜
一
帯
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
．．．．．
．
 （
略
）
…
・
：
釣
漁
多
ク

月筋
←仕に
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第一一節 漁労法の変遷

写15 鰹魚漁 中西薬局発行『九十九里』より

里
乃
至
十
二
三
里
内
外
ノ
沖
二
漕
出
ッ
魚
群
ノ
撥
剌
ク
ル
ヲ
認
ム
レ

こ

ま

し

さ

ん

バ
船
長
ハ
直
チ
ニ
令
ヲ
下
ッ
テ
帆
ヲ
下
ロ
シ
先
ヅ
海
中
二
糠
蝦
ヲ
撒

布
ス

レ
バ
鰹
魚
ハ
之
レ
ヲ
喰
ハ
ン
ト
ッ
テ
船
近
ク
蛸
集
シ
来
ル
次
ニ

ぷま

た

ま

す

ま

す

亦
牛
饂
ヲ
取
テ
放
散
ス
レ
バ
魚
ハ
倍
々
踊
り
集
り
其
餌
ヲ
争
ヒ
喰
フ

は
り

ヲ
見
テ
凡
弐
丈
許
ノ
釣
悼
二
糸
卜
鉤
ト
ヲ
付
ヶ
生
饂
ノ
死
セ
サ
ル
様

せ

び

れ

あ

げ

饂
ノ
背
鰭
或
ハ
尾
端
等
ヲ
鉤
ノ
磯
二
剌
ッ
之
レ
ヲ
水
中
二
投
ジ
テ
釣

獲
ス
日
叩
風
軟
ニ
ゾ
テ
海
印
ズ
ル
ノ
ト
キ
ハ
鉤
影
殊
二
釈
叩
ナ
ル
ヲ

以
テ
為
メ
ニ
餌
二
付
カ
ズ
故
二
方
言
カ
イ
ヘ
テ
ト
唱
ス
ル
杓
子
状
ノ

モ
ノ
又
藁
ヲ
竹
竿
ノ
先
二
束
ネ
タ
ル
タ
ワ
ッ
状
ノ
モ
ノ
杯
ヲ
以
テ
頻

か

く

ひ

ま

っ

そ

そ

し

ゅ

う

う

い

た

リ
ニ
海
水
ヲ
攪
乱
ッ
テ
飛
沫
ヲ
鉤
二
狼
キ
以
テ
瞭
雨
ノ
到
ル
状
ヲ
ナ

び
ん
し

シ
婚
糸
鉤
影
ヲ
ジ
テ
鰹
魚
二
悟
ラ
サ
ラ
ジ
ム
斯
ク
ス
ル
ト
キ
ハ
果
シ

た
ち
ま

テ
之
レ

ヲ
追
ヒ
来
リ
テ
乍
チ
餌
ヲ
食
フ
ヲ
以

テ
速
二
之
レ
ヲ
釣
獲

こ
の
て

、

ジ
得
ル
ナ
リ
故
二
風
雨
ノ
時
ノ
如
キ
ハ
此
態
ノ
所
作
ヲ
為
サ
ズ
シ
テ

能
ク
漁
拐
ジ
得

ル
ト
云

フ
此
際
ニ
ハ
漁
夫
ハ

暫
ク
モ
猶
豫
ノ
暇
ナ
ク

ひ
き
あ
げ

引
キ
上
ヶ
々
一
顧
二
数
拾
尾
ヲ
獲
ル
実
二
瞬
息
ノ
問
ニ
ア
リ
又
一
法

ニ
魚
ノ
多
ク
群
集
ス
ル
ト
キ
ハ
長
サ
壱
丈
ニ
―
―
―
尺
ノ
竹
竿
ニ
―
―
一
尺
許

ノ
糸
ヲ
垂
レ
牛
角
若
ク
ハ
玲
羊
等
ノ
角
卜
魚
皮
ト
ヲ
以
テ
烏
賊
ノ
形

チ
ニ
擬
造
ッ
タ
ル
モ
ノ
ノ
尾
端
二
鈎
ヲ
結
ヒ
付
ヶ
之
レ
ヲ
以
テ
海
面

ヲ
左
右
二
運
転
シ
或
ハ
飛
滸
シ
或
ハ
喰
隅
ス
ル
ノ
状
ヲ
為
セ
バ
鰹
魚

は

ハ
之
レ
ヲ
烏
賊
ナ
リ
ト
シ
忽
チ
海
底
ョ
リ
踊
り
出
テ
之
レ
ヲ
喰
ム
漁

夫
ハ
魚
ノ
鉤
ヲ
含
ム
ャ
否
迅
速
二
竿
ヲ
掲
ヶ
船
へ
捕
リ
入
ル
ナ
リ
此

際
若
シ
魚
ノ
船
舷
二
触
ル
レ
バ
為
メ
ニ
魚
ハ
鈎
二
別
レ
水
中
二
踊
脱

い
わ
ゆ
る

ス
ル
ヲ
以
テ
竿
ヲ
揚
ル
ハ
所
謂
手
練
ニ
ア
リ
故
二
其
漁
夫
ノ
エ
拙
ニ
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斯
業
旺
盛
な
り
と
い
っ
て
い
る
部
分
は
納
得
で
き
な
い
。

故
は
最
大
で
、

天
時
に
よ
く
釣
れ
た
よ
う
で
、
し
は
し
ば
遭
難
事
故
が
発
生
し
た
。
特
に

一
九
二

三
年
（
大
正

一―

―
)
八
月
に
発
生
し
た
遭
雛
事

じ
ゅ
う
ご

い
わ
ゆ
る
「
十
五
夜
」
の
事
故
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

六
六

一
1
)

『
千
葉
県
面
上
郡
誌
』
に
「
鰹
漁
も
亦
古
く
よ
り
行
は
る
。

ヨ
リ
収
獲
二
著
ッ
キ
多
少
ア
リ
ト
云
フ
又
鰹
魚
ノ

ぉ

群
ヲ
ナ
ッ
遠
ク
餌
ヲ
逐
ッ
テ
勇
進
シ
来
ル
ト
キ
ハ

勢
ニ
ッ
レ
自
ヲ
躍
ッ
テ
船
中
二
飛
入
ル
其
勢
頗
ル

活
澄
ニ
シ
テ
人
カ
ヲ
以
テ
防
グ
ベ
カ
ラ
ズ
群
集
甚

シ
キ
ニ
至
テ
ハ
殆
ソ
ド
漁
船
ヲ
ッ
テ
沈
圧
セ
シ
ム

ル
コ
ト
往
々
ア
ル
ヲ
以
テ
期
カ
ル
ト
キ
ハ
漁
人
ハ

逝
二
進
路
ヲ
窺
ヒ
急
二
舷
ヲ
他
二
漕
キ
避
ル
コ
ト

ア
リ

ト
云
フ

白
髪
三
千
丈
的
な
記
述
も
あ
る
が
、

お
お
よ
そ

は
大
略
お
判
り
と
思
う
。

一
六
四
六
年
全
正
保
三
）
紀
州
須
原
の
漁
人
来
り
て
営
み
、
其
明

年
広
村
、
湯
浅
村
等
の
漁
人
来
り
て
釣
職
を
な
し
、
春
来
り
て
十
月
頃
帰
国
せ

り
と
云
ふ
。

：・・:
（
中
略
）

．．．．．． 

寛
文
延
宝
（
一

ぐ

ふ

う

一
六
九
一
年
（
元
禄
四
）
七
月
二
十
二
日
閾
風
の
為

の
頃
に
至
り
て
は
鰹
船
の
数
四
十
艘
乃
至
五

0
艘
に
達
せ

り
、

に
、
鰹
船
漁
夫
の
死
す
る
も
の
四
百
四
人
あ
り
と
、
以

つ
て
如
何
に
此

の
業
の

旺
盛
な
り
し
か
知
る
に
足
る
べ
し
。
」
と
あ
っ

て
、
こ
の
地
方
に
か
つ
お
漁
が
渡
来
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
四

0
四
人
人
も
の
犠
牲
者
を
出
し
た
事
実
を
と
ら
え
て
、

¥／
J
 

l"い`

図90 釣竿と糸，鈎擬餌鈎，鈎 田村写図

文
中
に
あ
る
よ
う
に
多
少
の
雨
風
が
あ
り
、
荒

一
読
す
れ L— 
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第一一節 漁労法の変遷

「
鯛
縄
漁
業
ハ
上
総
下
総
ノ
外
海
及
ヒ

安
房
沿
海
二
多
シ
ト
ス
漁
期
ハ
三
、

四
月
ノ
候
ニ
シ
テ
漁
法
ハ
小
漁
船

一

艘
二
漁
夫
五
人
乗
組
陸
地
ヲ
距
ル
コ

ト
大
略
四
五
里
ノ
処
二
於
テ
方
言
棟

縄
と
称
す
る
一
一
百
四
十
尋
若
ク
ハ
―
―
―

百
尋
許
ノ
縄
二
俗
ニ
ヤ
マ
ト
唱
ス
ル

細
糸
ヲ
垂
レ
此
糸
ノ
先
二
鉄
鈎
ヲ
附

お

も

り

ス
又
棟
縄
ニ
ハ
数
個
ノ
錘
石
ヲ
附
シ

且
纏
ノ
両
端
ニ
ハ
浮
樽
ヲ
附
シ
テ
浮

標
二
代
用
ス
餌
ハ
烏
賊
、
小
蝦
、
穴

蝦
姑
、
飯
章
魚
、
鰯
等
ヲ
用
フ
レ
ド

モ
重
モ
ニ
使
用
ス
ル
モ
ノ
ハ
鰯
ナ
リ

而
シ
テ
一
時
間
毎
二
引
揚
ゲ
魚
ヲ
捕

獲

ス

」

「
棟
纏
ハ
麻
糸
ヲ
以
テ
太
サ
―
―
一分
余
長
サ
大
略
一
予
日
尋
ヲ
以
テ
一
鉢
ト
シ
八
尋
毎
ニ
ヤ
マ
ト
唱
ス
ル
細
糸
ヲ
結
ヒ
下
ケ
ヤ
マ
ハ
太
サ
壱
分
余

と
あ
り
、
鯛
釣
縄
に
は

鯛縄漁之図
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『千葉県漁業図解』より図91

延t

縄；

漁

あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

『
千
葉
県
漁
業

図
解
』
に
、

そ
れ
ほ
と
危
険
極
り
な
い
も
の
で
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角
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鈴
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ネ
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ヽ
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．
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ヽ
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縄
芽
ヲ
積
亘
ネ
タ
ル
図

と
述
べ
て
い
る
。

『千葉県漁業図解』より

長
五
尋
許
ナ
リ
釣
鍼
ハ
鉄
ヲ
以
テ
製
シ
長
凡
壱
分
五
厘
ナ
リ
、
錘
石
ハ
目
方
百
目
ョ
リ
百
五
十
目
位
ノ
モ
ノ
ヲ
用
フ

本
町
に
も
、
鯛
延
編
漁
船
が
多
く
あ
っ
た
と
見
え
、
明
治
・
大
正
期
に
は
も
っ
ば
ら
内
湾
産
の
「
ユ
」
を
餌
に
し
て
い
た
よ

古
謡
に
「
さ
が
の
風
（
陸
か
ら
吹
く
風
）
は
縄
船
殺
し
、
寒
川
の
ユ
担
き

仕
事
に
な
ら
ぬ
。
」
と
あ
り
、
こ
の
風
が
吹
く
と
、
延
縄
漁
船
が
出
漁
し

な
い
の
で
、
千
葉
の
寒
川
か
ら
鯛
の
餌
に
な
る
「
ュ
」
を
運
ん
で
商
売
に

し
て
い
た
「
ユ
か
つ
ぎ
」
が
仕
事
に
な
ら
な
い
と
い
う
意
で
あ
る
。
漁
獲

物
は
鯛
、

ひ
ら
め
、

戸
に
送

っ
た
。

ほ
う
ぼ
う
、
鮫
、

ふ
ぐ
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

魚
は
「
テ
レ

ソ
籠
」
と
い
う
竹
製
の
小
判
形
を
し
た
底
の
浅
い
籠
に
入

を
変
え
た
。
例
え

は
、
寒
の
内
か
ら
三、

四
月
ま
で
鯛
漁
を
し
、

そ
れ
か

た

て

ば

つ

り

ら
九
月

一
杯
は
か
つ
お
釣
り
、
そ
れ
か
ら
寒
ま
で
は
立
場
釣
と
い
っ
て
ま

小
漁
船
は
別
名
「
雑
漁
船
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
季
節
に
よ
っ
て
漁
法

に
す
る
。

鮮
魚
の
出
荷
に
つ
い

て
は
、
別
項
で
も
述
べ
る
の
で
詳
細
は
省
く
こ
と

れ
、
馬
に
つ

け
て
寒
川
な
ど
の
船
宿
に
送
り
、
そ
こ
か
ら
押
送
り
船
で
江

う
で
、

九
十
九
里
産
の
「
芝
え
び
」
も
使
わ
れ
て
い
た
。

しー一

、

'

,

'

~
 

359 



第—一節 漁労法の変遷

"日計

, It問 6m 
I I 

条大

l 
＇、 内 9や '"Cm

三＊
底綱＊切れが H

● 9f H し

~

ヽ』

t=＿B-
6
m
 

―
-[If< 
o
o
 *
"
A
s

賣

図93 延縄漁法 （延縄図）鈴木銀市作図

1鉢入系長 1km以上針85本～100本船主に依り作り方が異り

1隻につき 5鉢～10鉢針は鉢の廻りの薬枠に刺す

上
納
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

の
だ
か
、
縄
船
の
場
合
、
運
上
は
ま
と
め
て
幕
府
勘
定
方
に

船
役
は
、
年
一
艘
に
つ
き
い
く
ら
と
地
顕
へ
上
納
す
る
も

が
あ
る
。

江
戸
期
、
蠅
船
に
か
か
る
貢
租
と
し
て
は
、
船
役
と
運
上

図
93
は
昭
和
期
の
延
綱
の
漁
具
の
図
で
あ
る
。

。
う
ヽl

>
 

船
で
は
ヤ
マ
糸
は
長
さ
三
尺
位
で
、

三
尋
お
き
で
あ
っ
た
と

漁
具
は
船
に
よ
っ
て
多
少
差
異
が
あ
り
、
片
貝
松
井
源
七

の
数
で
割
っ
て
漁
夫
一
人
、

一
人
の
歩
合
金
を
出
す
。

船
主
四
、
樵
夫
六
の
割
合
で
分
け
る
。
漁
夫
の
取
り
分
を
代

代
分
は
水
魚
金
か
ら
入
目
（
必
要
経
費
）
を
引
ぎ
、
残
り
を

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
小
漁
船
漁
夫
は
、
原
則
と
し
て

固
定
給
で
あ
っ
た
が
、
「
代
分
」
と
い
っ
て
歩
合
を
払
う
場

合
も
あ
っ
た
。

せ
が
あ
っ
た
。

ぐ
ろ
漁
を
す
る
。
こ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
漁
法
の
組
み
合
わ
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纏
船
運
上
に
つ
い
て

一
八
三
六
年
全
天
保
七
）
申
七
月
の
小
川
家
文
書
か
あ
る
の
で
資
料
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

「

恐

れ

な

が

ら

書

附
を
も
つ
て
願
い
上
げ
奉
り
候

御
料
私
領
入
会
上
総
国
九
拾
九
里
浜
沖
漁
縄
船
そ
の
外
御
運
上
上
納
請
負
人
阿
部
大
学
知
行
所
同
国
夷
隅
郡
長
者
町
顧
人
名
主
命
七
御
領

私
領
入
会
同
国
九
拾
九
里
浜
の
内
縄
船
主
惣
代
本
間
十
右
衛
門
知
行
所
同
国
山
辺
郡
片
貝
村
願
人
与
兵
衛
外
壱
人
一
同
申
し
上
げ
奉
り
候

私
共
儀
数
年
来
網
船
渡
世
仕
来
り
候
処
近
年
不
漁
打
ち
続
き
就
中
昨
今
年
は
漁
業
類
な
く
濱
方
一
統
難
儀
窮
迫
に
及
び
恐
れ
な
が
ら
御
納

こ
う
し
ゃ

屋
御
用
差
支
え
の
程
も
斗
り
難
ぎ
倣
と
存
じ
奉
り
候

一
肱
縄
船
の
儀
は
壱
艘
に
付
人
数
五
人
乗
に
て
縄
船
好
者
の
者
共
相
撰
び
漁
業
仕
来＠

 

り
候
故
村
方
の
も
の
の
み
に
て
は
稼
方
出
来
が
た
＜
候
処
房
相
両
国
そ
の
ほ
か
漁
師
共
の
う
ち
荒
海
乗
り
馴
れ
罷
り
在
り
候
も
の
共
居
浦

漁
業
手
透
き
の
節
は
当
浦
方
へ
出
稼
に
罷
り
越
し
候
に
付
、
相
対
に
て
相
犀
い
縄
船
へ
乗
り
組
ま
せ
候
義
往
古
よ
り
の
仕
来
り
に
御
座
候

処
近
年
宜
し
か
ら
ざ
る
風
像
に
相
成
り
屈
入
れ
候
漁
師
共
給
金
前
貸
相
渡
し
引
き
越
し
間
な
く
迩
げ
去
り
又
は
半
ば
相
勤
め
雇
入
日
限
だ

け
相
勤
め
ず
迩
げ
去
り
行
衛
相
知
れ
ざ
る
者
多
分
に
こ
れ
あ
り
そ
の
上
喧
牲
口
論
腕
立
等
相
好
み
候
も
の
少
か
ら
ず
乎
日
竹
鑓
木
刀
な
ど

阻
し
持
ち
候
骰
も
こ
れ
あ
り
船
主
共
心
配
仕
種
と
取
締
方
教
諭
な
ど
仕
り
候
へ
ど
も
兎
角
相
止
み
難
く
左
候
と
も
左
の
も
の
共
相
雇
い
申

さ
ず
候
て
は
渡
世
向
差
し
支
え
候
は
限
前
に
付
是
非
な
く
こ
れ
追
は
そ
の
儘
に
致
慨
き
餘
儀
な
く
金
子
又
ぞ
ろ
才
覚
仕
り
外
と
よ
り
抱
入

れ
給
金
貸
渡
し
相
稼
さ
せ
候
え
共
こ
の
上
際
限
ご
ざ
な
く
採
な
く
休
船
仕
り
候
ほ
か
御
座
な
く
候
既
に
古
来
は
九
十
九
里
浦
の
惣
体
に
て

縄
船
九
拾
艘
余
も
こ
れ
あ
り
候
処
追
と
船
数
相
減
じ
当
時
は
漸
く
六
拾
一
艘
な
ら
で
は
御
座
な
く
右
様
縄
船
一
統
相
衰
え
候
儀
は
全
く
抱

入
れ
候
漁
師
共
度
し
姓
げ
去
り
多
分
損
毛
仕
り
喧
咄
口
論
な
ど
仕
出
し
船
主
の
物
入
少
か
ら
ず
自
然
と
船
数
相
減
じ
辿
も
縄
船
漁
業
永
統

相
成
が
た
く
存
じ
奉
り
候
左
候
え
ば
第
一
御
納
屋
御
用
筋
御
差
支
え
に
も
相
成
り
且
又
綱
船
の
儀
は
御
城
米
廻
船
難
破
船
の
節
は
早
速
引か

な

船
掛
ヶ
船
等
々
御
用
を
も
相
勤
め
尤
も
同
浦
し
地
曳
網
そ
の
外
魚
憔
船
も
御
座
候
え
共
右
曳
船
掛
船
な
ど
の
働
き
は
ほ
か
船
に
て
は
相
叶

は
か

わ
ず
縄
船
に
相
限
り
候
義
に
て
縄
船
数
相
減
候
え
ば
右
の
御
用
を
も
相
勤
ま
ら
ず
且
又
御
差
支
え
の
程
も
斗
り
が
た
く
存
じ
奉
り
候
且
又

御
運
上
御
上
納
の
儀
も
追
し
減
永
願
い
上
げ
奉
り
候
ほ
か
御
座
な
く
候
成
り
行
き
恐
れ
な
が
ら
御
益
筋
に
も
相
拘
り
私
供
儀
右
肱
に
相
成

り
候
て
は
必
至
の
難
渋
片
時
も
忘
れ
が
た
＜
悲
歎
罷
り
在
り
候
間
当
御
役
所
様
へ
御
運
上
御
上
納
奉
り
候
儀
に
付
右
縄
船
不
取
締
の
緞
幾

重
に
も
御
仕
法
成
し
下
さ
れ
永
続
仕
り
た
＜
願
い
上
げ
奉
り
候
一
赫
縄
船
漁
師
共
抱
入
れ
候
は
遠
国
の
者
抱
入
れ
候
事
故
素
よ
り
人
主
受

入
な
ど
も
ご
ざ
な
く
無
証
文
に
て
給
金
貸
渡
し
尤
も
往
古
よ
り
右
肱
の
仕
来
り
に
て
相
抱
え
候
へ
共
先
年
は
迩
げ
去
り
候
も
の
も
決
し
て

I

ー

Ǹ
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御

科

入

會

私
領上

総
国
九
十
九
里
濱

御
座
な
く
無
事
に
働
き
候
処
近
来
人
気
悪
し
く
相
成
り
兎
角
迩
げ
去
り
行
衛
相
知
ず
候
も
の
多
分
に
こ
れ
あ
り
又
は
迩
げ
去
ら
ず
相
働
き

罷
り
在
り
候
も
の
共
も
前
書
申
し
上
げ
候
通
り
兎
角
喧
咄
口
論
腕
立
等
を
表
に
立
て
候
風
儀
に
相
成
り
竹
鑓
木
刀
な
ど
隠
し
持
な
ど
い
た

あ
ま
た

し
候
儀
追
し
増
長
仕
り
候
え
共
平
日
荒
海
自
在
に
乗
廻
し
候
種
の
強
勢
の
も
の
共
に
付
船
主
の
申
し
聞
か
せ
を
も
聞
き
入
れ
ざ
る
儀
数
多

こ
れ
あ
り
地
曳
網
抱
水
主
共
儀
も
近
来
風
儀
宜
か
ら
ず
船
主
共
渡
世
向
難
儀
に
罷
り
在
り
候
処
近
頃
は
関
八
州
御
取
締
様
方
御
廻
村
の
節

虫
ク
イ

は
右
地
曳
網
水
主
共
御
召
出
し
御
調
べ
成
し
下
さ
れ
候
故
追
と
水
主
共
人
気
相
直
り
当
時
は
殊
の
外
取
締
方
宜
し
く
渡
世
も
口

□相
成
り

候
故
近
頃
は
地
曳
網
渡
世
相
始
め
候
者
追
し
こ
れ
あ
り
格
別
船
数
も
相
増
し
候
儀
に
存
じ
奉
り
候
依
つ
て
縄
船
の
儀
も
右
地
曳
網
同
様
御

燐
懲
を
以
つ
て
御
取
締
方
御
仕
法
成
し
下
さ
れ
候
は
は
自
然
と
風
儀
相
直
り
取
締
方
宜
し
く
相
成
り
候
は
暦
然
の
義
と
存
じ
奉
り
候
既
に

水
戸
様
御
領
分
磯
の
濱
小
漁
船
の
儀
も
同
様
遠
国
よ
り
漁
師
共
相
屈
い
候
故
種
し
不
埓
の
も
の
こ
れ
あ
り
候
処
御
領
主
様
よ
り
御
制
度
厳

虫

ク

イ

虫

ク

イ

し
く
仰
せ
付
け
ら
れ
候
故
今

□□
口
儀
余
程
相
直
り
候
由
既
に
先
頃
中
右

□ロ
ロ
遊
げ
去
り
候
も
の
こ
れ
あ
り
九
拾
九
里
浜
へ
罷
り
越
し

彼
地
よ
り
迩
げ
参
り
候
義
は
押
し
隠
し
同
浜
に
て
相
雇
わ
れ
漁
業
稼
罷
り
在
り
候

□磯
浜
へ
相
知
れ
候
え
ば
水
戸
様
御
役
人
中
様
御
出
役

虫

ク

イ

虫

ク

イ

直
に
御
召
捕
り
に
相
成
り
縄
付
の
儘
に
て
御
召

□口
□□
濱
に
て
貸
し
渡
し
候
給
金
だ
け
相
勤
め
さ
せ
候

□□
口
取
締
御
座
候
由
度
と
承

り
及
び
罷
り
在
り
候
右
の
次
第
に
付
私
共
濱
方
絹
船
抱
入
れ
候
漁
師
共
義
も
不
取
締
に
て
渡
世
難
渋
の
次
第
聞
召
し
訳
け
さ
れ
ら
れ
御
取

虫
ク
イ

締
御
仕
法
成
し
下
し
置
か
れ
候
え
ば
抱
入
れ
候
漁
師
共
悪
し
き
風
儀
も
口

□相
直
り
渡
世
十
分
二
相
成
り
申
す
べ
に
と
存
じ
奉
り
候
且
つ

往
古
よ
り
の
仕
来
り
と
は
申
し
な
が
ら
受
入
人
主
な
ど
も
取
極
ず
候
て
そ
の
も
の
の
申
し
口
ば
か
り
に
て
抱
入
れ
又
は
雇
入
れ
候
故
迩
げ

虫

ク

イ

虫

ク

イ

隠
れ
候
義
も
こ
れ
あ
り
候

□口
付
此
義
は
追
と
急
度
相
改
め
候
心
底

□□
口
在
り
候
え
共
当
時
悪
し
き
風
儀
増
長
仕
り
居
り
候
最
中
改
め

立
て
仕
り
候
て
は
強
勢
の
も
の
共
右
様
の
儀
仕
出
す
べ
く
も
斗
り
難
く
存
じ
奉
り
候
間
御
取
締
方
成
し
下
さ
れ
水
主
共
人
気
風
儀
相
当
り

候
上
に
て
夫
し
受
入
等
取
極
め
申
し
度
存
じ
奉
り
候
左
候
え
ば
縄
船
渡
世
永
続
仕
御
城
米
用
船
難
破
船
等
の
節
引
船
掛
り
船
等
の
御
用
並

虫
ク
イ
み
よ
う
が

に
縄
船
御
運
上
の
義
も
お
差
支
え
ご
ざ
な
く
猶
又
私
共
始
め
江
戸
問
屋
共
に
至
迫

一
同
相
助
り
申
す
べ
く
段

□□
口
冥
加
至
極
有
難
き
仕屈

合
わ
せ
に
存
じ
奉
り
候
、
右
の
趣
義
重
に
も
御
仁
恵
を
以
て
房
相
州
そ
の
外
の
内
よ
り
抱
入
れ
候
漁
師
共
正
路
に
相
勤
の
村
と
は
勿
論
者

て
浜
方
一
同
取
締
宜
し
く
相
成
り
候
様
御
趣
意
仰
せ
付
け
さ
せ
ら
れ
下
し
置
れ
縄
船
無
事
丈
夫
に
渡
世
永
続
相
成
り
候
様
何
卒
御
慈
悲
の

御
沙
汰
下
し
置
か
れ
候
様
偏
に
願
い
上
げ
奉
り
候
以
上

天
保
七
申
年
七
月
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①
御
納
屋
御
用
幕
府
肴
役
所
御
用

③

居

浦

自

分

の

浦

覚
蔵
様

御
役
所

前
書
の
通
り
森
覚
蔵
様
御
役
所
へ
差
上
げ
申
す
慮
相
違
御
座
な
く
候

天
保
七
申
年七

月

多
古

御
役
所
様

森

以
上

御
領
分上

総
国
山
邊
郡
片
貝
村

縄

船

惣

代

惣

四

郎

差

添

名

主

藤

左

衛

門

同

安

五

郎

沖
漁
縄
船
そ
の
外
運
上
上
納
受
負
人

阿
部
大
学
知
行
所

同
国
夷
隅
郡
長
者
町

願

人

名

主

入

會

御
料

私
料同

国
九
十
九
里
濱
ノ
内

縄
船
主
惣
代

本
間
十
右
衛
門
知
行
所

同
国
山
邊
郡
片
貝
村

百
姓

長
谷
川
平
蔵
知
行
所

同
国
同
郡
同
村

興 金

兵

衛 七

L_ 
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4反継グ長サ300m

4反継グ

船
主
ノ
印
旗
海
上
二
浮
ク

石

高
サ
―

-
m

図94 建網図 鈴木銀市作図

一

る。

千
葉
県
小
関
漁
業
会
所
頭
取

甲
賀
秀
実
代
理

濱

野

倶

廣

右
申
し
上
げ
候
九
十
九
里
浦
に
於
て
コ
ロ
網
と
相
唱
え
候
張

網
の
義
は
如
何
な
る
種
類
の
網
を
指
し
候
や
の
旨
お
尋
ね
に

付
左
に
申
し
上
げ
候

さ
め

一
此
の
儀
九
十
九
里
浦
に
於
て
コ
ロ
網
と
唱
え
候
鮫
網
の
義

二
種
こ
れ
あ
り
候
そ
の
一
は
網
の
目
数
十
八
に
て
そ
の
一

は
七
ッ
こ
れ
あ
り
、
然
る
を
漁
民
共
に
於
て
は
右
目
数
十

八
こ
れ
あ
り
候
を
建
網
と
相
唱
え
、
七
ッ
こ
れ
あ
り
候
を

コ
ロ
網
と
相
唱
え
候
え
共
な
お
漁
業
会
所
並
に
地
曳
網
主

に
於
て
は
前
条
一
一
種
の
鮫
網
を
総
て
コ
ロ
網
と
相
唱
候
義

に
こ
れ
あ
り
候
、
右
御
尋
ね
に
付
此
段
始
末
書
を
も
つ
て

始
末
書

記
』
に
建
網
と
コ
ロ
網
の
網
目
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

船
橋
市
立
図
書
館
所
蔵
の
『
千
葉
県
小
関
漁
業
会
所
日

族
を
獲
る
漁
法
で
、
底
刺
し
網
の
類
で
あ
る
。

建

網

漁

と

コ

ロ

網

漁

長
く
、
魚
追
を
遮
る
よ
う
に
張
り
魚

建
網
、

コ
ロ
網
と
も
に
網
を
海
中
に
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「
十
月
三
十
日
快
晴

一
左
の
通
り
郡
役
所
よ
り
逹
し
書
こ
れ
あ
り
候
旨
袴
田
小
作
殿
よ
り
中
し
聞
さ
れ
候

逹
第
七
号

沿
海
村
と

戸

長

コ
ロ
網
建
網
の
儀
は
七
八
九
一
ニ
ヶ
月
の
外
営
業
兼
て
禁
止
せ
ら
れ
候
隠
漁
業
会
所
よ
り
巡
回
該
網
封
印
取
り
計
い
候
際
或
い
は
所
持
の
者

い

ん

ぺ

い

お

わ

り

隠
蔽
致
し
置
き
、
后
日
隠
れ
張
営
業
候
者
往
々
こ
れ
あ
る
趣
相
聞
え
畢
に
犯
則
に
陥
り
候
者
な
き
を
保
せ
ず
甚
だ
不
都
合
の
義
に
候
条
自

今
心
得
違
の
者
こ
れ
な
き
様
営
業
人
共
へ
洩
れ
な
く
懇
諭
致
す
べ
く
候

此
の
旨
相
達
し
候
事

（
一
八
七
九
）

明
治
十
二
年
十
月
五
日

さ
ら
に
小
松
原
家
文
書
か
ら
、
小
関
納
屋
の
コ
ロ
網
営
業
者
を
掲
載
し
た
も
の
を
参
考
し
て
掲
げ
る
。

前
記
『
千
葉
県
小
関
樵
業
会
所
日
誌
』
よ
り
、

建
網
、
コ
ロ
網
の
漁
期
に
つ
い
て
は
、
地
曳
網
と
の
競
合
か
ら
七
、

業
会
所
設
立
後
に
お
い
て
も
地
曳
網
主
の
発
言
力
が
い
か
に
強
大
で
あ
っ
た
か
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

千
葉
県

本
納
警
察
署
御
中

申
し
上
げ
候
以
上

（
一
八
七
七
）

明
治
十
年
九
月
十
八
日

千

葉

県

虹

鱈

郡

長

宮

崎

直

候

八
、
九
の
一
―
一
ヶ
月
間
に
限
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
漁

右
漁
業
会
所
頭
取

甲
賀
秀
実
代
理

濱

野

倶

廣

L_ L 
.

I
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第一一節 漁労法の変遷

「
（
表
紙
）

拾
六五五六 弐七 六六 八五八
反反反反反反反反反 反 反

寄倉村村浦崎

コ
ロ
網
御
受
書

（
一
八
七
五
）

明
治
八
年
三
月
廿
日

第
八
大
区
二
小
区

山
邊
郡
小
関
村

小
漁
船
コ
ロ
網
持
主

山

口

偲

四

郎

野

問

喜

太

郎

長
谷
川
清
左
衛
門

Il

久
太
郎

篠

甚

七

松

乙

平

中

利

吉

中

豊

吉

板

直

吉

篠

丈

治

郎

但
し

⑲ ⑱ ⑱ ⑱ ⑱ ⑱ ⑲ ⑱ ⑱ ⑱ 長
サ
弐
拾
問

幅
五
尺
余

コ
ロ
網
の
儀
に
付
御
受
書

（
一
八

右
は
コ
ロ
網
漁
業
の
儀
当
分
七
八
九
三
ヶ
月
の
間
御
差
し
許
し
相
成
り
そ
の
余
は
コ
ロ
網
を
用
い
ず
従
前
の
通
り
漁
業
致
す
べ
き
旨
明
治

七

四

）

か

し

こ

ぼ

う

が

い

七
年
―
―
一
月
中
仰
せ
出
で
ら
れ
候
銘
と
承
知
畏
み
奉
り
候
虞
右
期
月
の
外
を
相
稼
ぎ
候
趣
御
聴
に
入
り
鰯
漁
の
大
妨
凝
と
相
成
り
濱
方
一
般

か
さ

衰
微
を
醸
し
候
様
嵩
ね
て
今
般
御
厳
逹
に
相
成
り
重
と
拝
承
奉
り
已
来
は
御
規
則
期
月
の
外
右
コ
ロ
網
漁
業
仕
ら
ず
候
間
依
て
一
同
御
受

差
上
げ
奉
り
候
以
上

山
辺
郡
小
関
村

366 



第一章 産業の発展

目
一
0
•
五
ミ
リ
、
糸
の
太
さ
一
ミ
リ
で
一
人
四
反
と
さ
れ
て
い

た
。

こ
れ
を
見
る
と
小
関
納
屋
だ
け
で

二
三
人
の
コ
ロ
網
業
者
が

い
た
わ
け
で
、
浦
付
の
村
々
に
は
相
当
数
の
建
網
、

一
反
の
網
の
長
さ
―

1
0間
、
巾
五
尺
余
と
あ
る
が
、
筆
者
の
承
知
し
て
い

る
建
網
（
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
に

な
る
）
は
、

船
主

ふ
な
し
ろ

を
い
れ
四
人
ぐ
ら
い
の
寄
り
合
い
で
、
他
の

三
人
は
船
代
を
出
す
。

一
反
の
網
は
長
さ
七
五
メ
ー
ト

ル
、
巾
ニ
メ
ー
ト

ル
、
網

者
が
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

千

葉

県

令

柴

原

和

殿

一
拾
三
反

一

五
反

一

八
反

一

七

反

一

七
反

一
六
反

一

六
反

一
七
反

一
拾
六
反

一
拾
反

一
八
反

一

六
反

一
四
反

小

野

田

幸

吉

高

橋

実

蔵

山

口

富

蔵

山

本

甚

七

鈴

木

萬

之

助

野

間

伊

一一
一郎

板

倉

清

次

郎

市

原

已

之

吉

中

村

亀

吉

古

川

長

右

衛

門

野

間

要

蔵

市

原

金

重

郎

酒

井

市

松

f
弐
拾
一
―
一
人

⑲ ⑲ ⑲向⑲ ⑲ ⑲ ⑲ ⑮ ⑲ ⑲ ⑲ ⑲ 

右
村
用
掛

小
松
原
五
郎
左
衛
門

コ
ロ
網
業 L— 
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第一一節 漁労法の変遷

飯
高
家
文
書
一
七
七
五
年
（
安
永
四
）
末
正
月
の
『
村
諸
入
用
帳
』
に

で
は
な
い
。
し
か
し
、
古
く
か
ら
広
く
九
十
九
里
浜
一
円
で
行
わ
れ
て
来
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

九
十
九
里
浦
の
貝
巻
漁
で
獲
れ
る
貝
類
は
主
に
図
95
が
鼠
的
に
い
っ
て
多
い
。

「

三

月

三

日

一
百
四
文
四
ッ
さ
し

六
串
ッ
、
蛤
さ
し
辿
十
辿
平
山
様
へ
節
供
進
物
北
弥
兵
衛
に
渡
す

と
あ
り
、
こ
の
は
ま
ぐ
り
が
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
ら
れ
た
も
の
か
判
ら
な
い
が
、

貝

巻

漁

が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
来
た
か
定
か

ふ

な

か

貝
巻
漁
に
は
、
船
掻
き
と
手
掻
き
が
あ
る

る。 喧
嘩
、
口
論
か
あ
り
、
俗
に
建
網
を
喧
嘩
網
と
呼
ん
だ
ほ
ど
で
あ

広
大
な
泥
で
も
多
数
の
建
網
船
が
出
漁
す
る
の
で
、
し
ば
し
ば

ち
に
船
を
出
し
網
を
持
ち
帰
る
。
網
に
か
ら
ま
っ
た
魚
類
を
は
ず

し
て
仲
買
人
に
売
る
。
主
に
星
鮫
、
こ
ち
、
か
に
が
多
か

っ
た
。

に
間
に
合
わ
せ
る
。

網
が
破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
、
急
い
で
補
修
し
て
午
後
の
出
漁

建
網
漁
は
午
后
三
時
ご
ろ
出
漁
し
て
網
を
張
り
、
翌
朝
暗
い
う

む

み

た

け

ぐ

し

は
ま
ぐ
り
剥
き
身
を
竹
串
に
刺
し
、

はまぐり

あかがい（ちがい）

そ
れ
を L— 

だ ん べ い き し ゃ ご （ながらみ）

図95 貝巻漁で獲れる貝類

保育社版『標準原色図鑑全集 3貝』より
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図96-1 貝巻漁 『千葉県漁業図解』より

『
千
葉
県
漁
業
図
解
第
三
巻
』
に

「

外

海

貝

巻

漁

外
海
の
貝
巻
漁
ハ
上
総
九
十
九
里
浦
等
ニ

多
シ
此
ノ
漁
業
ハ
年
中
季
節
二
論
ゼ
ズ
風

波
平
穏
ナ
ル
日
蛤
貝
等
ヲ
捕
獲
ス
ル
ナ
リほ

ゞ

器
具
ハ
内
湾
二
使
用
ス
ル
モ
ノ
ト
形
状
略

似
タ
ル
具
ニ
シ
テ
漁
法
ハ
漁
船
壱
艘
二
水

主
五
人
程
乗
組
ミ
沖
合
或
ハ
磯
近
キ
処
ニ

テ
此
器
械
二
麻
製
ノ
躁
ヲ
添
付
シ
之
レ
ニ

ろ

く

ろ

網
ヲ
付
シ
海
二
投
シ
舷
中
二
於
テ
饒
轄
ヲ

以
テ
巻
ク
事
主
猶
内
湾

ノ
器
具
使
用
法
ニ

ま

ん

が

異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
馬
把
は
二
種
ア
リ
テ
一

ハ
沖
馬
鍬
卜
唱
シ
悛
ノ
長
サ
五
尺
一
寸
以

下
爪
ハ
長
サ
一

尺
五
寸
以
下
ニ
ッ
テ
爪
数

二
拾
本
以
内
ア

リ
専
ラ
大
蛤
ヲ
捕
獲
ス
ル

ニ
用

ヒ
海
岸
ヲ
距
ル
コ

ト
ニ
里
内
外
ノ
沖

合
二
於
テ
使
用
ツ

一
ヲ
高
巻
馬
鍬
卜
云
ヒ

稜
ノ
長
サ
四
尺
三
寸
以
下
爪

ハ
長
サ
壱
尺

壱
寸
以
下
ニ
シ
テ
爪
数
一
子
一十
本
以
内
ノ
モ

ノ
ナ

リ
之
レ
ハ
中
蛤
ヲ
採
捕
ス
ル
ニ
用
ヒ

し
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
判
る
。

縄
で
連
に
し
て
乾
し
た
も
の
が
贈
答
用
と
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第一一節 漁労法の変遷

で
注
意
願
い
た
い
。

図
で
は
貝
を
掻
く
道
具
（
マ
ン
ガ
）
を
大
き
く
画
い
て
あ
る
の

キ
船
」
と
い
う
。

図
97
は
昭
和
期
の
貝
巻
船
で
あ
る
。
こ
れ
を
方
言
で
は
「
マ

と
の
記
述
が
あ
る
。

磯
際
ョ
リ
凡
百
間
内
外
深
サ
壱
丈
ノ
海
面
二
於
テ
漁
業
ス

L-

”-
、/

9/‘ 

，. 
9--,ク---，y9'4’’ 

文=戸9ご，；,-タ~`-ご＝そ ＝

I/ 
9, 
•9 、=—ミ・ ・;・至
c_,,Yぞ‘之=__ 

ふ二—口
ジク＝＝ヽ -~Z

図96-2 『千葉県漁業図解』より

貝巻漁法 （別名ヤイトコ掛け加から取っ た呼ぴ名にて方al

船は風の方向にして 「マンガ」交互に上げる

漁夫 5人

船全長15~16m

ろ貶 さ18&m

ロープ太さ 5-6分にて長さ 150m

プ
（
麻

）

7
分

木

杉

｝
剃
木
長
サ

2
m

図97 貝巻き漁具 鈴木銀市作図
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図98 手掻き貝巻漁 『千葉県漁業図解』より
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『千葉県漁業図解』より

に
も
重
労
働
の
た
め
、
敬
遠
さ
れ
た
と
い
う
。

要
と
し
た
。
屈
強
の
漁
夫
で
も
「
ヤ
イ
ト
コ

」
は
あ
ま
り

る
。
そ
れ
た
け
漁
獲
も
多
く
な
る
が
、
大
変
な
労
力
を
必

図
は
表
と
饂
に
二
個
の
マ
ン
カ
を
入
れ
た
一
一
丁
引
き
の

出
す
。
貝
は
浜
に
帰
っ
て
か
ら
仲
買
人
に
売
ら
れ
た
。

通
常
、
貝
巻
漁
は
凪
の
早
朝
、
出
漁
す
る
と
沖
の
瀬
の
向
う
で
マ
ン
ガ
を
海
中
に
入
れ
、

の
距
離
で
錨
を
す
る
。
つ
い
で
導
綱
を
か
ぐ
ら
さ
ん
で
巻
き
取
る
と
、

マ
ン
カ
の
袋
へ
採
捕
す
る
仕
組
で
あ
る
。

漁
夫
が
か
ぐ
ら
さ
ん
を
挟
ん
で
向
い
合
っ
て
座
し
、

か
ぐ
ら
さ
ん
の
棒
を
「
ャ
イ
ト
コ
、

ャ
イ
ト
コ
」
の
掛
げ
声
に
合
わ
せ

て
廻
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
貝
巻
漁
を
「
ャ
イ
ト
コ
」
と
呼
ぶ
。
船
下
ま
で
マ
ン
カ
が
来
る
と
船
に
引
き
上
げ
、

中
の
貝
を
取
り

貝
巻
船
で
、
錨
の
代
わ
り
に
マ
ン
カ
を
使
っ
た
も
の
で
あ

マ
ン
ガ
が
海
底
を
前
進
し
、
砂
と
と
も
に
貝
類
を
掬
い

み
ち

マ
ン
ガ
の
導
網
を
伸
は
し
、

一
定
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写16 ぞな掻き

歯（ ―-牧歯） カ ッター

図100 ぞな （学名ふじのはながい）カッター

宮崎茂一郎作図

と
述
べ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
。
ヒ
ン
と
こ
な
い
。

漁
に
つ
い
て

か
っ
た

「
又
外
二
腰
掲
駄
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
水
底
四
尺
以
内
ノ
海
中
二
於

テ
漁
夫
壱
人
ニ
シ
使
用
ツ
得
ペ
ク
前
ノ
馬
把
二
比
ス
レ
バ
更

二

軽

快

ナ

リ

」

前
述
の
『
千
葉
県
漁
業
図
解
第
三
巻
』
に
手
掻
き
貝
巻
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手

繰

網

漁

要
す
る
に
腰
網
を
腰
に
巻

い
て
、
腰
と
竹
竿
で
調
子
を
と
り
、
後
退
し
な
が
ら
、
掲
駄
を
前
進
さ
せ
て
貝
を
採
る
方
法
で
あ

九
十
九
里
浜
で
は
、
小
さ
い
は
ま
ぐ
り
を

「ぜ
ん
な
」
と
呼
び
、
浜
で
こ
れ
を
採
る
道
具
を
「
ぜ
ん
な
か
っ
た
」
と
呼
ん
で

い
る
。
こ
の

「
か
っ
た
」
は
前
掲
の

「掲
駄
」
の
訛
り
で
あ
ろ
う
。

か

っ
た
に
は
こ

の
ほ

か、

ぞ
な
か
っ
た
か
あ
る
。
多
少
そ
れ
そ
れ
、
構
造
が
異

っ
て
い
る

の
で
、

図
、
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
。

る。

竹竿

な
か
ら
み
（
た
ん
へ
い
き
し
ゃ
こ
）

を
採
る
な
が
ら
み
か
っ

た
、
ぞ
な
（
ふ
じ
の
は
な
が
い
）

を
採
る

「
手
繰
網
ハ
・
・・・
・
・
（
中
略
）

エ
ピ
ソ
ノ
他

ノ
雑
魚
ヲ
捕
獲
ス
ル
漁
網
ニ
シ

テ・
・・・
・・（
中
略
）

．．．．．． 
漁
期
ハ

終
年
絶

ヘ
ス
漁
拐
シ
得
ラ
ル
ル

モ
凡
ソ
―――月
ョ
リ

六
月
マ
デ
ヲ
以
テ
好
期
ト

ナ
ル

」

図101

周囲は金網＼歯

ながらみ（学名だんべいき

しゃご）立ちカッター

宮崎茂一郎作図
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図102 袋網裏面之図
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千
葉
県
漁
業
図
解
第
一
二
巻

中
西
薬
局
「
九
十
九
里
」
写
真
集

千
葉
県
海
上
郡
誌

大
正
四
年

大
正
一―一年

船
橋
市
立
図
書
館
蔵

参
考
文
献

バ

イ

籠

漁

「
漁
場
ハ
大
略
海
岸
ヲ
離
レ
ル
壱
里
以
外
弐
里
以
内
ノ
沖
合
二
於
テ
海
底
浅
深
卜
潮
流
ノ
如
何
ト
ヲ
測
リ
先
ッ
船
ヲ
風
上
二
漕
ギ
上
ゲ
網
ヲ

下
ゾ
網
ノ
両
端
ナ
ル
曳
網
ヲ
船
ノ
蝕
腿
二
桁
柏
ヲ
張
リ
出
シ
之
二
結
ビ
附
ヶ
而
ッ
テ
船
ヲ
横
夕
ヘ
順
風
ニ
ハ
帆
ヲ
張
ル
」

と
あ
り
、
小
関
の
松
浦
留
吉
の
談
に
よ
れ
は
、
「
風
が
な
い
時
に
は
船
を
漕
き
な
か
ら
網
を
流
し
、
魚
が
網
に
入
る
時
間
を
計

っ
て
網
を
引
ぎ
上
け
る
。
九
十
九
里
浦
で
は
、
漁
場
は
根
（
暗
礁
の
こ
と
）
よ
り
沖
に
出
る
。
風
の
静
か
な
時
は
半
帆
を
上
げ

漁
場
に
着
く
と
、
籠
に
蘭
な
ど
で
餌
を
結
び
、

海
底
に
お
ろ
す
。
バ
イ
は
餌
を
求
め
て
近
寄
り
、
籠
の
中

に
転
落
し
、
外
へ
出
ら
れ
な
く
な
る
。
翌
朝
、
籠
を
上
げ
て
バ
イ
を
捕
獲
す
る
。

図
103
に
示
す
。
午
後
、
バ

イ
籠
を
四

0
1
五

0
個
を
積
み
出
漁
す
る
。

る
。
風
の
強
い
と
き
は
帆
を
使
わ
な
い
。

ロ
ー
プ
は
水
深
の
一
ニ
ー
五
倍
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
。

同
書
に
は
、

あ
る
。

ー

、

千
葉
県
小
関
漁
業
会
所
日
記

（
宮
崎
茂
一
郎
）

と
『
千
葉
県
漁
業
図
解
』
は
記
し
て
い
る
が
、
当
地
方
で
は
早
い
時
期
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
せ
い
か
、
資
料
的
に
は
皆
無
で

',1-

— 

~
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